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はじめに 
 

このたびは、CX-Programmerをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
 

CX-Programmerに SFCプログラミング機能が追加されました。 
本マニュアルは、SFC言語の仕様、および SFCプログラミング機能に関連する
CX-Programmerの操作方法について記載しています。 
その他の内容（SFCプログラミング機能以外）に関しては、CX-Programmer オペレ
ーションマニュアル（No. SBCA-337）を参照してください。 
ファンクションブロック/ストラクチャードテキストの使用方法に関しては、
CX-Programmerオペレーションマニュアル ファンクションブロック編/ストラクチ
ャードテキスト編（SBCA-338）を参照してください。 

 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA現場を管理される方 

お願い 
・本マニュアルは、CX-Programmerおよび CJ2、CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPU
ユニット ユニット Ver.4.0以降を使用する上で、必要な情報を記載しています。お
使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読
みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いくださ
い。 
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ご承諾事項 
● 保証内容 

(1)保証期間 
本ソフトウェアの保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といたし
ます。ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。 

(2)保証範囲 
• 本ソフトウェアの使用許諾を受けたお客様が、上記保証期間中にコンピュータ・
プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を発見し、当社に返却した場
合は、当社は瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュータ・プ
ログラムを記録した媒体と交換いたします。｛もしくは、当社の選択により、当
社ホームページより瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュー
タ・プログラムをダウンロードしていただく方法により提供いたします。｝また、
当社の責任によるコンピュータ・プログラムの記録媒体の不良を発見し、当社に
返却した場合、当社は、無償で、良品の媒体に記録したコンピュータ・プログラ
ムと交換いたします。 

• 万一、当社がコンピュータ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）
を除去できないと判断した場合は、お客様が本ソフトウェア購入代金として支払
った金額をお返しいたします。 

 
● 責任の制限 
・前条に定める交換または購入代金の返金は、本ソフトウェアの保証責任のすべてを
定めるものであり、当社は本ソフトウェアの瑕疵により発生した、お客様の直接的、
間接的あるいは波及効果による損害等いかなる損害に対しても一切の責任を負いま
せん。 
・当社は、本ソフトウェアを当社以外の第三者が変更、改造することにより生じた瑕
疵や、本ソフトウェアのインストールその他の使用によって当社商品、インストー
ルされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラ
ム、ネットワーク、データベースが DDoS攻撃（分散型 DoS攻撃）、コンピュータ
ウイルスその他の技術的な有害プログラム、不正アクセスを受けたことにより生じ
た損害につきましては、一切責任を負いません。 
・当社は、本ソフトウェアに基づき、当社以外の第三者が開発したソフトウェアおよ
びそれにより生じた結果について一切の責任を負いません。 

 
● 本ソフトウェアの用途 
本ソフトウェアを本マニュアルに記載の用途以外の用途で使用しないでください。 
 

● 仕様の変更 
本ソフトウェアの仕様および付属品は改善またはその他の事由により、必要に応じて、
変更される場合があります。 
 

●適用範囲 
以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本国外での取
引および使用に関しては、当社営業担当者までご相談ください。 
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関連マニュアル 
 

CX-Programmerの関連マニュアル 
CX-Programmerの関連マニュアルは、下表のように構成されています。併せてご覧
ください。 
 

Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 
本書
（SBCA-348） 

形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Programmer 
オペレーションマニュアル
SFC編 

SFCプログラミング機能
について知りたいとき 

SFCプログラミング機能について、説
明しています。 
その他 CX-Programmerと共通の機能
については、No.SBCA-337を参照して
ください。 

SBCA-337 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Programmer 
オペレーションマニュアル 

SFCプログラミング機
能、ファンクションブロッ
ク機能、およびストラクチ
ャードテキストプログラ
ミング機能以外について
知りたいとき 

CX-Programmerの操作方法について
説明しています。 

SBCA-338 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Programmer 
オペレーションマニュアルフ
ァンクションブロック編/スト
ラクチャードテキスト編 

ファンクションブロック
機能、およびストラクチャ
ードテキストプログラミ
ング機能について知りた
いとき 

CX-Programmerで使用可能なファン
クションブロックおよびストラクチャ
ードテキストの機能について、説明し
ています。 
その他 CX-Programmerと共通の機能
については、No.SBCA-337を参照して
ください。 

SBCA-347 形 CXONE-AL□□D-V4 CX-Integrator 
CS/CJシリーズ用ネットワー
クコンフィグレーションツー
ル 
オペレーションマニュアル 

ネットワーク設定/モニタ
を行いたいとき 

CX-Integratorの操作方法について説
明しています。 

SBCA-346 形 CXONE-AL□□D-V4 
形 CXONE-LT□□□-V4 

CX-One セットアップマニュ
アル 

FA統合ツールパッケージ
CX-Oneからセットアップ
するとき 

FA統合ツールパッケージ CX-Oneの
概要、CX-Oneのインストール方法を
記載しています。 
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CJ2/CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットの関連マニュアル 
本マニュアルに記載してない CJ2/CS1-H/CJ1-H/CJ1M/CS1D CPUユニットの仕様/
取扱いについては、CS/CJシリーズの以下の各マニュアルを参照してください。 

Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 
SBCA-349 形 CJ2H-CPU6□-EIP 

形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 

CJシリーズ 
CJ2 CPUユニッ
ト ユーザーズ
マニュアル 
ハードウェア編 

CJ CPUユニッ
トのハードウェ
ア的な仕様につ
いて知りたいと
き 

CJ2 CPUユニットに関して、以下の内容を説明してい
ます。 
・概要／特長を知りたい 
・基本システムの構成を知りたい 
・各部の名称と機能を知りたい 
・取り付けと設定方法を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編
（No.SBCA-350）と併せて使用してください。 

SBCA-350 形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 

CJシリーズ 
CJ2 CPUユニッ
ト ユーザーズ
マニュアル 
ソフトウェア編 

CJ CPUユニッ
トのソフトウェ
ア的な仕様につ
いて知りたいと
き 

CJ2 CPUユニットに関して、以下の内容を説明してい
ます。 
・CPUユニットの動作について知りたい 
・内部メモリについて知りたい 
・プログラムについて知りたい 
・各種設定について知りたい 
・CPU内蔵機能について知りたい 
ユーザーズマニュアル ハードウェア編
（No.SBCA-349）と併せて使用してください。 

SBCA-351 形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 
形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□
(B)-M3D 

CS/CJ/NSJシリ
ーズ 
コマンドリファ
レンス 

命令語の詳細に
ついて知りたい
とき 

各命令語の詳細説明をしています。 
プログラミング時に、ユーザーズマニュアル セットア
ップ編（CSシリーズ：No.SBCA-301、CJシリーズ：
No.SBCA-312）、ユーザーズマニュアル プログラミン
グ編（No.SBCA-313）と併せて使用してください。 
CJ2 CPUユニットを使用する場合は、CJ2 CPUユニッ
トユーザーズマニュアル ハードウェア編
（No.SBCA-349）およびソフトウェア編
（No.SBCA-350）を併せて使用してください。 

SBCA-301 形 CS1G/H-CPU□□H CSシリーズ 
ユーザーズマニ
ュアル 
セットアップ編 

CSシリーズの概
要／設計／取付
／保守などの基
本的な仕様につ
いて知りたいと
き 

CSシリーズの PLC本体に関して、以下の内容を説明し
ています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
ユーザーズマニュアル プログラミング編
（No.SBCA-313）と併せて使用してください。 

SBCA-312 形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1G-CPU□□ 

CJシリーズ 
ユーザーズマニ
ュアル 
セットアップ編 

CJシリーズの概
要／設計／取付
／保守などの基
本的な仕様につ
いて知りたいと
き 

CJシリーズの PLC本体に関して、以下の内容を説明し
ています。 
・概要／特長を知りたい 
・システム構成を設計したい 
・取付／配線をしたい 
・I/Oメモリの割付を知りたい 
・トラブル時の対処方法を知りたい 
ユーザーズマニュアル プログラミング編
（No.SBCA-313）と併せて使用してください。 
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Man.No. 形式 マニュアル名称 用途 内容 

SBCA-313 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1D-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□S 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJ/NSJシリ
ーズ 
ユーザーズマニ
ュアル 
プログラミング
編 

CS/CJ/NSJシリ
ーズの各種機能
について知りた
いとき 

CS/CJ/NSJシリーズの PLC本体に関して、 
以下の内容を説明しています。 
・プログラミングをしたい 
・タスク機能を知りたい 
・ファイルメモリ機能を知りたい 
・各種の機能を知りたい 
ユーザーズマニュアル セットアップ編（CSシリー
ズ：No. SBCA-301、CJシリーズ：No. SBCA-312）と
併せて使用してください。 

SBCA-304 形 CS1G/H-CPU□□H 
形 CS1G/H-CPU□□-V1 
形 CS1D-CPU□□HA 
形 CS1D-CPU□□SA 
形 CS1D-CPU□□P 
形 CS1W-SCU21-V1 
形 CS1W-SCB21-V1/41-V1 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2M-CPU1□ 
形 CJ2M-CPU3□ 
形 CJ1G/H-CPU□□H 
形 CJ1G-CPU□□P 
形 CJ1M-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1W-SCU21-V1/41-V1 
形 CP1H-X□□□□-□ 
形 CP1H-XA□□□□-□ 
形 CP1H-Y□□□□-□ 
形 NSJ□-□□□□(B)-G5D 
形 NSJ□-□□□□(B)-M3D 

CS/CJシリーズ 
通信コマンドリ
ファレンス 

CS/CJシリーズ 
CPUユニット宛
て通信コマンド
の詳細について
知りたいとき 

1)Cモードコマンドおよび 
2)FINSコマンドの詳細について説明しています。 
CPUユニット宛ての通信コマンド（Cモードコマンドま
たは FINSコマンド）の詳細を知りたいときに、参照し
てください。 
注：本マニュアルに記載している通信コマンドは、CPU
ユニット宛ての通信コマンドです。その通信経路は、問
いません（CPUユニットのシリアル通信ポート、シリ
アルコミュニケーションボード／ユニットの通信ポー
ト、通信ユニット経由などが可能です）。 
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 安全上のご注意 
 

安全に使用していただくための表示と意味について 
本マニュアルでは、CX-Programmer 、およびプログラマブルコントローラ（PLC）
安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。 
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってく
ださい。 
表示と意味は次のとおりです。 

 

 

 

 
 
 
安全上の要点 
製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 
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図記号の説明 
 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「感電注意」を表します。 

 

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中の文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

 

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中の文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 

 

 
 

CX-Programmerを使用して、I/O メモリエリアの状態を実機 PLC
へ転送するときは、十分に安全を確認してから行ってください。 
CPU ユニットの動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続され
た機器が誤動作する恐れがあります。 
CX-Programmerを使用して、CPU ユニットの I/Oメモリエリアに
データを転送する場合、注意すべき機能は、以下のとおりです。 
●CX-Programmerから CPUユニットの実 I/O（CIOエリア）への
転送（PLCメモリウィンドウ機能による） 
●ファイルメモリから CPUユニットの実 I/O（CIOエリア）への転
送（メモリカードウィンドウ機能による） 

 

 
本ソフトウェアを使用するパソコンにウィルス対策ソフトを導入
し、パソコンがウィルスに感染するリスクを低減させてください。
また、ウィルス対策ソフトは常に最新の状態にしてください。  

 
OSの脆弱性に起因するセキュリティリスクを回避するために、本ソ
フトウェアを使用するパソコンの OSを常に最新の状態にしてくだ
さい。  

 
機能の追加や操作性の改善、セキュリティの強化のため、本ソフト
ウェアは、常に最新のバージョンにアップデートしてお使いくださ
い。  
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本ソフトウェアで設定するユーザ名やパスワードについて、他人か
ら不正に利用されないよう適切な設定・管理をしてください。 

 

 
制御システムや装置のネットワークはファイアウォール（未使用通
信ポートの遮断、通信ホストの制限）を導入し、ITネットワークか
らの分離を行い、本ソフトウェアの制御システムへの接続はファイ
アウォール内で行うようにしてください。 

 

 
本ソフトウェアから制御システムや装置へのリモートアクセスが必
要な場合は仮想プライベートネットワーク（VPN）を使用してくだ
さい。  

 
 

 
         

他ノードへパラメータを転送するときは、変更先ノードの安全を確
認してから行ってください。 
けがをする恐れがあります。 

 
サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、オンラ
インエディットをしてください。 
入力信号を読み取れないことがあります。 
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安全上の要点 
 

CX-Programmer の SFC機能を使用する際には、次のことに気を付けてください。 
 
・ステップが、活性状態から非活性状態へ変わったとき、アクションの出力は基本的
にリセットされます。出力の保持/リセットを変更する場合、必要に応じて、初期設
定の変更またはリセット処理の記述を行ってください。変更する際は、前後のステ
ップのアクションの動作タイミングを十分確認してください。 
注：詳細は、1－5－1項「ステップ非活性状態での出力の保持／リセットの 
方法」および 1－5－2項「アクションプログラムの留意事項」を参照してください。 

・CX-Programmerを起動する前に、以下の点にご注意ください。 
・CX-Programmerの使用に直接関係がない他のアプリケーションは、すべて終了
してください。とくに、スクリーンセーバ、ウィルスチェック、電子メールなど
の通信ソフト、スケジュール管理ソフトなど、定期/不定期に起動するアプリケー
ションは、その機能を必ず停止させてください。 

・パソコンのハードディスクやプリンタをネットワークで他のパソコンに共有さ
せている時は、共有を解除してください。 

・ノートパソコンで、初期設定が RS-232Cポートをモデムや赤外線に割当ててい
るものがあります。パソコンの説明書にしたがって RS-232Cポートを通常のシ
リアルポートとして使用できるように設定を変更してください。 
・ノートパソコンで、初期設定が省電力のために RS-232Cポートに規定の電力を
供給しない設定になっているものがあります。省電力設定はWindowsの設定ほ
か、パソコン独自のユーティリティや BIOSで設定されている場合があります。
パソコンの説明書にしたがって、すべての省電力機能を停止させてください。 

・CX-Programmerと PLCをオンライン接続中は、PLCの電源を切ったり接続ケーブ
ルの抜き差しをしないでください。パソコンが誤動作する場合があります。 
・設備に影響がないことを確認してから、現在値を変更してください。 
・設備に影響がないことを確認してから、設定値を変更してください。 
・設備に影響がないことを確認してから、CPUユニットの動作モードを切り替えてく
ださい。 
・設備に影響がないことを確認してから、強制セット/強制リセットしてください。 
・作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ
さい。 
・ CJ2/CS1-H/CJ1-H/CJ1M CPUユニットの場合、オンラインエディットを行うと、
通常の CPUユニット内蔵メモリ（RAM）への書き込み後、続けて CPUユニット
内蔵フラッシュメモリに対する書き込み（バックアップ）処理が行われます。フ
ラッシュメモリへの書き込み（バックアップ）処理中（CPUユニット前面の
「BKUP」LEDが点灯中）は、PLC本体の電源を OFFにしないでください。 
なお、フラッシュメモリへの書き込みステータスを表示させるには、パソコンの
プロパティで「バックアップ中のステータスのダイアログを表示する」をチェッ
クし、かつ［表示］メニューから［ウィンドウ］｜［フラッシュバックアップモ
ニタ］を選択します。 

・CX-Programmerをインストール/アンインストールしている最中に、パソコンの電
源を OFFにしないでください。最悪の場合、パソコンのデータが壊れる原因となり
ます。 
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マニュアル改訂履歴 
 

マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されているMan.No.の後尾に付
記されます。 

 

 

改訂記号 

Man. No. SBCA-348K 

 
 
 

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ 
－ 2007年 7月 初版 
B 2007年 8月 SFC実行に関する注意事項の追記に伴う改訂 

 
C 2008年 6月 CX-Programmerのバージョンアップに伴う改訂 

 
D 2009年 2月 CX-Programmerのバージョンアップに伴う改訂 

 
E 2009年 12月 CX-Programmerのバージョンアップに伴う改訂 

 
F 2010年 2月 CX-Programmerのバージョンアップに伴う改訂 
G 2010年 10月 CX-Programmerのバージョンアップに伴う改訂 
H 2016年 4月 CX-Oneの形式変更に伴う改訂 
J 2018年 12月 CX-Programmerのバージョンアップに伴う改訂 
K 2022年 10月 セキュリティに関する安全上の注意追記に伴う改訂 
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表記について 
 

本マニュアルでは、特に操作の項目を以下のように記述しています。 
 

● 表記の例 
 
［  ］ ......... メニュー名、キー、ダイアログボックス名、ボタン名などを示します。 

表中などで、明らかにメニュー名だと分かるところでは、［  ］を付け
ていない場合もあります。 
例： ［ファイル］メニュー、［Tab］キー、［検索］ダイアログボックス、

［OK］ボタン 
 

｜ .................... メニューの階層を示します。 
メニューの階層が多い場合、下記の様に「｜」を使用して、省略している
場合があります。 
例： ［ファイル］｜［新規作成］｜［プログラム］を選びます。 
 ［ファイル］メニューから［新規作成］を選び、サブメニューから 

［プログラム］を選ぶことを示します。 
     

［ ］+［ ］ ... 複数のキーを同時に押すことを示します。 
表中などで、明らかにキーだと分かるところでは、［ ］を付けていない
場合もあります。 
例： ［Ctrl］+［S］ 
 ［Ctrl］キーを押しながら、［S］キーを押します。 
 

クリック 左クリックすることを示します。 
本書では、左クリック/左ダブルクリックをクリック/ダブルクリックと省
略して表記しています。右クリックの場合は、右クリックと表記していま
す。 
 

● 「プログラマブルコントローラ」の表記について 
本マニュアルおよび本ソフトウェアでは、「プログラマブルコントローラ」の略称を
「PLC」としています。 
ただし、他のプログラマブルコントローラ関連および周辺機器のマニュアルでは
「PC」を使用している場合があります。 
なお、パソコンは略称を用いず、「パソコン」と表示します。 
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 1－1 SFCの概要 
 

1－1－1 SFCの概要 
SFC（Sequential Function Chart）は、おもにシーケンス処理を制御するための工程
歩進プログラムを容易に記述するために開発されたグラフィカルプログラミング言語
です。 
SFCは、工程の流れを図で表し、工程の歩進条件と各工程の処理内容を記述すること
で、シーケンス処理の制御をプログラムすることができます。 

処理の流れ 

処理内容 

処理内容 工程 1 

工程 2 

工程 3 処理内容 

工程の遷移条件 

工程の遷移条件 

工程の歩進条件 

 
 
これにより、SFCには以下のメリットがあります。 

・ 工程の流れとプログラムの制御が対応しているため、プログラム開発者以外の第三者
が見てもプログラム全体を把握しやすくなります。このため、プログラムのデバッグ
とメンテンスの負荷軽減につながります。 

 

A 

C 

B 工程 A 

工程 C 

装置制御・外部機器制御 SFC プログラム 

対応

工程 B 

 
 

・ 工程間の繁雑な条件のやりとりを考慮する必要がなく、工程ごとのプログラムを別々
に作成できます。このことは、各工程をそれそれぞれ異なる開発者がプログラムを作
成することを可能にし、プログラムを開発しやすく、開発効率の向上につながります。 
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処理内容 

処理内容 工程 1 

工程 2 

工程 3 処理内容 

A さんが開発

B さんが開発

C さんが開発

工程ごとの 

プログラム開発が可能

 
 

・ 工程単位でプログラムが完結しているため、工程ごとのプログラムの再利用が容易で
す。 

・ 工程ごとの演算処理を実行し、活性状態の工程のみ処理時間がかかり、非活性状態の
工程は処理時間がかからないため、CPUユニットのサイクルタイムの短縮につながり
ます。 

 

1－1－2 CX-Programmerの特長 
CX-Programmerは、SFCエディタを実装し、SFCプログラムの作成、モニタリング、
デバッグが可能な CS/CJシリーズ、CJ2シリーズ PLC本体用プログラミングツール
です。 
プログラミング言語として、従来のラダーと ST（Structured Text）に加えて、SFC
も使用できます。 
CX-Programmerのユーザインターフェースや機能を継承し、SFCのメリットを最大
化するプログラミング環境を実現しています。 
 

● SFC、ラダー、STを任意に組み合わせてユーザプログラムを作成可能 
タスクに割り付ける各プログラムを SFC、ラダー、STの任意の組み合わせで記述で
きます。このため、処理に応じた最適な言語を使用可能です（例えば、工程歩進部を
SFC、装置制御部をラダー、演算処理部を STで記述することなどが可能）。 
なお、使用する言語にかかわらず、CX-Programmerの共通機能を使用できます。 
 

ラダー 

装置・外部機器の制御 

ST 

演算処理 

処理内容に適した

プログラム言語を 

使用可能 

SFC 

工程歩進の制御 

ユーザープログラム 

タスク 

タスク 

タスク 

タスク 
a := a + 1;
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● SFCプログラムの一部としてラダー/STを使用可能 
SFCプログラム内のステップのアクション、およびトランジションの遷移条件をラダ
ー、または STを使用して記述することができます。 
ラダー、または STを使用して記述したステップのアクション、およびトランジショ
ンの遷移条件は、アクションプログラム、トランジションプログラムとして SFCプロ
グラム内に登録されます。 
 

アクションプログラム ラダー 

アクションプログラム ST 

トランジションプログラム ラダー 

トランジションプログラム ST 

 

● SFCチャートとアクションプログラム/トランジションプログラムを同時に表示/
編集可能 
SFCエディタでは、上下、または左右に SFCビューとプログラムビューが分割表示
され、SFCチャートとアクションブロックまたはトランジションのプログラムを同時
に表示/編集できます。また、SFCチャートはアクションブロックを非表示の状態にす
ることも可能であり、アクションブロックが非表示の状態であってもプログラムビュ
ーには、アクションプログラムやトランジションプログラムが表示されます。このた
め、プログラムの全体像を把握しながら、各工程内容および遷移条件を表示/編集でき
るため、SFCの特徴が十二分に発揮されます。 
 

・ アクションブロック表示状態 

 

プログラムビュー 

SFC ビュー 
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・ アクションブロック非表示状態 

 

プログラムビュー 

SFC ビュー 

 
 

● オンラインエディット/デバッグが可能 
オンライン状態において、SFCチャートの編集が可能です。また、デバッグ時にアク
ションブロックを非表示にし、歩進状況を確認できます。このとき SFCエディタでは、
アクションブロックが表示されていなくてもプログラムビューでアクションプログラ
ムを確認できます。 
 

● 変数に配列変数が利用可能 
CX-Programmerでは、従来のタスクで実行されるラダープログラムに加え、ST、SFC
でも配列変数を使用することができます。 
 

・ ラダー 

a[5] b[5]

 

・ ST 

b[7] := a[7] 

 

・ SFC 

NStep n a[3] 

b[3] 
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 1－2 CX-Programmerの仕様 
 

CX-Programmerの SFC機能の使用環境を示します。基本的な CX-Programmerの使
用環境は、CX-Programmerオペレーションマニュアル（SBCA-337）を参照してく
ださい。 

 

1－2－1 SFCが使用可能な PLC機種 
以下の PLC（プログラマブルロジックコントローラ）機種が SFCに対応しています。  

PLC機種 CPUタイプ 

CJ2Hユニット Ver.1.0以降 形 CJ2H-CPU68/67/66/65/64/68-EIP/CPU67-EIP/CPU66-EIP/ 
CPU65-EIP/CPU64-EIP 

CJ2Mユニット Ver.1.0以降 形 CJ2M-CPU11/12/13/14/15/31/32/33/34/35 
CS1G-HユニットVer.4.0以降 形 CS1G-CPU45H/44H/43H/42H 
CS1H-HユニットVer.4.0以降 形 CS1H-CPU67H/66H/65H/64H/63H 
CJ1G-Hユニット Ver.4.0 形 CJ1G-CPU45H/44H/43H/42H 
CJ1H-HユニットVer.4.0以降 形 CJ1H-CPU67H/66H/65H/67H-R/66H-R/65H-R/64H-R 
CJ1Mユニット Ver.4.0 形 CJ1M-CPU23/22/21/13/12/11 
CS1D-Hユニット Ver.4.0 形 CS1D-CPU68HA/67HA 
CS1D-Sユニット Ver.4.0 形 CS1D-CPU67SA/44SA 

 

使用上の注意 ・CPシリーズでは動作しませんので、ご注意ください。 
・Microsoft .Net Framework 1.1以降のインストールが必要です。 
・Internet Explorer 5.x以降のインストールが必要です。 

 

1－2－2 仕様一覧 
項目 内容 

タスクに割り付けられるプ
ログラムの言語 

SFC、ラダー、STのいずれか（任意の組み合わせが可能） 

SFCプログラムの単位 タスク単位（1タスク＝1SFCチャート） 
CJ2の個数：最大 384（サイクル実行タスク：128、追加タスク：256） 
CJ2以外の個数：最大 288（サイクル実行タスク：32、追加タスク：256） 

SFCプログラムを割り付け
ることができるタスク 

サイクル実行タスクまたは追加タスクに可能 

SFC要素 ステップ、トランジション、アクション、ジャンプ、サブチャート 
注：SFC要素は、ローカル変数へ自動登録される 

SFCチャート形状 直列、選択分岐/合流、並列分岐/合流、ジャンプ 
注：選択分岐/合流個数、並列分岐/合流個数、サブチャート個数の制限なし（CVシリーズ
の SFCと異なる） 

ステップの状態 活性、非活性 
注：PAUSE、HALTなし（CVM1/CVシリーズの SFCと異なる） 

トランジション*1 ブール型アドレス接点（ブール型変数、実アドレス）、ST式、またはトランジションプロ
グラム 
注 1：トランジションプログラムごとに、ラダー、または STでプログラムが可能 
注 2：トランジションプログラムにファンクションブロックを使用可能 

トランジションプログラム
の遷移条件 

トランジションプログラム名と同一名のブール型変数を ONにすることによる 

アクションブロック アクションクォリファイア（AQ）（11種類）＋アクション 
注 1：1ステップあたりの割付アクションブロック数制限なし 
注 2：同一ステップ内の複数のアクションプログラムの実行順は、プロジェクトワークスペ

ース上のアクションプログラムのツリーの上から下の並び順のとおり。 
注 3：同一アクションプログラムを複数ステップで使用した場合、複数ステップが同時に活

性状態となっても、1サイクルで 1回のみ実行（CVシリーズの SFCと異なる）。 
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項目 内容 

アクションクォリファイア
（11種類） 

N、P、P1、P0、L、D、R、S、S L、SD、DS 
 

アクション*1 ブール型アドレス接点（ブール型変数、実アドレス）、またはアクションプログラム 
注 1：アクションプログラムごとに、ラダー、または STでプログラムが可能 
注 2：アクションプログラムにファンクションブロックを使用可能 

出力のリセット ステップが非活性状態となったとき、アクションブロックの出力結果を以下のいずれかの
方法でリセットすることが可能、・アクションのプロパティで出力のリセットを選択する
（アクションがブール型、または STプログラムの場合除く） 
プログラムを追加するアクションの種類に応じて、以下のとおり。 
・接点指定：リセットする。 
・ラダープログラム：デフォルトではリセットする。リセットしたくないときは、 

アクションプログラムのプロパティで指定 
・STプログラム：リセットしない 

実アドレス指定 SFCチャートのブール型アクション/トランジション、およびラダープログラムによるアク
ション/トランジションに実アドレス指定が可能 
STプログラムのアドレス指定は、変数指定のみが可能（実アドレス指定は不可） 

ステップ
活性/非活
性 

以下のいずれかのラダープログラムから SFCチャート内のステップの活性/非活性を制御
可能（SA：ステップ活性化命令、SE：ステップ非活性化命令による） 
・SFCプログラム外のラダープログラム 
・SFCプログラム内のアクションラダープログラム 
・別の SFCプログラム内のアクションラダープログラム 

ステップ制御 

ステップ
タイマの
読出/変更 

ステップが活性状態になってから計測される経過時間を読み出し、変更可能（TSR：ステ
ップタイマリード命令、TSW：ステップタイマライト命令による） 
０～6553.5秒（単位 0.1秒時）、または０～65535秒（単位 1秒時） 

SFCタス
クの実行/
終了 

SFCタスク制御命令により、ラダープログラムから SFCタスクの実行および終了を制御
可能 
実行：終了している SFCタスクの場合、SFCタスクの全ての状態をリセットし、イニシ

ャルステップから実行する 
   停止している SFCタスクの場合、SFCタスクを停止したステップから実行する 
終了：出力を保持したまま、SFCタスクを終了する 

SFCタスク
制御 

SFCタス
クの停止
（出力リ
セット/出
力保持） 

SFCタスク制御命令により、ラダープログラムから SFCタスクの停止（出力リセット/出
力保持）を制御可能 
出力リセット ：出力をリセットし、SFCタスクを一時停止する 
出力保持 ：出力を保持したまま、SFCタスクを一時停止する 

強制セット/リセット オンラインで、トランジションを強制セット/リセットし、1ステップずつ実行可能 
オンラインエディット SFCチャート編集、アクション追加/削除、トランジション追加/削除可能 

注：標準モード（SFCソースコードを含んで転送）、高速モード（SFCソースコードを含
まないで転送）を選択可能 

配列変数 SFC、ラダー、STのプログラム内で配列型の変数を使用可能 
構造体変
数 

アクションプログラムのラダー/ST、トランジションプログラムのラダー/STで構造体変数
が使用可能 
（SFCチャートビュー、サブチャートビュー上では使用できません） 

変数 

TIMER型
/COUNTE
R型変数 

アクションプログラムのラダー/ST、トランジションプログラムのラダー/STで TIMER型
/COUNTER型変数が使用可能 
（SFCチャートビュー、サブチャートビュー上では使用できません） 

*1. トランジションプログラム、アクションプログラム、サブチャートの合計の最大数は以下のとおりです。 
（ファンクションブロックを使用する場合は、ファンクションブロック定義の個数を含めた合計） 

 
CJ2Hの場合：最大 2048 
CJ2Mの場合： 
・形 CJ2M-CPU□1/□2/□3：最大 256 
・形 CJ2M-CPU□4/□5：最大 2048 
CS1-H/CJ1-H/CS1D-H/CS1D-Sの場合：最大 1024 
CJ1Mの場合：最大 256 
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 1－3 画面各部の説明と機能 
 

CX-Programmerの SFCチャート編集機能、および SFCエディタに関連する機能を
示します。 
その他の機能については、CX-Programmerオペレーションマニュアル（SBCA-337）
を参照してください。 

 

1－3－1 SFCエディタ 
CX-Programmer の SFCエディタでは、SFC要素を配置、連結して工程歩進型プロ
グラムを作成します。 
また、プロジェクトワークスペース、SFCエディタの上下、または左右の分割表示に
より、SFCチャートとアクションブロックやトランジションの各プログラムとの関連
を構造的に把握できます。 

SFC エディタ 

プログラムビュー 

プロジェクトワークスペース 

SFC ビュー 
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■ プロジェクトワークスペース 

SFCのプログラミングに必要な構成要素を階層構造で表示し、管理できます。 
プロジェクトワークスペースはプロジェクトツリーとも呼ばれます。 

 

アクションプログラム （ラダー、または ST） 

［トランジションプログラム］フォルダ 

トランジションプログラム （ラダー、または ST） 

サブチャートプログラム 

SFC プログラム 

［アクションプログラム］フォルダ 

［サブチャート］フォルダ 

変数テーブル 

 

● SFCプログラム 
SFCプログラムは、プロジェクトワークスペースの［プログラム］アイテムの下位に
登録します。 
SFCプログラムを実行するためには、タスクへの割り付けが必要になります。 
 

● 変数テーブル 
変数テーブルには、SFCチャートに作成した各 SFC要素に対応する変数が自動的に
登録されます。ここに登録される変数は、SFCチャートのローカル変数として使用さ
れます。 
また、SFCプログラムを記述するときに必要とする変数をユーザが登録します。 
 

● ［アクションプログラム］フォルダとアクションプログラム 
アクションプログラムは、SFCプログラムの構造下の［アクションプログラム］フォ
ルダ内に登録します。 
アクションプログラムは、工程ごとの処理内容を、ラダー、または STで記述します。 
アクションプログラムは、SFCチャートのアクションブロックで、同一のアクション
名を選択することで関連付けされます。 
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● ［トランジションプログラム］フォルダとトランジションプログラム 
トランジションプログラムは、SFCプログラムの構造下の［トランジションプログラ
ム］フォルダ内に登録します。 
トランジションプログラムは、複数の入力信号の組み合わせや複雑なロジックで表現
する必要がある工程の遷移条件をラダーまたは STで記述します。 
トランジションプログラムは、SFCチャートのトランジションで、同一のトランジシ
ョン条件名を選択することで関連付けされます。 
 

 

 

 
 

● ［サブチャート］フォルダとサブチャートプログラム 
サブチャートプログラムは、SFCプログラムの構造下の［サブチャート］フォルダ内
に登録します。 
サブチャートプログラムは、大規模な工程歩進制御のための SFCプログラムを部分的
に作成することができるため、プログラムの再利用性や視認性が向上し、SFCプログ
ラムの構造化プログラミングを可能にしています。 
サブチャートプログラムは、SFCチャートのサブチャートで、同一のサブチャート名
を選択することで関連付けされます。 
また、プログラムビューで、SFCサブチャートが SFCプログラムの部分的な SFCチ
ャートであることを確認できます。 
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■ SFCエディタ 

SFCチャート、またはサブチャートを表示します。 
また、SFCビュー、プログラムビューの分割表示によって、SFCチャートと関連する
アクションプログラム、トランジションプログラムを同時に見ることができます。 

 
 

プログラムビュー 

SFC ビュー 

 

 

● SFCエディタの表示カスタマイズ 
メニューの［ツール］｜［オプション］の［表示］タブ、または［SFC］タブを選択
することで、SFCエディタの表示をカスタマイズすることができます。 
SFCエディタの表示のカスタマイズについては、1-3-6項「 SFC固有の環境設定」を
参照してください。 

● SFCビュー 
SFCチャート、またはサブチャートを表示します。 

● プログラムビュー 
SFCビューで選択しているアクションブロック、トランジション、またはサブチャー
トステップのアクションプログラム、トランジションプログラム、またはサブチャー
トを表示します。 
SFCエディタ上で SFCチャートを見ながら、プログラムビューでアクションプログ
ラム、トランジションプログラム、またはサブチャートプログラムを編集することが
できます。 
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1－3－2 メニュー一覧 
 

■ 編集メニュー 

メインの編集ウィンドウに SFCエディタが表示され、カーソルフォーカスがあるとき
のメニューです。また、SFCエディタ上のどの SFC要素を選択しているかによって、
メニュー表示の有効/無効が変わります。 
 

メニュー サブメニュー 機能 

ステップ名変更 選択したステップの名称を編集可能な
状態にします。 

トランジション条件変更 選択したトランジションの名称を編集
可能な状態にします。 

アクション名変更 選択したアクションブロックにコンボ
ボックスを表示し、アクションプログ
ラムを選択可能な状態にします。 

アクションクォリファイア変更 選択したアクションブロックのアクシ
ョンクォリファイアにコンボボックス
を表示し、選択可能な状態にします。

アクションクォリファイアタイマ設定値変更 選択したアクションブロックのアクシ
ョンクォリファイアタイマを編集可能
な状態にします。 

インジケータ変数変更 選択したアクションブロックのインジ
ケータ変数を編集可能な状態にしま
す。 

SFCパーツに連結線を追加 選択した SFC要素の入力側に連結線を
引き出します。 

SFCパーツから連結線を追
加 

選択した SFC要素の出力側に連結線を
引き出します。 

SFCパーツへの連結線を削
除 

選択した SFC要素の入力側の連結線を
削除します。 

連結線変更 

SFCパーツからの連結線を
削除 

選択した SFC要素の出力側の連結線を
削除します。 

すべて整列 SFCチャート全体を整列します。 
この位置より下側を整列 選択した SFC要素の後に続く SFCチ

ャートを整列します。 

 

■ 表示メニュー 

SFCエディタの表示倍率が変更されている場合のみ有効になるメニューです。 
 

メニュー 機能 

ズームリセット SFCエディタの表示が拡大・縮小されている場合、
100%表示に戻します。 
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■ 挿入メニュー 

SFCエディタが表示されている場合のみ有効になるメニューです。 
 

メニュー 機能 

ステップ 終端のトランジションを選択した状態で、トランジ
ションにステップを連結して追加します。 
トランジションを選択していない状態では、独立し
たステップを追加します。 

サブチャートステップ 終端のトランジションを選択した状態で、トランジ
ションにサブチャートステップを連結して追加し
ます。 
トランジションを選択していない状態では、独立し
たサブチャートステップを追加します。 

トランジション 終端のステップを選択した状態で、ステップにトラ
ンジションを連結して追加します。 
ステップを選択していない状態では、独立したトラ
ンジションを追加します。 

選択分岐 終端のステップを選択した状態で、ステップに選択
分岐とトランジションを 2つ連結して追加します。
ステップを選択していない状態では、ステップ、選
択分岐とトランジションを 2つ追加します。 

選択合流 選択分岐されている終端のトランジションを選択
した状態で、トランジションに選択合流とステップ
を連結して追加します。 

並列分岐 終端のトランジションを選択した状態で、トランジ
ションに並列分岐とステップを 2つ連結して追加
します。 
トランジションを選択していない状態では、トラン
ジション、並列分岐とステップを 2つ追加します。

並列合流 並列分岐されている終端のステップを選択した状
態で、ステップに並列合流とトランジションを連結
して追加します。 

ステップとトランジション 終端のトランジションを選択した状態で、ステップ
とトランジションを連結して追加します。 

トランジションとステップ 終端のステップを選択した状態で、トランジション
とステップを連結して追加します。 

並列合流の上にステップを挿入 並列合流の入力側にステップを追加します。 
選択合流の上にトランジションを挿入 選択合流の入力側にトランジションを追加します。
連結線 SFCチャートの連結していない SFC要素から連結

線を引き出します。 

 

■ プログラムメニュー 

SFCエディタが表示されている場合のみ有効になるメニューです。 
 

メニュー 機能 

SFC/STソース転送 SFCチャートのオンラインエディット中に SFCプ
ログラムの編集内容を高速モードで転送していた
場合、後で SFCソースコードのみを転送します。

オンライン
エディット 

FB/SFC/STオンラインエディ
ットアクセス権強制解除 

SFCチャートのオンラインエディット中に通信異
常などで、処理が中断した場合、PLCへのアクセ
ス権を解除します。 

 

 



1－3 画面各部の説明と機能 
1－3－3 SFCエディタポップアップメニュー 

1-14 

1 

概
要 

1－3－3 SFCエディタポップアップメニュー 
SFCエディタ内の右クリックで表示されるメニューを示します。 
どの SFC要素を選択しているかによって表示されるメニューは異なります。また、
SFC要素の連結状態によってもメニューの有効/無効が異なります。 
 

■ ステップを右クリックした場合 

ステップ要素は、オフライン時とオンライン時で表示されるメニューが異なります。 
 

● オフライン時のポップアップメニュー 
メニュー サブメニュー 機能 

名前の変更 選択したステップの名称を編集可能な
状態にします。 

ノーマル 選択したステップをノーマルステップ
に変更します。 

イニシャル 選択したステップをイニシャルステッ
プに変更します。 

エントリー 選択したステップをエントリーステッ
プに変更します。 

ステップの種類変更 

リターン 選択したステップをリターンステップ
に変更します。 

100ミリ秒 ステップタイマの単位を 100ミリ秒に
設定します。 

タイマ単位変更 

秒 ステップタイマの単位を秒に設定しま
す。 

ブール型変数 選択したステップにブール型変数/実ア
ドレスを追加します。 

ラダープログラム 新たにラダープログラムを作成し、選
択したステップに追加します。 

STプログラム 新たに STプログラムを作成し、選択し
たステップに追加します。 

アクション追加 

登録済みアクション 選択したステップに登録済みアクショ
ンを追加します。 

アクションブロックを表示  
トランジションとステップ追加 選択したステップにトランジションと

ステップを連結して追加します。 
トランジション追加 選択したステップにトランジションを

連結して追加します。 
ステップとトランジション挿入 選択したステップの前にトランジショ

ンとステップを連結して追加します。
トランジション挿入 選択したステップの前にトランジショ

ンを連結して追加します。 
選択分岐追加 選択したステップに選択分岐とトラン

ジションを 2つ連結して追加します。
並列合流追加 選択したステップに並列合流とトラン

ジションを連結して追加します。 
 



1－3 画面各部の説明と機能 
1－3－3 SFCエディタポップアップメニュー 

1-15 

1 

概
要 

 
メニュー サブメニュー 機能 

連結線挿入ダイアログ 連結線挿入ダイアログを開きます。 
ジャンプ追加 選択したステップの入力側に接続線を

引き出し、ジャンプ元としたいトラン
ジションの出力側に接続します。 

ステップへの連結線を追
加 

選択したステップの入力側に連結線を
引き出し、トランジションの出力側に
接続します。 

ステップへの連結線を削
除 

選択したステップの入力側の連結線を
削除します。 

ジャンプに変更 選択したステップの入力側をジャンプ
に変更します。 

ステップから連結線を追
加 

選択したステップの出力側に連結線を
引き出し、トランジションの入力側に
接続します。 

連結線 

ステップからの連結線を
削除 

選択したステップの出力側の連結線を
削除します。 

サブチャートを開く サブチャートを開きます。 
切り取り 選択したステップをクリップボードに

切り取ります。 
コピー 選択したステップをクリップボードに

コピーします。 
貼り付け クリップボードの内容を貼り付けま

す。 
削除 選択したステップを削除します。 
この位置より下側を整列 選択したステップの後に続く SFCチャ

ートを整列します。 
 

● オンライン時のポップアップメニュー 
メニュー サブメニュー 機能 

セット 選択したステップを活性状態にしま
す。 

リセット 選択したステップを非活性状態にしま
す。 

強制セット/リセット 

キャンセル 強制セット/リセットの状態を取り消し
ます。 

ステップタイマ現在値変更 ステップタイマの値を変更します。 
サブチャートを開く サブチャートを開きます。 
アクションブロック表示 非表示状態のアクションブロックを表

示します。 
この位置より下側を整列 選択したステップの後に続く SFCチャ

ートを整列します。 
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■ トランジションを右クリックした場合 

トランジション要素は、オフライン時とオンライン時で表示されるメニューが異なり
ます。 
 

● オフライン時のポップアップメニュー 
メニュー サブメニュー 機能 

トランジション条件の編集 選択したトランジション条件を編集可
能な状態にします。 

ステップとトランジション追加 選択したトランジションにステップと
トランジションを連結して追加しま
す。 

ステップ追加 選択したトランジションにステップを
連結して追加します。 

トランジションとステップ挿入 選択したトランジションの前にトラン
ジションとステップを連結して追加し
ます。 

ステップ挿入 選択したトランジションの前にステッ
プを連結して追加します。 

選択合流追加 選択したトランジションに選択合流と
ステップを連結して追加します。 

並列分岐追加 選択したトランジションに並列分岐と
ステップを 2つ連結して追加します。

連結線挿入ダイアログ 連結線挿入ダイアログを開きます。 
ジャンプ追加 選択したトランジションの出力側に連

結線を引き出し、ジャンプ先としたい
ステップの入力側に接続します。 

トランジションから連結
線を追加 

選択したトランジションの出力側に連
結線を引き出し、ステップの入力側に
接続します。 

トランジションからの連
結線を削除 

選択したトランジションの入力側の連
結線を削除します。 

ジャンプに変更 選択したトランジションの入力側をジ
ャンプに変更します。 

トランジションへの連結
線を追加 

選択した切りはなされたトランジショ
ンの入力側に連結線を引き出し、ステ
ップの出力側に接続します。 

連結線 

トランジションへの連結
線を削除 

選択したトランジションの出力側の連
結線を削除します。 

新規サブチャート 新たにサブチャートを作成し、選択し
たトランジションにサブチャートステ
ップとして連結して追加します。 

サブチャートステップ追
加 

サブチャート選択 登録済みのサブチャートを選択したト
ランジションにサブチャートステップ
として連結して追加します。 

トランジションプログラムを開く 選択したトランジションプログラムを
開きます。 

切り取り 選択したトランジションをクリップボ
ードに切り取ります。 

コピー 選択したトランジションをクリップボ
ードにコピーします。 

貼り付け クリップボードの内容を貼り付けま
す。 

削除 選択したトランジションを削除しま
す。 

この位置より下側を整列 選択したトランジションの後に続く
SFCチャートを整列します。 
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● オンライン時のポップアップメニュー 

メニュー サブメニュー 機能 

セット トランジション条件を ONにします。
リセット トランジション条件を OFFにします。

強制セット/リセット 

キャンセル 強制セット/リセットの状態を取り消し
ます。 

トランジションプログラムを表示 選択したトランジションのトランジシ
ョンプログラムを表示します。 

この位置より下側を整列 選択したトランジションの後に続く
SFCチャートを整列します。 

 

■ 選択分岐を右クリックした場合 
メニュー サブメニュー 機能 

選択分岐を追加 選択した選択分岐の右にトランジショ
ンを追加します。 

ステップを挿入 選択した選択分岐の前にステップを連
結して追加します。 

トランジションとステップを挿入 選択した選択分岐の前にトランジショ
ンとステップを連結して追加します。

連結線挿入ダイアログ 連結線挿入ダイアログを開きます。 
分岐に連結線追加 選択した選択分岐の入力側に連結線を

引き出し、ステップの出力側に接続し
ます。 

分岐から連結線追加 選択した選択分岐の出力側に連結線を
追加して引き出し、トランジションの
入力側に接続します。 

分岐への連結線削除 選択した選択分岐の入力側の連結線を
削除します。 

連結線 

分岐からの連結線削除 選択した選択分岐の出力側の連結線を
すべて削除します。 

実行順序（左から右） 選択分岐に連結しているトランジショ
ンのトランジション条件をチェックす
る順序を指定します。項目のチェック
をはずすことで実行順の設定が可能で
す。（デフォルトでは左から右で、番
号は表示されません）。 

切り取り 選択した選択分岐をクリップボードに
切り取ります。 

コピー 選択した選択分岐をクリップボードに
コピーします。 

貼り付け クリップボードの内容を貼り付けま
す。 

削除 選択した選択分岐を削除します。 
この位置より下側を整列 選択した選択分岐の後に続く SFCチャ

ートを整列します。 
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■ 選択合流を右クリックした場合 
メニュー サブメニュー 機能 

選択合流を追加 選択した選択分岐の右にトランジショ
ンを追加します。 

ステップ追加 選択した選択合流にステップを連結し
て追加します。 

新規サブチャート 新たにサブチャートを作成し、選択し
た選択合流にサブチャートステップと
して連結して追加します。 

サブチャートステップ追
加 

サブチャート選択 登録済みのサブチャートを選択した選
択合流にサブチャートステップとして
連結して追加します。 

ステップとトランジション追加 選択した選択合流にステップとトラン
ジションを連結して追加します。 

連結線挿入ダイアログ 連結線挿入ダイアログを開きます。 
合流に連結線追加 選択した選択合流の入力側に連結線を

追加して引き出し、トランジションの
出力側に接続します。 

合流から連結線追加 選択した選択合流の出力側に連結線を
引き出し、ステップの入力側に接続し
ます。 

合流への連結線削除 選択した選択合流の入力側の連結線を
すべて削除します。 

連結線 

合流からの連結線削除 選択した選択合流の出力側の連結線を
削除します。 

切り取り 選択した選択合流をクリップボードに
切り取ります。 

コピー 選択した選択合流をクリップボードに
コピーします。 

貼り付け クリップボードの内容を貼り付けま
す。 

削除 選択した選択合流を削除します。 
この位置より下側を整列 選択した選択合流の後に続く SFCチャ

ートを整列します。 
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■ 並列分岐を右クリックした場合 

メニュー サブメニュー 機能 

並列分岐を追加 選択した並列分岐の右にステップを追
加します。 

トランジション挿入 選択した並列分岐の前にトランジショ
ンを連結して追加します。 

ステップとトランジション挿入 選択した並列分岐の前にステップとト
ランジションを連結して追加します。

連結線挿入ダイアログ 連結線挿入ダイアログを開きます。 
分岐に連結線追加 選択した並列分岐の入力側に連結線を

引き出し、トランジションの出力側に
接続します。 

分岐から連結線追加 選択した並列分岐の出力側に連結線を
追加して引き出し、ステップの入力側
に接続します。 

分岐への連結線削除 選択した並列分岐の入力側の連結線を
削除します。 

連結線 

分岐からの連結線削除 選択した並列分岐の出力側の連結線を
すべて削除します。 

切り取り 選択した並列分岐をクリップボードに
切り取ります。 

コピー 選択した並列分岐をクリップボードに
コピーします。 

貼り付け クリップボードの内容を貼り付けます。
削除 選択した並列分岐を削除します。 
この位置より下側を整列 選択した並列分岐の後に続く SFCチャ

ートを整列します。 
 

■ 並列合流を右クリックした場合 
メニュー サブメニュー 機能 

並列合流を追加 選択した並列合流の前にステップを連
結して追加します。 

トランジション追加 選択した並列合流にトランジションを
連結して追加します。 

トランジションとステップ追加 選択した並列合流にトランジションと
ステップを連結して追加します。 

連結線挿入ダイアログ 連結線挿入ダイアログを開きます。 
合流に連結線追加 選択した並列合流の入力側に連結線を

追加して引き出し、ステップの出力側
に接続します。 

合流から連結線追加 選択した並列合流の出力側に連結線を
引き出し、トランジションの入力側に
接続します。 

合流への連結線削除 選択した並列合流の入力側の連結線を
すべて削除します。 

連結線 

合流からの連結線削除 選択した並列合流の出力側の連結線を
削除します。 

切り取り 選択した並列合流をクリップボードに
切り取ります。 

コピー 選択した並列合流をクリップボードに
コピーします。 

貼り付け クリップボードの内容を貼り付けま
す。 

削除 選択した並列合流を削除します。 
この位置より下側を整列 選択した並列合流の後に続く SFCチャ

ートを整列します。 
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■ アクションブロックを右クリックした場合 
メニュー サブメニュー 機能 

アクションを変更 選択したアクションブロックにコンボ
ボックスを表示し、アクションプログ
ラムを選択可能な状態にします。 

アクションクォリファイアを変更 選択したアクションブロックのアクシ
ョンクォリファイアにコンボボックス
を表示し、アクションクォリファイア
を選択可能な状態にします。 

アクションクォリファイアタイマ設定値変更 選択したアクションブロックのアクシ
ョンクォリファイアタイマを編集可能
な状態にします。 

アクションプログラムを開く 選択したアクションプログラムを開き
ます。 

ブール型変数 選択したアクションブロックにブール
型変数/実アドレスを追加します。 

ラダープログラム 新たにラダープログラムを作成し、選
択したアクションブロックに追加しま
す。 

STプログラム 新たに STプログラムを作成し、選択し
たアクションブロックに追加します。

アクション追加 

登録済みアクション 選択したアクションブロックに登録済
みアクションを追加します。 

インジケータ変数を表示 インジケータ変数の表示/非表示を切り
替えます。 

インジケータ変数変更 選択したアクションブロックのインジ
ケータ変数を編集可能な状態にしま
す。 

切り取り 選択したアクションブロックをクリッ
プボードに切り取ります。 

コピー 選択したアクションブロックをクリッ
プボードにコピーします。 

貼り付け クリップボードの内容を貼り付けま
す。 

削除 選択したアクションブロックを削除し
ます。 
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■ SFCエディタの背景を右クリックした場合 
メニュー サブメニュー 機能 

ステップ挿入 独立したステップを追加します。 
新規サブチャート 新たにサブチャートを作成し、独立し

たサブチャートステップとして追加し
ます。 

サブチャートステップ挿
入 

サブチャート選択 登録済みのサブチャートを独立したサ
ブチャートステップとして追加しま
す。 

トランジション挿入 独立したトランジションを追加しま
す。 

選択分岐挿入 独立した選択分岐を追加します。 
選択合流挿入 独立した選択合流を追加します。 
並列分岐挿入 独立した並列分岐を追加します。 
並列合流挿入 独立した並列合流を追加します。 
ステップとトランジション挿入 ステップとトランジションを同時に追

加します。 
トランジションとステップ挿入 トランジションとステップを同時に追

加します。 
連結線挿入 SFC要素を選択して連結線を挿入しま

す。 
すべてのアクションブロックを表示 すべてのアクションブロックを表示し

ます。 
すべてのアクションブロックを隠す すべてのアクションブロックを隠しま

す。 
切り取り － 
コピー － 
貼り付け クリップボードの内容を貼り付けま

す。 
削除 － 
すべて選択 SFCチャートのすべての SFC要素を

選択します。 
すべて整列 SFCチャート全体を整列します。 

XMLファイルからインポ
ート 

XML形式で保存されたプログラムを
読み込みます。 

STファイルからインポー
ト 

ST形式で保存されたプログラムを読
み込みます。 

XMLファイルへエクスポ
ート 

XML形式のプログラムファイルを作
成します。 

インポート/エクスポート

STファイルへエクスポー
ト 

ST形式のプログラムファイルを作成
します。 
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1－3－4 ツールバーアイコン 
 

 

 

■ ラダー図ツールバー 

 
アイコン ポップメニュー 機能 

 
ズームリセット SFCエディタの表示が拡大・縮小されている場合、

100%表示に戻します。 

 

■ 挿入ツールバー 

 
アイコン ポップメニュー 機能 

 
SFCプログラム挿入 SFCプログラムを新規に作成します。 

 
STプログラム挿入 STプログラムを新規に作成します。 

 

■ SFCツールバー 

 
アイコン ポップメニュー 機能 

 
ステップ追加 SFCのステップを追加します。 

 
サブチャートステップ追加 SFCのサブチャートステップを追加します。 

 
エントリーステップ追加 SFCのサブチャートエントリーステップを追加し

ます。 

 
リターンステップ追加 SFCのサブチャートリターンステップを追加しま

す。 

 
トランジション追加 SFCのトランジションを追加します。 

 
選択分岐追加 SFCの選択分岐を追加します。 

 
選択合流追加 SFCの選択合流を追加します。 

 
並列分岐追加 SFCの並列分岐を追加します。 

 
並列合流追加 SFCの並列合流を追加します。 

 
連結線追加 SFCの連結線を追加します。 
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1－3－5 キーボードショートカット 
 

■ ショートカット一覧 

SFCエディタにおいて使用できるショートカットを示します。 
 

メニュー ショートカット 機能 

SFC編集： 
ステップ 

S 終端のトランジションを選択した状態で、このショートカットを使用
するとトランジションにステップが連結して追加されます。 
SFCチャートの SFC要素を選択していない状態では、独立したステ
ップを追加します。 

SFC編集： 
トランジション 

T 終端のステップを選択した状態で、このショートカットを使用する
と、ステップにトランジションが連結して追加されます。 
SFCチャートの SFC要素を選択していない状態では、独立したトラ
ンジションを追加します。 

SFC編集： 
ステップとトランジション 

Shift+S 終端のトランジションを選択した状態で、このショートカットを使用
すると、ステップとトランジションを連結して追加します。 

SFC編集： 
トランジションとステップ 

Shift+T 終端のステップを選択した状態で、このショートカットを使用する
と、トランジションとステップを連結して追加します。 

SFC編集： 
サブチャート 

U 終端のトランジションを選択した状態で、このショートカットを使用
するとトランジションにサブチャートステップが連結して追加され
ます。 
SFCチャートの SFC要素を選択していない状態では、独立したサブ
チャートステップを追加します。 

SFC編集： 
連結線 

L SFC要素を選択した状態で、このショートカットを使用すると、［連
結線挿入］ダイアログを表示します。 

SFC編集： 
合流 

C 終端の SFC要素に合流を追加します。 
トランジションを選択した状態では、選択合流を追加します。 
ステップを選択した状態では、並列合流を追加します。 

SFC編集： 
分岐 

D 終端の SFC要素に分岐を追加します。 
トランジションを選択した状態では、並列分岐を追加します。 
ステップを選択した状態では、選択分岐を追加します。 

SFC編集： 
未接続ステップ 

Shift+P 独立したステップを追加します。 

SFC編集： 
未接続トランジション 

Shift+R 独立したトランジションを追加します。 

SFC編集： 
選択パーツの編集 

E 選択した SFC要素の名称などを変更できる状態にします。 
アクションブロックを選択した状態で、このショートカットを使用す
ると、アクションプログラムを選択するコンボボックスを表示しま
す。 

SFC編集： 
アクションクォリファイア 

Q アクションブロックを選択した状態で、このショートカットを使用す
ると、アクションクォリファイアを選択するコンボボックスを表示し
ます。 

SFC編集： 
アクション 

A ステップを選択した状態で、このショートカットを使用すると、ステ
ップにアクションブロックを追加します。 

SFC編集： 
イニシャルステップ 

I ステップを選択した状態で、このショートカットを使用すると、ステ
ップをイニシャルステップに変更します。 
アクションブロックを選択した状態で、このショートカットを使用す
ると、インジケータ変数を編集できる状態にします。 

SFC編集： 
整列 

J 選択した SFC要素から後に続く SFCチャートを整列します。 

SFC編集： 
すべて整列 

Shift+J SFCチャートを整列します。 
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1－3－6 SFCプログラミング機能固有の環境設定 
CX-Programmerの SFCプログラミング機能の動作設定、操作環境、表示設定などの
各種設定ができます。 
1. メニューの［ツール］｜［オプション］を選択します。 
［オプション］ダイアログが表示されます。 

2. タブを選択し、各種設定を行います。 
3. [適用]｜[OK]をクリックします。 
 

■ ［ラダー図］タブ 

 
 

 
● 画面分割時に同時に表示するビュー：ST（初期設定：ST） 

STプログラムの編集ウィンドウで分割ウィンドウに表示される内容を設定します。 
［ST］、［変数］の 2種類から選択できます。 
設定は、プロジェクトをいったん保存し、再度開いた時点から有効になります。 

・［ST］ 

1つの STプログラムを分割表示し、異なる部分を見ることができます。 

・［変数］ 

STプログラムの編集ウィンドウとローカル変数テーブルと同時に分割表示します。 
 

● 画面分割時に同時に表示するビュー：SFC（初期設定：アクション/トランジショ
ン） 
SFCエディタで分割ウィンドウに表示される内容を設定します。 
［アクション/トランジション］、［SFC］、［変数］の 3種類から選択できます。 
設定は、プロジェクトをいったん保存し、再度開いた時点から有効になります。 
 

・［アクション/トランジション］ 

SFCエディタの SFC ビューに SFCチャートを表示し、プログラムビューにアクショ
ンプログラム、またはトランジションプログラムのラダー、または STのプログラム
を表示します。 

・［SFC］ 

SFCエディタの SFCビューとプログラムビューに１つの SFCチャートを表示します。 
1つの SFCチャートの異なる部分を見ることができます。 
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・ ［変数］ 

SFCエディタにローカル変数テーブルと SFCチャートを表示します。 
 

■ ［PLC］タブ 

 

 

・ PLCの初期プログラムタイプ（初期設定：SFC） 

新規プロジェクトを作成したときの初期プログラムの種類を設定します。 
［ラダー］、［ST］、［SFC］の 3種類から選択できます。 
 

■ ［表示］タブ 

SFCエディタの背景、SFC要素などの表示色、表示テキストを設定できます。 
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● 表示色の設定 

1. [項目]コンボボックスで、設定する項目を選択します。 
2. [カスタマイズ]をクリックし、[色の設定]ダイアログを表示します。 
3. 設定する色を選択し、[OK]をクリックします。 

[初期値]チェックボックスをチェックすると初期状態の色が設定されます。 
4. [適用]｜[OK]をクリックします。 
 
設定できるのは、以下の項目と対象です。 

・ SFCエディタの背景色 

・ SFCグリッド線（グリッド線の色） 

・ SFCパーツ（ステップ、トランジション、選択分岐、選択合流、並列分岐、並列合流、
連結線の色） 

・ SFCモニタ（活性中のステップ、アクションブロックの色） 

・ SFCアクション（アクションブロックの色） 

・ SFCサブチャートステップ（サブチャートステップの色） 

・ SFCトランジション条件（トランジション条件のテキスト表示色） 

・ SFCトランジション名（トランジション名のテキスト表示色） 

 
● 表示テキストの設定 

1  [SFCフォント]をクリックし、[フォント]ダイアログを表示します。 
2 表示テキストの属性を選択します。 
3 [適用]｜[OK]をクリックします。 
 
設定できる属性は、以下の項目です。 

・ フォント名 

・ スタイル 

・ サイズ 

・ 文字セット 

 

■ ［SFC］タブ 

SFCエディタの表示設定ができます。 
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● SFCエディタ設定 
SFCエディタの以下の表示設定ができます。 

・ グリッドの表示/非表示（初期設定：チェックあり） 

チェックありでグリッドを表示し、チェックなしでグリッドを非表示にします。 

・ トランジション名を表示（初期設定：チェックあり） 

チェックありでトランジション名を表示し、チェックなしでトランジション名を非表
示にします。 

・ 水平方向に画面分割（初期設定：チェックあり） 

チェックありで SFCエディタを水平方向に分割表示し、チェックなし垂直方向に分割
表示します。この設定は、プロジェクトをいったん保存し、再度開いた時点から有効
になります。 

・ 自動的に活性中ステップを画面表示する（初期設定：チェックあり） 

チェックありでオンラインのデバッグ中、またはエディット中にステップの活性状態
の遷移にしたがって SFCエディタのプログラムビューを切り替えます。 

・ 活性中ステップのプログラム自動表示（初期設定：チェックあり） 

活性中のステップのアクションのプログラムを表示します。この機能は、アクション
を非表示にしている場合に有効になります。 

・ グリッドに沿って配置（初期設定：チェックあり） 

チェックありで SFC要素をドラッグアンドドロップするとグリッドに沿って配置さ
れます。 

・ グリッド幅 

スライダーでグリッドのサイズを変更します。 
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● SFCパーツの初期設定 
各 SFC要素を追加、挿入したときの表示名称と表示サイズを設定できます。 
SFC要素の名称は、設定した文字列と自動で割り振られる番号が表示されます。 
 

・ ステップ（表示名称を設定） 

・ トランジション（表示名称を設定） 

・ アクションプログラム（表示名称を設定） 

・ トランジションプログラム（表示名称を設定） 

・ サブチャート（表示名称を設定） 

・ SFCパーツ初期値（横方向の表示サイズを設定） 

 
注：このオプションの設定は、SFCチャートに新しく追加される SFC要素に有効になります。
すでに追加されている SFC要素には影響しません。 
アドレスの予約語と重複する表示名称を設定することはできません。 
（例：S、ST、T、TN、A、ACなど） 

 
● SFC実行の詳細設定を使用する 
チェックをオンにすると、以下の拡張設定が可能となります。 

・ SFCプログラムのファイナルスキャンの有効/無効設定： 

SFCプログラムのプロパティの［一般タブ］にて、［ファイナルスキャン適用］のチ
ェックを設定可能になります。 
チェックオン：その SFCプログラム全体でファイナルスキャンを有効にします。 
チェックオフ：その SFCプログラム全体でファイナルスキャンを無効にします。 
※ファイナルスキャンの詳細説明については 1-5-2項「アクションプログラムの留意
事項」を参照してください。 
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 1－4 SFCプログラムの開発事例 
 
ここでは、簡単な SFCプログラムの作成例と CX-Programmerを使用したプログラム
開発の手順を示します。 
 

1－4－1 簡単な SFCプログラムの事例 
無人有料駐車場のチケット発券システムを SFCでプログラミングします。 
動作フローのシナリオを検討し、工程と工程間の遷移条件を明らかにします。 
また、外部機器を把握して変数を定義します。 
 

 

入庫センサ 

ゲート閉限センサ 

発券装置 

チケットセンサ 

ゲート開限センサ 

 

 

■ 無人有料駐車場の動作フローのシナリオ 

動作フローと外部機器の状態を細分化してシナリオを作成します。 
 
1. 車が入ってくるのを待つ。（待機状態） 
→工程 1：Initial（イニシャルステップ） 

2. 車が入ってくると、入庫センサが ONし、次工程へ遷移する。 
→遷移条件：トランジション 1／入庫センサの ON（carIn） 

3. 入庫センサが ONすると、発券装置が ONし、チケットを出す。 
→工程 2：TicketOut  
→AQ：N（ノーマル） 
→アクション：発券装置の作動 
→アクションプログラム：A_ticketOut 

4. 発券装置がチケットを出すと、チケットセンサが OFFする。 
5. ドライバーがチケットを受け取ると、チケットセンサが ONし、次工程へ遷移する。
また、発券装置を OFFする。 
→遷移条件：トランジション 2／チケットセンサの ON（ticket） 

 
6. ドライバーがチケットを受け取ると、ゲートモータの正転制御が ONし、ゲートが
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開きはじめる。 
→工程 3：OpenGate 
→AQ：N（ノーマル） 
→アクション：ゲートモータの正転制御の作動 
→アクションプログラム：A_gateOpen 

7. ゲートが開ききると、ゲート開限センサが ONし、次工程へ遷移する。 
また、ゲートモータの正転制御を OFFにする。 
→遷移条件：トランジション 3／ゲート開限センサの ON（gateopenLimit） 

8. ゲートが開ききってから 3秒後、および車がゲートを通過し、入庫センサが OFF
した 2つの条件成立によって、ゲートモータの逆転制御が ONし、ゲートが閉じは
じめる。 
→工程 4：CloseGate 
→AQ：D（ディレイ）、3秒   
→アクション：ゲートモータの逆転制御の作動 
→→アクションプログラム：A_gateClose 

9. ゲートが閉じきると、ゲートモータの逆転制御を OFFにする。 
→工程 4：CloseGate 
→アクション：ゲートモータの逆転制御の作動 

10. ゲートが閉じきると、ゲート閉限センサが ONし、次工程へ遷移する。 
また、ゲートモータの逆転制御を OFFにする。 
→遷移条件：トランジション 4／ゲート閉限センサの ON 

11. 車が入ってくるのを待つ、待機状態になる。 
 

 
■ 無人有料駐車場の変数の定義 

外部機器の入力・出力機器に対して、SFCプログラムで使用するユーザ変数を定義し
ます。 
 

外部機器 入出力 変数名 変数型 

入庫センサ 入力 carIn ブール型 
チケットセンサ 入力 ticket ブール型 
ゲート開限センサ 入力 gateopenLimit ブール型 
ゲート閉限センサ 入力 gatecloseLimit ブール型 
発券装置 出力 ticketOut ブール型 
ゲートモータ正転制御の作動 出力 gateOpen ブール型 
ゲートモータ逆転制御 出力 gateClose ブール型 

 
注：変数ではなく、実アドレスを指定することもできます。 
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■ 無人有料駐車場の SFCプログラムの作成例 

動作フローのシナリオと変数の定義により、無人有料駐車場のチケット発券システム
の SFCプログラムを示します。アクションプログラムは、ラダーで作成します。 

 

 
● アクションプログラム（A_tiketOut）： 発券装置の作動と停止 

P_On ticketout 

 
● アクションプログラム（A_gateOpen）： ゲートモータの正転制御の作動と停止 

P_On gateOpen 

 
● アクションプログラム（A_gateClose）： ゲートモータの逆転制御の作動と停止 

gateClose carIn 

 
注：各アクションプログラムのプロパティの「終了時に出力をリセットする」のチェックはデフォ

ルトのままオン（「リセットする」）とします。 
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1－4－2 CX-Programmerの使用手順 
無人有料駐車場のチケット発券システムの SFCプログラムを例とし、作成フローと
SFCチャートの編集手順を示します。 
 

■ SFCプログラムの作成フロー 

1. SFCプログラムの新規作成（挿入） 
プロジェクトワークスペース上の［プログラム］アイテムを選択し、右クリックし
てポップアップメニューから［プログラム挿入］｜［SFC］を選択します。 
詳細は、3-1-2項「SFCプログラムの新規作成（挿入）」を参照してください。 

2. SFCプログラムのタスクへの割付け 
プロジェクトワークスペース上の SFCプログラムアイテムを選択し、右クリック
してポップアップメニューから［プロパティ］を選択します。 
表示された［プログラムのプロパティ］ダイアログの［一般］タブ｜［タスク種別］
リストから、タスクを選択します。 
詳細は、3-1-3項「SFCプログラムのタスクへの割付け」を参照してください。 

3. SFCチャートの編集 
SFCプログラムを作成すると、SFCエディタには、初期状態としてイニシャルス
テップ、トランジション、ステップの 3種類の SFC要素が登録されています。こ
こから SFC要素を追加し、トランジション条件、アクションを編集していきます。 
 

 

 
4. プログラムチェック 
プロジェクトワークスペース上の SFCプログラムアイテムを選択し、右クリック
してポップアップメニューから［コンパイル（プログラムチェック）］を選択しま
す。 
詳細は、3-4-1項「SFCプログラムのプログラムチェック」を参照してください。 

5. SFCプログラムを PLCへ転送 
［PLC］メニューから［転送］｜［転送［パソコン→PLC］］を選択します。 
詳細は、4-2項「パソコンから PLCへプログラムを転送する」を参照してください。 
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■ 無人有料駐車場の SFCチャートの編集 

 

 
1. ローカル変数テーブルに、プログラミングに必要なユーザ変数（carIn、ticket、

ticketOut、gateopenLimit、gatecloseLimit、gateOpen、gateClose）を登録しま
す。 
詳細は、1-4-1項「簡単な SFC プログラムの事例」を参照してください。 
プロジェクトワークスペース上の SFCプログラムアイテム内の［変数テーブル］
アイテムを選択します。 
変数テーブルを右クリックして［変数挿入］を選択します。 
［新規変数］ダイアログの［名称］フィールドに変数名を入力し［OK］をクリッ
クます。 

2. プロジェクトワークスペースの［アクションプログラム］フォルダにラダーのアク
ションプログラム（A_ticketOut、A_gateOpen、A_gateClose）を作成します。 
プロジェクトワークスペース上の SFCプログラムアイテム内の［アクションプロ
グラム］フォルダを選択し、右クリックして［アクションプログラムの挿入］｜［ラ
ダー］を選択します。 
挿入されたアクションプログラムを右クリックして、［プロパティ］を選択し、ア
クションプログラム名を入力します。 
挿入されたアクションプログラムを右クリックして、［開く］を選択し、ラダーに
よりアクションプログラムを作成します。 
注：アクションプログラムのプロパティの「終了時に出力をリセットする」のチ
ェックはデフォルトのままオン（「リセットする」）とします。以降すべて
のアクションプログラムも同様です。 

3. ステップ 1の名称を入力します。 
ステップ 1を右クリックして［名前の変更］を選択します。 
ステップ 1に［Initial］を入力します。 

4. ステップ 1のトランジション条件を入力します。 
ステップ 1の下のトランジションを右クリックして、［トランジション条件の編
集］を選択します。 
トランジション条件に［carIn］を入力します。 
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5. ステップ 2の名称を入力します。 
ステップ 2を右クリックして、［名前の変更］を選択します。 
ステップ 2に［TicketOut］を入力します。 

6. ステップ 2のアクションにアクションプログラムを追加します。 
ステップ 2を右クリックして、［アクション追加］｜［登録済みアクション］を選
択します。 
アクションブロックの右側をダブルクリックして、コンボボックスから
［A_ticketOut］を選択します。 

7. ステップ 2のトランジション条件を入力します。 
ステップ 2の下のトランジションを右クリックして、［トランジション条件の編
集］を選択します。 
トランジション条件に［ticket］を入力します。 

8. ステップ 3の名称を入力します。 
ステップ 3を右クリックして、［名前の変更］を選択します。 
ステップ 3に［OpenGate］を入力します。 

9. ステップ 3のアクションにアクションプログラムを追加します。 
ステップ 3を右クリックして、［アクション追加］｜［登録済みアクション］を選
択します。 
アクションブロックの右側をダブルクリックして、コンボボックスから
［A_gateOpen］を選択します。 
アクションブロックの左側をダブルクリックして、コンボボックスから［D］を選
択します。 
タイマ値をダブルクリックして、［3］を入力します。 

10. ステップ 3のトランジション条件を入力します。 
ステップ 3の下のトランジションを右クリックして、［トランジション条件の編
集］を選択します。 
トランジション条件に［gateopenLimit］を入力します。 

11. ステップ 4の名称を入力します。 
ステップ 4を右クリックして、［名前の変更］を選択します。 
ステップ 4に［CloseGate］を入力します。 

12. ステップ 4のアクションにアクションプログラムを追加します。 
ステップ 4を右クリックして、［アクション追加］｜［登録済みアクション］を選
択します。 
アクションブロックの右側をダブルクリックして、コンボボックスから
［A_gateClose］を選択します。 

13. ステップ 4のトランジション条件を入力します。 
ステップ 4の下のトランジションを右クリックして、［トランジション条件の編
集］を選択します。 
トランジション条件に［gatecloseLimit］を入力します。 

14. ステップ１へのジャンプを追加します。 
ステップ 4の下のトランジションを右クリックして、［連結線］｜［連結線挿入ダイ
アログ］を選択します。 
［連結線挿入］ダイアログでジャンプ先の［Initial］を選択します。 
［ジャンプとして連結する］チェックボックスをチェックし、［OK］をクリックし
ます。 
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1－5 SFCプログラム作成上の留意事項 
1－5－1 アクションの出力保持/非保持について 

ステップが、活性状態から非活性状態へ変わったとき、出力（*1）を保持するかリセ
ットするかの動作は、アクションの種類によって、異なります。 

*1：ここで言う「出力」とは、以下を指します。 
・接点指定の場合、指定した I/Oメモリのビットアドレスの値 
・ラダープログラムの場合、命令によって I/Oメモリを書き換えた値 
・STプログラムの場合、文によって I/Oメモリを書き換えた値 

それぞれ、以下のとおりです。 
 

● 接点指定の場合 
・アクションクオリファイア（N）など、保持系のアクションクォリファイア（S）を指定して
いない場合、リセットされます。 

・保持系のアクションクォリファイア（S）を指定している場合、ステップが非活性になっても
出力はアクションクォリファイア（S）の実行条件によって保持されます。この場合、下図の
ようにリセット型アクションクォリファイア（R）を使用しているステップを追加してリセッ
トしてください。 

R Step 2 output 

output ：ブール型変数 S Step 1 output 

 

 

● ラダープログラムの場合 
デフォルトでは、リセットされます。 
保持したい場合、ラダープログラムのプロパティの「終了時に出力をリセットする」
のチェックをはずしてください。 

注：タイマ系命令の場合、保持する（リセットしない）に設定していると、タイムアップフラ
グも保持され、次に同じアクションが実行されたときにはタイムアップした状態で実行が
開始されます。もし、部分的にタイムアップフラグをリセットしたい場合は、タイマ系命
令の入力条件にアクションフラグ（*1）の a接点を AND条件として追加してリセットして
ください。 

*1：ステップ活性時に ON、ステップ非活性時に OFFとなります。「アクション名.Q」の
書式で記述します。アクションフラグの詳細については、2-3「SFCの構成要素」の「ス
テップの活性状態をモニタするフラグ」に関する説明を参照してください。 
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● STプログラムの場合 

デフォルトでは、保持されます。 
リセットしたい場合、IF文などで、条件を「アクションフラグ（*1）＝FALSE」
として、出力をリセット処理してください。 
*1：ステップ活性時に ON、ステップ非活性時に OFFとなります。「アクション名.Q」の
書式で記述します。アクションフラグの詳細については、2-3「SFCの構成要素」の「ス
テップの活性状態をモニタするフラグ」に関する説明を参照してください。 

例： 

N Step 1 Action1 

Action1 

 
ステップ 1が非活性状態となったときに、アクションフラグ Action1.Qがオフとなり、アク
ションフラグ(Action1.Q)が FALSEとなることを受けて、outputが OFFになります。 
 

1－5－2 アクションプログラムの留意事項 

■ アクションプログラムの実行順序について 

SFCの実行サイクル内で、同時に活性化した複数ステップの各アクションは、以下の
順序で実行されます。 
①接点またはブール型変数 
②アクションプログラム 
複数のアクションプログラムが活性化した場合の実行順は、ワークスペース上のアクシ
ョンプログラムのツリーの上から下の順番により、1サイクルに各 1回実行されます。 
 

例 1)  ひとつのステップ（Step2）に複数のアクションを登録した場合のアクション
実行順序 
アクションプログラムの実行順序は、ステップ横のアクションブロックの順で
はなく、ワークスペース上のアクションプログラムの並び順となります。 
※接点またはブール型変数をアクションに複数指定した場合は、アクションブ
ロックの登録順に実行されます。 

アクションプログラム

の実行順序 

①

②

③

④

⑤

アクションの実行順序

アクションプログラム

アクションプログラム

アクションプログラム

接点またはブール型変数

接点またはブール型変数

まず、接点 10.01（①）、10.02（②）が実行（ON になる）

され、次にアクションプログラムが、Action2（③）、

Action1（④）、Action3（⑤）の順で実行されます。 

アクションの種類
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例 2)  複数のステップ（Step3, Step4）が同時に活性化した場合の各アクションの実行順序 

各アクションは、ステップ単位ではなく、接点またはブール型変数、アクショ
ンプログラムごとの実行順序で実行されます。 

※ 接点またはブール型変数のアクションが、複数のステップ間で同時活性化した場
合は、接点またはブール型変数の登録順に実行されます。 

 
 

N 10.01 

N Action2 

N Action3 

N 10.02 

N Action1 

 まず、接点 10.01（①）、10.02（②）が実行（ON になる）され、次にアクションプログラムが、

Action2（③）、Action1（④）、Action3（⑤）の順で実行されます。 

…①

…③

…⑤

…②

…④
（ワークスペース上のアクシ

ョンプログラムのツリー） 

アクションの実行順序

Step3 Step4 

ＦALSETrans2 

 
 

参考 

 

アクションプログラムの実行順序も含めた SFCの基本実行サイクルについては、2-2

「SFCの基本実行サイクル」を参照してください。 

アクションブロックの実行ついては、2-3-3項「アクションブロックの動作」を参照し

てください。 

 

■ ファイナルスキャンについて 

IEC61131-3では、アクションプログラムの実行方式としてファイナルスキャンが定
義されています。CX-Programmerは、その IEC規格に準拠して、ファイルナルスキ
ャン機能を実装しています。 
ファイナルスキャン機能とは、ステップが遷移したタイミングで、非活性状態となっ
た前のステップが実行していたアクションを最後にもう 1回だけ実行する機能です。 
このファイナルスキャン機能を利用することにより、実行していたアクションの出力
をリセットします。 
 
ファイナルスキャンの動作を無効にしたい場合、以下の方法で、有効/無効を切り替え
ることができます。 
［ツール］｜［オプション］｜［SFC］タブの「SFC実行の詳細設定を使用する」を
チェックし、SFCプログラムのプロパティの［一般タブ］にて、［ファイナルスキャ
ン適用］のチェックを設定します。 
チェックオン：その SFCプログラム全体でファイナルスキャンを有効。 
チェックオフ：その SFCプログラム全体でファイナルスキャンを無効。 
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■ 遷移後に遷移前の演算結果を参照する場合の、演算実行プログラムの作成上
の留意事項 

ファイナルスキャンの実行により、活性状態から非活性状態へ遷移した次のサイクル
で、非活性状態になったそのステップのアクションが、1回実行されます。カウンタ
の値など、遷移前のステップのアクションの演算結果を、遷移後のステップのアクシ
ョンで評価する場合、ファイナルスキャン実行の影響を受けないようにするために、
遷移前のステップのアクションのプログラムを以下のように作成してください。 
 

● ラダープログラムの場合 
ステップが非活性状態となったときファイナルスキャン実行時に演算を実行した
くない回路がある場合は、必ず、アクションフラグの a接点を AND条件として追
加して、演算を実行してください。 
アクションフラグの詳細については、2-3「SFCの構成要素」の「ステップの活性
状態をモニタするフラグ」に関する説明を参照してください。 

例 1） 

0.00 

++(590) 

D0 

0.00 

++(590) 

D0 

Action.Q 

アクションフラグ追加  
上記のようなインクリメント処理の場合、アクションフラグ（Action.Q）の a接点を
AND条件として追加してください。ファイナルスキャンが実行されても D0の値は+1
加算されなくなります。 
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例 2） 

0.00 

TIM 

0010 
___ 
#10 

JMP0(515) 

Action.Q 

0.00 

TIM 

0010 
___ 
#10 

アクションフラグ追加

JME0(516) 

 
上記のようなタイマ/カウンタ系命令の処理で、ステップが非活性状態になったとき、
タイマ/カウンタ現在値を更新しないように、アクションフラグの a接点を入力条件と
した複数ジャンプ命令（JMP0）/複数ジャンプエンド命令（JME0）でタイマ/カウン
タ系命令を囲んでください。ファイナルスキャンが実行されたときに余分に更新しな
くなります 

● STプログラムの場合 
IF文などで、条件として「アクションフラグ＝FALSE」を ANDで追加して、演算を
実行してください。 
 

1－5－3 トランジションプログラムで留意すべき事項 
トランジションプログラム内で接点出力またはタイマ／カウンタ系命令を使用した場
合、次のステップへ遷移後もトランジョンプログラムの接点出力およびタイマ／カウ
ンタ系命令の動作はリセットされず継続しますので、ご注意ください。 

 

1－5－4 アクションプログラム/トランジションプログラムで使用でき
ないラダー言語の命令 
以下の命令は、アクションプログラム、またはトランジションプログラムで使用でき
ません。 

禁止命令 

ブロックプログラム命令（BPRG/BEND などすべて） 
サブルーチン命令 （SBS/ GSBS /RET/MCRO/SBN/GSBN/GRET） 
ジャンプ命令（JMP/CJP/CJPN/JME） 
ステップラダー命令（STEP/SNXT） 
I/O リフレッシュ命令（IORF） 
TMHH/TMHHX 命令（CJ1-H-R/CJ2 CPUユニットを除く） 
特殊命令（FRMCV/TOCV） 
レコード位置操作命令（PUSH/FIFO/LIFO/SETR/GETR） 
故障点検出命令（FPD） 
インデックスレジスタ設定命令（MOVRW） 
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1－5－5 タスク割り付け 
 
SFCプログラムはサイクル実行タスクに割り付けて使用します（注 1）。 
タスクの割り付け方法については、3-1-3項「SFCプログラムのタスクへの割り付け」
を参照してください。 
注 1：SFCプログラムは、割込タスクでは使用しないでください。正常に動作しません。 
 

● 追加タスクの割り付けについて 
CS/CJシリーズの PLCでは、サイクル実行タスクを 32個（CJ2のみ 128個）まで使
用できるのに加え、「追加タスク」（割込タスクを毎サイクル実行するサイクル実行
タスクとして扱うタスク）を 256個まで使用することができます（注 2）。 
CX-Programmerでは、サイクル実行タスクと追加タスクのいずれに対しても SFC、
ラダー、STの言語でプログラムを作成することができます。 
SFCプログラムの追加タスクの起動と終了は、他のタスクのラダープログラムから
SFCON命令、または SFCOFF命令により指定します（注 3）。 
また、SFCON/SFCOFF命令により指定するタスク番号は、以下の番号を指定します。
指定方法の詳細は付-2「SFCタスク制御命令の仕様」を参照してください。 
 

タスク 番号 

追加タスク 0（割込タスク 0） 8000 
追加タスク 1（電断割込タスク） 8001 
追加タスク 2（定時割込 1タスク） 8002 
追加タスク 3（定時割込 2タスク） 8003 
追加タスク 4から 99（割込タスク 4から 99） 8004から 8099 
追加タスク 100から 131（I/O割込タスク） 8100から 8131 
追加タスク 132から 255（割込タスク 132から 255） 8132から 8255 

 
注 2：追加タスクを使用する場合は、必ず CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュアル  
ソフトウェア編（SBCA-350）、CS/CJ/NSJシリーズユーザーズマニュアルプログラミング編
（SBCA-313）の「追加タスク」の項を参照して使用方法を確認してください。 
追加タスクが割込タスクとして動作する条件が発生すると、タスクが正常に動作しません。 

注 3：SFCプログラムタスクの起動／終了には、タスク制御命 TKON/TKOFF命令は使用しな
いでください。正しく動作しません。 
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1－5－6 メモリ割り付け 
CX-Programmer では、ステップ、トランジション、アクション用にシステムが自動
的にメモリを割り当てます。出荷時の状態ではファンクションブロックの「FB保持以
外」のメモリエリア（H512以降）が割り当てられます。 
ただし、SFCプログラムのサイズが大きくなった場合は、前記のメモリエリアでは不
足する場合もあります。その場合は、SFC用の「SFCのビット用」および「SFCの
ワード用」メモリエリアを設定する必要があります。 
 
SFC用の「SFCのビット用」および「SFCのワード用」メモリエリアを使用する場
合は、「FB用メモリを SFCでも使用」のチェックを外してください。 

 
初期値 メモリエリア 

先頭アドレス 最終アドレス サイズ 

割付可能 
エリア 

FB保持以外 H512 H1407 896 CIO、WR、HR、
DM 
EM 

FB保持 H1408 H1535 128 HR、DM、EM 
FBタイマ T3072 T4095 1024 TIM 
FBカウンタ C3072 C4095 1024 CNT 
SFCのビット用 未設定 未設定 未設定 ― 
SFCのワード用 未設定 未設定 未設定 ― 

 
注：「FB保持以外」のメモリ範囲として、DMまたは EMを指定することができます。ただし
この場合は、SFC用のメモリエリアとして使用できなくなりますので、「FB用メモリを
SFCでも使用」のチェックを外してください。 

 
● 設定方法 

 

1 ［PLC］メニューから［メモリ割付］｜［ファンクションブロック/SFCメモリ］
｜［ファンクションブロック/SFCアドレス割付］を選択します。 
［ファンクションブロック/SFCアドレス割付］ダイアログが表示されます。 

2 「FB用メモリを SFCでも使用」のチェックを外します。 

 
3 ［SFCのビット用］または［SFCのワード用］を選択します。 
4 ［ファンクションブロック/SFCアドレス割付］ダイアログの［編集］をクリック
します。 
［ファンクションブロック/SFCメモリ範囲の編集］ダイアログが表示されます。 
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5 ［メモリ範囲］を選択し、［先頭アドレス］、［サイズ］を入力します。 
6 ［ファンクションブロック/SFCメモリ範囲の編集］ダイアログの［OK］をクリッ
クします。 

7 ［ファンクションブロック/SFCアドレス割付］ダイアログの［OK］をクリックし
ます。 

 
注：［SFCのビット用］または［SFCのワード用］の両方のメモリエリアを設定してください。 
 

1－5－7 オンラインエディット時のサブチャートの制限 
オンラインエディット時のサブチャートの編集機能は非対応です。 
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 2－1 SFCの基本動作 
 
基本的な工程歩進制御を使って、SFCプログラムの動作を説明します。 
 

■ 工程歩進制御 

工程歩進制御とは、処理全体を構成する各工程の実行順序や実行時間が決められてい
るプログラム制御方法のことです。 
SFCは、工程歩進制御を容易に実現するために開発されたグラフィカルプログラミン
グ言語です。工程歩進制御を記述する言語としてステップラダーが広く使われてきま
したが、SFCは可視性の面でステップラダーより優れています。 
以下に、基本的な工程歩進制御（処理 1を実行し、条件 Aが成立すると処理 2を実行
する）を例に、SFCプログラムの動作を示します。 
 

Step1 

アクション 1 に処理 1 をプログラムします。 

アクション 2 に処理 2 をプログラムします。 

工程間の遷移条件である条件 A は、Trans1 にプログラムします。
Step2 

Trans1 

Action1 

Action2 

 
 
ステップには活性状態と非活性状態があります。 
活性状態のステップは、そのステップに定義されているアクションを実行します。 
ステップの遷移条件が満たされると、トランジションの直前のステップは非活性状態
になり、直後のステップが活性状態になります。 
下図の例は、トランジション条件「Trans1」が満たされ、活性状態が Step1から Step 
2に遷移したことを示しています。 
「●」は活性状態のステップを表しています。 
 

 
Step1● 

Trans1 が条件成立

Step2 

Trans1 

Action1 

Action2 

Step1 

Step2● 

Trans1

Action1 

Action2 

 
 
ステップの遷移条件が満たされた場合でも、活性状態のステップのすべてのアクショ
ンは少なくとも 1サイクル実行されます（ただし、AQによって実行されないアクシ
ョンもあります）。 
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 2－2 SFCの基本実行サイクル 
SFCの実行サイクルは、以下のような処理を 1単位として、活性ステップすべてに対
して行われます。非活性ステップに対しては、何も行われません。 

 

アクション実行の判定 

アクションの実行 

トランジションの評価 

ステップの遷移処理 

サブチャート処理 

サイクル 

I/O リフレッシュ 

 
●アクション実行の

判定 

： 前サイクルのステップ遷移処理の結果を受けて、すべてのアクションにつ
いて、実行するか否かを、そのアクションに設定されている AQによって
決定します。 
前のサイクルでステップの活性状態の遷移があった場合、状態遷移により
非活性状態になったステップのアクションプログラムのファイナルスキ
ャン処理（*1）が実行されます。 
*1：ファイナルスキャンの詳細説明については、1-5-2 項「アクションプログラム
の留意事項」を参照してください。  

●アクションの実行 ： ステップが活性状態のとき、アクション実行の判定結果にもとづいて、サブ
チャート内のアクションを含む、すべての対象のアクションが実行されます。
まず、ブール型接点を指定しているすべてのアクションが、アクション実行
の判定結果にもとづいて、実行されます（接点がONになります）。 
続いて、アクションプログラムが実行されます。 
アクションプログラムの実行順序の詳細は 1-5-2「アクションプログラムの留
意事項」を参照してください。 
・同一のアクションプログラムを使用している複数のステップが同時に活性
状態になった場合、同一アクションプログラムは 1サイクルに 1回のみ実
行されます。 

●トランジションの

評価 

： 活性状態のステップの遷移条件の評価を行います。活性状態のステップの後
につながるトランジションプログラムはこのタイミングで実行されます。  

●ステップの遷移処理 ： トランジション評価により、該当ステップが遷移すると判断された場合、該
当ステップを非活性状態にし、次のステップを活性状態にします。 
注：次のステップが活性中でも、状態遷移します（＊2）。 
状態遷移したくない場合、遷移条件に、次のステップが活性状態か否かを追加
してください。 

*2：CVの SFCとの違い：CVの SFCでは、次のステップが活性中の場合、状態
遷移しません。 
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●サブチャート処理 ： サブチャートステップが活性状態のとき、サブチャートが実行されます。
サブチャートの処理は次の順序で行われます。 
1. サブチャート初期処理 
2. サブチャート内のトランジション評価 
3. サブチャート内のステップの遷移処理 
4. サブチャートのリターン判定 
 
注 1： サブチャート内のアクションの実行は、前述の「アクションの実行」のタイ

ミングで実行されます。 
なお、複数のサブチャートが実行対象となっているとき、サブチャートの実
行順は、プロジェクトワークスペース上のサブチャートの並び順となりま
す。 

注 2： サーブチャート処理 2,3 でループする場合（JMP も含む）は、サブチャー
ト初期処理が実行されません。このため、AQ（*3）に使用されているタイ
マのリセット処理が正常に動作しません。 
よって、サブチャートのループ内ではタイマ設定値 AQ（D、DS、L、SD、
SL）は使わないでください。 
タイマ設定値 AQ（D、DS、L、SD、SL）使用時は、ループせずにメイン
チャートに戻してください。次回、サブチャート初期処理実行時に、タイマ
のリセットが正常に動作します。 

   *3：AQについては、2-3-3項「アクションブロック」の「アクショ
  ンクオリファイア（AQ）の種類」を参照してください。 



2－3 SFCの構成要素 
 

2-5 

2 

S
F

C

の
基
本
事
項 

 2－3 SFCの構成要素 
 

SFCの構成要素について説明します。 
 

 

  

イニシャルステップ…はじめに活性状態となるステップ  

 

   

  

トランジション…… ・ブール型変数（接点） 

・ブール型実アドレス（接点） 

・ST 式 

・プログラム（ラダーまたは ST） 
を使用可能 

ジャンプエントリー…ジャンプの飛び先 

アクション… ・ブール型変数（接点） 

・ブール型実アドレス（接点） 

・プログラム（ラダーまたは ST） 

を使用可能 

複数可（数の制限なし） 

ジャンプ…指定ステップへ飛びます 

ノーマルステップ

 

 

2－3－1 ステップ 
ステップは SFCプログラムの要素の一つであり、処理全体を構成する一つの工程を表
します。 
 

■ ステップの動作 

ステップには活性状態と非活性状態があります。 
活性状態のステップは、そのステップに定義されているアクションを実行しますが、
非活性状態のステップは活性状態になるまでアクションを実行しません。 
ステップの状態は、トランジション条件を満たすと遷移しますが、実際には、トラン
ジション条件だけでなく、トランジションの前のステップの状態にも依存しています。 
ステップの状態は、下表に示したすべての条件が満たされると遷移します。 
●ステップの遷移条件 

1 トランジションが条件成立していること 
2 トランジションの前につながるステップがすべて活性状態であること 

注：トランジションの後につながるステップが活性状態であっても、遷移します。 

・ アクションがないステップも存在しますが、この場合はステップの遷移条件が成立す
るまで実処理のない待ち状態となります。 

アクションのないステップをダミーステップといいます。 
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■ ステップの種類 

ステップには以下の種類があります。 
・イニシャルステップ 
・ノーマルステップ 
・サブチャートステップ 

 
Step1 Step1 

ノーマル

ステップ
イニシャル

ステップ 
Step1 

Subchart1 

サブチャート

ステップ 

 
 

● イニシャルステップ 
イニシャルステップはプログラム実行開始時に無条件で活性状態となるステップです。
イニシャルステップ以外はすべて非活性状態となります。 
SFCチャートで最初に実行されるステップです。 
活性状態になるとイニシャルステップに定義されたアクションが実行されます。 
イニシャルステップは以下のように表現します。 

 
Step1 

 

・ SFCチャートに 1つだけ作成することができます。 

・ イニシャルステップはプログラムの先頭以外でも配置できます。 

・ イニシャルステップは１つ以上のアクションブロックを持つことができます。 

・ イニシャルステップが活性状態になると、ステップに割り付けられているアクション
ブロックが実行されます。 

 
SFCプログラムを実行中に電源を OFF（電断）にした場合、電源再投入すると、イニ
シャルステップから実行されます。 
電源再投入後に、運転を継続するための初期化処理や、継続運転するステップを、ス
テップ制御命令を使用して選択する場合は、イニシャルステップに状態制御を行うプ
ログラムを作成してください。 
 

● ノーマルステップ 
ノーマルステップはステップの遷移条件が満たされると活性状態となるステップです。 
活性状態になるとノーマルステップに定義されたアクションが実行されます。 
ノーマルステップは以下のように表現します。 

Step1 

 
 

・ 1つの SFCチャートで使用可能な個数の制約はありません。 

・ ノーマルステップは 1つ以上のアクションブロックを持つことができます。 

・ ステップが活性状態になると、ステップに割り付けられているアクションブロックが
実行されます。 
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● サブチャートステップ 
サブチャートステップは SFCチャートから下位の SFCチャート（サブチャート）を
呼び出すステップです。 
サブチャートステップは以下のように表現します。 

 
Step1 

Subchart1 

 
 
サブチャートは SFC上の 1ステップをひとかたまりの SFCプログラムにマクロ展開
したもので、従来のプログラムにおけるサブルーチンと同じようなものです。 
 

 

Step11 

Subchart1 
Step2 

Step3 

Step1 

サブチャート 

ステップ 

サブチャート 

エントリーターミナル

サブチャート 

リターンターミナル

エントリーステップ 

リターンステップ
Step12 

Step10 

FALSE

FALSE

Trans1

Trans2

サブチャート 

 
 
サブチャートステップでサブチャートを呼び出し、サブチャートエントリーターミナ
ルよりサブチャートを実行し、サブチャートリターンターミナルで復帰します。 

・ 1つの SFCチャートで使用可能な個数の制約はありません。 

・ サブチャートステップが活性状態のときに、遷移条件が成立（下側のトランジション
が成立）した場合は、そのサブチャート内の SFCがリターンステップに到達するま
でサブチャートステップの次のステップに遷移しません。 

・ サブチャートは必ず 1つのサブチャートエントリー(▼)から開始し、サブチャートリ
ターン(▲)で終了します。 

・ リターンステップが活性状態になっても、そのサブチャートの呼び出し元のサブチャ
ートステップが遷移しない限り、リターンステップは活性状態を維持します。 

・ サブチャートのエントリーステップは 1つのサブチャートに各々1個必要ですが、リ
ターンステップは 1個以上いくつあってもかまいません。 

・ サブチャートの中からさらに別のサブチャートを呼び出すことができます。 

サブチャートの階層に制限はありません。 

・ リターンステップが活性状態となり、サブチャートが終了するときは、サブチャート
中の残りの活性ステップも同時に終了します。 

・ サブチャートステップはアクションを持ちません。 

・ 複数のサブチャートステップから同じサブチャートを呼び出すことができます。ただ
し同時に呼び出そうとした場合は、後から呼び出したステップは実行中のサブチャー
トが実行を終了するまで持ち状態となります。 
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■ ステップ制御命令 

SFCのステップを制御するためのステップ制御命令（SA、SE、TSR、TSW）を使用
できます。 
SA:ステップ活性化（ステップを活性状態にします） 
SE:ステップ非活性化（ステップを非活性状態にします） 
TSR:ステップタイマ現在値読出命令（ステップタイマの現在値を読み出します） 
TSW:ステップタイマ現在値変更命令（ステップタイマの現在値を変更します） 
 

・ 各命令におけるステップフラグの指定方法は以下のとおりです。 

・同一タスク内のステップの場合     [ステップ名].X 
・別タスク内のステップの場合      [プログラム名].[ステップ名].X 

・ 各命令におけるステップタイマの指定方法は以下のとおりです。 

・同一タスク内のステップの場合     [ステップ名].T 
・別タスク内のステップの場合      [プログラム名].[ステップ名].T 
・同一タスク内のサブチャートステップの場合 [サブチャート名].[ステップ名].T 
・別タスク内のサブチャートステップの場合 [プログラム名]. [サブチャート名]. [ス
テップ名].T 
 
ステップフラグについては、後述の「ステップの活性状態をモニタするフラグ」を参
照してください。 

● ステップ活性化/非活性化命令は以下の用途で使用できます 

・ SFCプログラムの外部のラダープログラムから SFCのステップを制御 

 

 

SA 

ラダープログラム 

 

 

 

SFC プログラム

活性化

SE 非活性化
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・ 同一 SFCプログラム内のアクションラダープログラムから SFCのステップを制御 

 

 

  

 

 

  

 

SA

活性化

SFC プログラム 

 
 

・ 別の SFCプログラム内のアクションラダープログラムから SFCのステップを制御 

 

 

  

 

 

 
SA

SFC プログラム 

 

 

 

SFC プログラム

活性化

 
 
注：SFCプログラム内のアクションラダープログラムからステップ制御命令 SAで同
一 SFCプログラム内の他のステップを活性化した場合、活性化されたステップの
アクションは次のサイクルから実行されます。 

 
複数の SFCプログラムを使用している場合に、ステップ制御命令 SAで他の SFCプ
ログラムのステップを活性化したときは、活性化されたステップのアクションは、SFC
プログラムの実行タスク番号の順序によって、次のタイミングで実行されます。 
・ステップ制御命令 SAで活性化されたステップを持つ SFCプログラムが実行済みの
場合、活性化されたステップのアクションは次のサイクルで実行されます。 

・ステップ制御命令 SAで活性化されたステップを持つ SFCプログラムがまだ実行さ
れていない場合は、活性化されたステップのアクションは同じサイクルで実行され
ます。 
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● ステップタイマ現在値読出/変更命令もステップ活性化/非活性化命令と同様の用
途で使用できます。 
・ステップは活性状態の経過時間を保持するステップタイマを持つことができ､ステッ
プごとにステップタイマの時間単位を以下のいずれかから指定できます。 
・100ミリ秒 
・秒 

・指定したステップタイマの時間単位にしたがって、ステップタイマ現在値読出命令
の第一オペランドの時間範囲は以下のように変わります。 
・100ミリ秒 0から 6553.5秒 
・秒    0から 65535秒 

・アクションクォリファイア D, DS, Lのいずれかを指定したアクションは、ステップ
タイマの時間と連動して実行されます。したがって、これらのアクションクォリフ
ァイアを指定したアクションを持つステップのステップタイマを変更するときは十
分注意してください。 
・ステップが非活性状態となると、ステップタイマのカウントを停止し、データを保
持します。そのステップが次回活性状態になった時点でリセットします。 
・ステップタイマが上限値を超えた場合は、最大値を保持します。 
ステップ制御命令の仕様の詳細は、付－1「ステップ制御命令の仕様」を参照してくだ
さい。 
 

● サブチャート関連の留意事項 

・ サブチャートステップに対するステップ制御命令 SAの実行 

サブチャートステップに対して、ステップ制御命令 SAを実行した場合、そのサブチ
ャートステップが活性中となり、サブチャートがエントリステップより動作します。 

・ サブチャートステップに対するステップ制御命令 SEの実行 

サブチャートステップに対して、ステップ制御命令 SEを実行した場合、そのサブチ
ャートステップが非活性となり、サブチャートの動作が停止します。（つまり、サブ
チャート内の活性中のステップは非活性となります。） 

・ サブチャート内のステップのステップ制御命令 SA/SEの使用 

サブチャート内のステップに対してはステップ制御命令 SA/SEは使用できません。 
注：CVの SFCとの違い：CVでは、命令オペランドにサブチャートステップを使用可能。 

・ 同じサブチャートをもつ複数のサブチャートステップが活性中の場合の動作 

・あるサブチャートステップが活性中に、他の同じサブチャートをもつサブチャート
ステップが状態遷移やステップ制御命令 SAにより活性状態になることが可能です
（*1）。このとき、サブチャートの現在の実行状態は、そのまま継続されます。は
じめに呼ばれたサブチャートのサブチャートステップが非活性になるまで、他のサ
ブチャートステップによるサブチャートの実行は「待ち」となります。 

・ 現在サブチャートを実行中のサブチャートステップが状態遷移や SE命令によって非
活性になった場合、待ち状態になっていた別のサブチャートステップにより新たにサ
ブチャートがエントリステップから実行されます。 
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・  

・現在サブチャートを実行中のサブチャートステップ以外のサブチャートステップが、
状態遷移や SE命令によって非活性になった場合、現在サブチャートを実行中のサ
ブチャートステップが活性中である限り、そのサブチャートの実行状態はそのまま
継続されます。 
*1：CVの SFCとの違い 

CVでは、あるサブチャートステップが活性中に、他の同じサブチャートのサブチャート
ステップが状態遷移やステップ制御命令により活性状態になることはありません。この
とき、直前のステップを実行しつづけたまま「待ち」状態となります。 

・複数のサブチャートステップが待ち状態のとき、次にどのサブチャートステップの
サブチャートが実行されるかは、サブチャートステップの登録順となります。 
実行順序は「アクションの使用状況の確認」ダイアログで確認することができます。
「アクションの使用状況の確認」の詳細は、2-3-3「アクションブロック」内の「ア
クションブロックの使用状況の確認」を参照してください。 

 

■ ステップの活性状態をモニタするフラグ： 

・ ステップフラグ 

ステップの活性状態を表すフラグです。 
「ステップ名.X」で記述し、ステップが活性状態のとき On、非活性状態のとき Off
となります。 

・ ステップタイマ 

ステップの活性状態の経過時間を表します。 
「ステップ名.T」で記述し、ステップごとにタイマの単位時間を「100ミリ秒」また
は「1秒」に設定することができます。 

■ 操作方法： 

・ ステップの追加操作 

トランジションを右クリックして、［ステップ追加］を選択します。 

・ イニシャルステップの作成操作 

ノーマルステップをイニシャルステップに変更するには、ノーマルステップを右クリ
ックして［ステップの種類変更］｜［イニシャル］を選択します。 

・ サブチャートステップの追加操作 

トランジションを右クリックして［サブチャートステップ追加］｜［新規サブチャー
ト］を選択します。 

・ サブチャートの作成操作 

プロジェクトワークスペースの［サブチャート］フォルダを右クリックして［サブチ
ャート挿入］を選択します。 

・ ステップ制御命令の操作 

通常のラダー命令として入力し、対象のステップフラグを指定します。 
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2－3－2 トランジション 
トランジションは、トランジションの前につながるステップから後につながるステッ
プに活性状態を遷移させる条件を表します。ステップとステップの間に必ず 1つ設定
します。 
トランジションは以下のように表現します。 
 

 
Trans1 FALSE 

 
 

■ トランジションの動作 

トランジション条件が成立すると、トランジションの前につながるステップは非活性
状態となり、後につながるステップは活性状態となります。 
このように、トランジションはステップからステップへのプログラムの流れを制御す
る役割を果たします。 

・ 遷移条件をトランジションプログラムで表した場合、トランジションプログラム名を
ONすることが、トランジション条件を ONすることとなります。 

 

■ トランジションの条件 

トランジション条件は図の右側で定義します。 
SFCエディタにトランジションを追加したとき、トランジション条件の初期値は ST
式”FALSE”です。 
トランジションの条件式は以下のいずれかを指定することができます。 

・ 接点（ブール型変数または実アドレス） 

・ ST式 

・ トランジションプログラム名 

● 接点 

・ ブール型変数 

トランジションの条件をブール型変数名で定義できます。 
例: bFlagの場合、bFlagが ONで条件成立 

・ 接点の実アドレス 

トランジションの条件を接点の実アドレスで定義できます。 
 

● ST式 
トランジションの条件を STプログラムによる条件式で定義できます。 
STプログラムによる条件式で使用できる書式を以下に示します。 

・ トランジションの ST式としてブール型変数で使用できる書式 
演算子名 演算子 使用例 使用例の意味 

括弧 () (a & b) OR c aと bがONであるか cがONなら条件成立
補数 NOT NOT bFlag bFlagが OFFで条件成立 
論理積 AND, & a & b aと bが ONなら条件成立 

排他的論理輪 XOR a XOR b aと bが異なれば条件成立 
論理和 OR a OR b aか bのいずれかが ONなら条件成立 
等式 = a = b aとｂが一致すれば条件成立 
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・ トランジションの ST式として INT, DINT, LINT, UINT, UDINT, ULINT, CHANNEL, 

REAL, LREAL, WORD, DWORD, LWORD, UINT_BCD, UDINT_BCD, ULINT_BCD型
変数で使用できる書式 
演算子名 演算子 使用例 使用例の意味 

括弧 () (ｎValue = 10) 
& a 

nValueが 10でかつ aが ONなら条件成立

比較 <, >, <=, >= nValue >= 10 nValueが 10以上になったら条件成立 

等式 = nValue = 10 nValueが 10になったら条件成立 

不等式 <> nValue <> 10 nValueが 10でなければ条件成立 

 
● トランジションプログラム 
トランジション条件にプログラム名を入力します。 
トランジションプログラムは、言語タイプをラダーと STから選択してプログラムを
作成することができます。 
CX-Programmerでは、トランジションプログラム名と同一名のブール型変数名をON
にすることで、トランジション条件が成立します。 
 

 

PRG 

任意の 

名称 
PRGa 

a が OFF でトランジション条件成立 

トランジションプログラム名

例 1.  a の b 接点

 

 

TRANS 

任意の 

名称 
TRANSa 

a または b が ON でトランジション条件成立 

トランジションプログラム名

例 2.  a, b の OR 接点 

b 

 
 
トランジションプログラムをトランジション条件にする場合は、トランジション条件
にトランジションプログラム名を指定してください。以下のようにトランジションプ
ログラム名と別のブール型変数名からなる条件式をトランジション条件に入力しても
正しく動作しません。 
 

 b OR TRANS 

別のブール

型変数名 
TRANSa

トランジションプログラム名

 
トランジションプログラム内で使用されたブール型出力は、次のステップへ遷移後も
状態が保持されます。 
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・ ラダープログラム 

ラダーでトランジションプログラムを定義する場合、使用できない命令があります。 
詳細は、1-5-4項「アクションプログラム/トランジションプログラムで使用できない
ラダー言語の命令」を参照してください。 
また、トランジション内でタイマ命令は使用しないでください。タイムアップしたタ
イマをトランジション内でリセットすることはできません。 
トランジションのラダープログラムの最後に END命令は不要です。 

・ STプログラム 

STでトランジションプログラムを定義する場合の ST言語の仕様については、
CX-Programmerオペレーションマニュアル ファンクションブロック編/ストラクチ
ャードテキスト編（SBCA-338）を参照してください。 
 

■ 操作方法： 

・ トランジションの追加操作 

ステップを右クリックして、［トランジション追加］を選択します。 
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2－3－3 アクションブロック 
アクションブロックは 1つのステップの処理内容をプログラムします。 
1つのアクションブロックに複数のアクションを登録することができます。 
アクションブロックの 1つのアクションには以下の情報を登録することができます。 

・ アクションクォリファイア 

・ アクション名 

・ インジケータ変数 

アクションブロックは以下のように表現します。左からアクションクォリファイア
(AQ), アクション名、インジケータ変数を表示します。 
 

 Step2 N Action1 

N bFlag 

IndicatorVariable

 

AQ 

アクション名 

インジケータ変数

 

・ アクションブロックは 1つのステップに割り当てられます。 

・ アクションブロックに登録可能なアクション数には制限はありません。 

 

■ アクションブロックの動作 

ステップが活性状態になったとき、アクションブロックのすべてのアクションがアク
ションクォリファイアの設定条件に基づいて実行されます。 
ステップが活性状態の間、アクションブロックのすべてのアクションが 1サイクルに
1回ずつ実行されます。 
1サイクル内での各アクションブロックの実行順序は、ブール型接点を指定した場合、
上から下の順序で実行されます。アクションプログラムの場合、ブール型接点アクシ
ョンの実行後、プロジェクトワークスペース上のアクションプログラムのツリーの上
から下の順序で実行されます。 
 

■ アクションクォリファイア 

AQはアクションの実行/非実行のタイミングをアクションごとに定義します。 
ステップが活性状態になったときにアクションをどのように実行するかを決めること
ができます。 
1つのアクションには 1つの AQを指定することができます。 
ステップが活性状態から非活性状態になったとき、出力の保持/非保持の状態は、アク
ションの種類によって、以下のように異なります。必要に応じて、初期設定の変更ま
たはリセット処理の記述を行ってください。 
－接点指定の場合、保持系のアクションクォリファイア（S）を指定していない場合、
リセットされます。保持系のアクションクォリファイアを指定している場合は、保持
されます。 

－ラダープログラムの場合、デフォルトではリセットされます。初期設定によって
保持にすることができます。 

－STプログラムの場合、プログラム内の出力はデフォルトでは保持されます。必
要に応じて、STプログラム内でステップ非活性時に ONとなるフラグ（「アク
ションフラグ」）を使用して、リセット処理を記述してください。 
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注：詳細は、1－5－1項「ステップ非活性状態での出力の保持／リセットの方法」を 
参照してください。 

 

● アクションクォリファイア（AQ）の種類 
AQには以下の 11種類があり、その中で D、DS、 L、 SD、 SLは時間要素を持っ
ています。 
11種類の AQの機能と時間要素の有無については、以下の表を参照してください。 

・ AQ一覧表 
AQ
記号 

名称 機能 タイマ設定
値欄の設定

D ディレー ステップが活性状態になったときからユーザーの指定した時間
分遅れて、そのアクションの実行が開始されます。ただし、ユ
ーザーが指定した時間内にステップが活性状態から非活性状態
に変化すると、アクションは実行されません。 

要 

DS ディレーセ
ット 

“SD”と同様の動作をします。“SD”と異なる部分は、ユーザーの
指定したディレー値の時間内にステップが活性状態から非活性
状態に変化すると、このアクションは実行されません。実行の
打ち切りは、“R”の AQで行います。 

要 

L リミット ステップが活性状態になったときからユーザーの指定した時間
分だけ、そのアクションが実行されます。ただし、ステップが
活性状態から非活性状態に変化したときアクションの実行は打
ち切られます。 

要 

N ノーマル 
（初期値） 

ステップが活性状態の間、そのアクションを実行します。  

P パルス ファイナルスキャンが有効時は、ステップが活性状態になった
とき、そのアクションを 2サイクル実行します。 
ファイナルスキャンが無効時は、ステップが活性状態になった
とき、そのアクションを 1サイクル実行します。 

 

P1 立上り 
パルス 

ステップが活性状態になったとき、そのアクションを 1サイク
ルだけ実行します。 

 

P0 立下り 
パルス 

ステップが非活性状態になったとき、そのアクションを 1サイ
クルだけ実行します。 

 

R リセット ステップが活性状態になったとき、そのアクションが“S”、“SL”、
“SD”、“DS”の AQより実行中の場合、指定アクションを停止し、
リセットさせます。指定アクションが“S”、“SL”、“SD”、“DS”
の AQによって実行中でない場合はリセットのみを行います。
リセットとは OUT/OUT NOT命令：OFF、TIM/TIMH命令：
リセット、その他のタイマ/カウンタ/シフトレジスタ ：保持の
動作のことです。 

 

S セット ステップが活性状態になったとき、そのアクションの実行を開
始しますがステップの状態が非活性状態に変化してもそのアク
ションは継続して実行されます。実行の打ち切りは、“R”の AQ
で行います。 

 

SD セット 
ディレー 

ステップが活性状態になったときからユーザーの指定した時間
分遅れて、そのアクションを実行しますが、ステップの状態が
非活性状態に変化してもアクションは継続して実行されます。
実行の打ち切りは、“R”の AQで行います。 

要 

SL セット 
リミット 

ステップが活性状態になったときから、ユーザーの指定した時
間分、そのアクションを実行します。“L”と異なる部分は、ステ
ップが活性状態から非活性状態に変化しても、そのアクション
は実行されます。実行の打ち切りは、“R”の AQで行います。 

要 

 
注：AQのタイマ設定値欄の設定が必要となっている AQはサブチャートでループしている 

間は、正常動作しません。 
サブチャートのループ内ではタイマ設定値 AQ（D、DS、L、SD、SL）は使わないでくだ
さい。 
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・ タイマ設定値は AQの中で時間要素が必要なものに関する設定値です。 

次の AQに対してタイマ設定値が必要です。 

D、DS、L、SD、SL 

D、DS、Lはステップのステップタイマを使用してアクション実行/非実行のタイミン
グを制御します。タイマの単位は、そのアクションブロックが割り当てられているス
テップのステップタイマの単位に従います。 

SD、SLはステップの活性/非活性状態とは独立して動作するため、ステップタイマと
は異なるタイマで時間を制御します。 

 

アクションクォリファイア（AQ）別アクションの実行タイミング 
 

 ステップ

の状態 

AQ

N 

P 

P1

P0

L 

D 

S 

SL

SD

DS

活性状態

非活性状態

※ファイナルスキャン有効時

はアクションを 2 回だけ実行。 

ファイナルスキャン無効時はア

クションを 1 回だけ実行。 

 （アクションが接点のときは 

 1 サイクルだけ ON する） 

“R”の AQ により実行 

の停止がかかった 

時点 

実行

非実行

※ 

R

設定値

設定値 

設定値

設定値

設定値

設定値 

設定値

設定値 

設定値
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■ アクション 

ステップが活性状態になった場合に実行されるアクションです。アクションには以下
のいずれかを指定することができます。 
・接点（ブール型変数または実アドレス） 
・アクションプログラム名 

・ アクションにアクションプログラム名を指定した場合、アクションが実行されるとそ
のアクションプログラムを実行し、アクションが停止するとそのアクションプログラ
ムの処理を停止します。 
注：1つの SFCチャートの複数のステップで同一のアクションプログラムを指定できます。同
一アクションプログラムが指定されている複数のステップが同時に活性状態になった場合、
同一アクションプログラムは 1サイクルに 1回のみ実行されます。 

 
● ブール型変数または実アドレス（接点） 
ブール型変数または実アドレス（接点）のアクションブロックを定義できます。ステ
ップが活性状態のとき、AQに従ってブール型変数または実アドレス（接点）を ON
にし、アクションが停止するとその接点を OFFにします。 
 

● アクションプログラム 

・ アクションが実行されると指定したアクションプログラムを実行します。 

注：1つの SFCチャートの複数のステップで同一のアクションプログラムを指定できま
す。同一アクションプログラムが指定されている複数のステップが同時に活性状態に
なった場合、同一アクションプログラムは 1サイクルに 1回のみ実行されます。 

アクションプログラムは、ラダーと STの言語タイプを選択してプログラムを作成す
ることができます。 

・ ラダープログラム 

ラダープログラムのアクションブロックを定義できます。 
ラダーでアクションプログラムを定義する場合、使用できない命令があります。 
詳細は、1-5-3項「アクションプログラム/トランジションプログラムで使用できない
ラダー言語の命令」を参照してください。 
ラダープログラムでは、アクションのプロパティにおいて、「終了時に出力をリセッ
トする」にチェックを入れると、非活性時にラダープログラムの出力を OFFにするこ
とができます。ただし、ラダープログラム内でファンクションブロックを使用してい
る場合、ファンクションブロック内部で使用されている出力は保持されます。 
注：ラダープログラムでは、アクションクォリファイアを Nにした場合、ステップが活性状態
になったときの立上りを正しく検出できない場合があります。したがって、ステップが活
性状態になったときに 1回だけ実行する処理は、アクションクォリファイアを P1として作
成してください。 

・ STプログラム 

STプログラムのアクションブロックを定義できます。 
STでトランジションプログラムを定義する場合の ST言語の仕様については、
CX-Programmerオペレーションマニュアル ファンクションブロック編/ストラクチ
ャードテキスト編（SBCA-338）を参照してください。 
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■ アクションの実行順序について 

同一ステップ内のアクションの実行順序、または複数のステップが同時活性化した場
合の複数のアクションの実行順序については、1-5-2項「アクションプログラムの留意
事項」を参照してください。 

■ アクションの使用状況の確認 

ひとつの SFC プログラム内にある、すべてのアクション（ブール型接点指定とアクシ

ョンプログラム）の使用状況を一覧表示できます。 
1. [プログラム]メニューから、[SFCアクション使用状況の確認]を選択します。 
2. 次のダイアログウィンドウが表示され、アクションの使用状況を確認することがで
きます。 

・メインの SFCチャートを選択時 ・サブチャートを選択時 

  
・ステップは上から登録順に表示されます。 
複数のサブチャートステップが活性状態になったときの実行順序は、ステップの登
録順ですので、このダイアログの上から下への順序になります。 

・1つのアクションが複数のステップで使用されている場合、2つ目以降のステップの
アクションがカッコつき（例：（*******））で表示されます。 
同一アクションを複数のステップで使用している状況が確認できます。 

 

■ アクションの実行状態を表すフラグ： 

アクションの実行状態を表す 2種類のフラグがあります。いずれもステップの活性/非活
性によって変化し、ラダーおよび STプログラムで接点として使用することができます。 

・ アクションフラグ Q（「アクション名.Q」） 

ステップが活性状態のときに ON、非活性状態のときに OFFとなるフラグです。 
（1）ラダーまたは STプログラムにて、ステップが非活性状態となったとき演算を実
行しないようにするときに、または（2）STプログラムで出力をリセットするときに、
入力条件として使用します。 

・ アクションフラグ A（「アクション名.A」） 

ステップが活性状態のときに ON、非活性状態となった後ファイナルスキャン実行終
了時に OFFとなるフラグです。 
ラダーまたは STプログラムにて、ファイナルスキャン実行時にのみ特別な処理を行
うときに、アクション Qフラグとセットで使用します。 
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・ ファイナルスキャン有効時のアクションフラグの動作（SFCプログラムのプロパティ
の［一般タブ］にて［ファイナルスキャン適用］のチェックがオンのとき） 

 

ステップ

アクションフラグ Q 
（アクション名.Q） 

アクションククォリ
ファイア＝N のとき 

ON 

OFF

ON 

OFF

アクションフラグ A 
（アクション名.A） 

OFF

ON 

1 スキャン（サイクル） 

終了処理通常処理

アクション 

非実行

実行

活性状態

 

・ ファイナルスキャン無効時のアクションフラグの動作（SFCプログラムのプロパティ
の［一般タブ］にて［ファイナルスキャン適用］のチェックがオフのとき） 

 

ステップ

アクションフラグ Q 
（アクション名.Q） 

アクションククォリ
ファイア＝N のとき 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

アクションフラグ A 
（アクション名.A） 

OFF 

ON 

アクション 

非実行

実行 

活性状態
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■ インジケータ変数 

アクションの代表とする変数名を登録することができます。ただし、何も実行しませ
ん。 
 

■ 操作方法： 

・ アクションの追加操作 

ステップを右クリックして［アクション追加］の［ブール型変数］、［ラダープログ
ラム］、［STプログラム］、または［登録済みアクション］を選択します。 

・ AQの選択操作 

アクションブロックの AQをダブルクリックして、コンボリストから選択します。 

・ AQのタイマ設定値の変更操作 

アクションブロックを右クリックして［アクションクォリファイアタイマ設定値変更］
を選択します。 

・ ブール型変数の追加操作 

アクション名としてブール型変数名を直接入力します。またはアクションブロックの
右側をダブルクリックして右の［▼］をクリックし、登録済み変数名を選択します。
［▼］をクリックしたとき変数テーブルに登録されているすべてのローカル変数が表
示されます。 

・ アクションプログラムの作成操作 

プロジェクトワークスペース上の［アクションプログラム］フォルダを右クリックし
て［アクションプログラム挿入］の下の［ラダー］または［ST］を選択します。 

・ ラダープログラムの追加操作 

ステップを右クリックして［アクション追加］｜［ラダープログラム］を選択、また
は（アクションプログラムを登録済みの場合は）［登録済みアクション］を選択して
作成済みアクションプログラムを指定します。 

・ STプログラムの追加操作 

ステップを右クリックして［アクション追加］｜［STプログラム］を選択、または（ア
クションプログラムを登録済みの場合は）［登録済みアクション］を選択して作成済
みアクションプログラムを指定します。 



2－3 SFCの構成要素 
2－3－4 選択分岐 

2-22 

2 

S
F

C

の
基
本
事
項 

 

2－3－4 選択分岐 
SFCのプログラム制御構造のひとつで、1つのステップの後に複数のトランジション
が接続された状態をいいます。 
選択分岐は 1本の横線で表します。 
1つのステップから 2つ以上のステップに分岐し、条件成立したトランジション側の
ステップへ遷移します。 
 

Step2 

Step3 

FALSE 

Step4 

FALSETrans2 Trans3

 
 

■ 選択分岐の動作 

分岐前のステップが活性状態のとき、分岐後のいずれかのトランジションが条件成立
し、トランジションに続くステップが非活性状態であれば続くステップの 1つに遷移
します。 

・ 選択分岐で複数のステップの遷移条件が同時に成立した場合は、左側に記述されたス
テップへの遷移を優先します。(選択分岐では 1つのステップのみにしか遷移しませ
ん)。 

ただし、優先順位を変更した場合は、その優先順位にしたがって条件を判定し、条件
が成立したトランジションの下のステップに遷移します。 

 

■ 操作方法： 

・ 選択分岐の追加操作 

ステップを右クリックして［選択分岐追加］を選択します。3つ以上の選択分岐をす
るときは、作成した選択分岐を右クリックして［選択分岐を追加］を選択して分岐を
1つずつ追加します。 
注：選択分岐の横線を右クリックして［実行順序（左から右）］のチェックを外すことで、実
行順が 1からの数値で表示されます。数値をダブルクリックして値を変更することで、実行
順を任意に指定可能です。 
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2－3－5 選択合流 
SFCのプログラム制御構造のひとつで、複数のトランジションの後に 1つのステップ
が接続された状態をいいます。 
選択合流は 1本の横線で表します。 
選択分岐等により 2つ以上に分岐された流れを 1つに合流させます。 
 

 

Step5 

Step3 

FALSE 

Step4 

FALSETrans4 Trans5

 
 

■ 選択合流の動作 

分岐前のいずれかのステップが活性状態でステップに続くトランジションが条件成立
し、合流先のステップが非活性状態であれば遷移します。 
 

■ 操作方法： 

・ 選択合流の追加操作 

トランジションを右クリックして［選択合流追加］を選択します。作成した選択合流
を右クリックして［連結線］｜［連結線挿入ダイアログ］を選択、または右クリック
して［連結線］｜［合流に連結線追加］を選択します。 

 

2－3－6 並列分岐 
SFCのプログラム制御構造のひとつで、1つのトランジションの後に複数のステップ
が接続された状態をいいます。 
並列分岐は 2本の横線で表します。 
1つのステップから 2つ以上のステップに分岐し、同時に活性状態にします。 
 

 

Step3 Step4 

ＦALSETrans2 

 
 

■ 並列分岐の動作 

トランジションの前のステップが活性状態のとき、トランジションが条件成立すると、
分岐後のステップがすべて非活性状態であれば、続くステップのすべてに同時に遷移
します。 

・ 遷移すると、二重線のすぐ後のステップはすべて同時に活性状態になり、左側に記述
されたステップより順に実行されます。 
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■ 操作方法： 

・ 並列分岐の追加操作 

トランジションを右クリックして［並列分岐追加］を選択します。3つ以上の並列分
岐をするときは、作成した並列分岐を右クリックして［並列分岐を追加］を選択して
分岐を 1つずつ追加します。 
 

2－3－7 並列合流 
SFCのプログラム制御構造のひとつで、複数のステップの後に 1つのトランジション
が接続された状態をいいます。 
並列合流は 2本の横線で表します。 
並列分岐等により 2つ以上に分岐された流れを、1つに合流させます。 
 

Step3 Step4 

FALSE Trans3 

 
 

■ 並列合流の動作 

トランジションの前につながるステップがすべて活性状態であり、トランジションが
条件成立し、トランジションに続くステップが非活性状態であれば、トランジション
の前につながるすべてのステップからトランジションの後に続くステップに同時に遷
移します。 
 

■ 操作方法： 

・ 並列合流の追加操作 

ステップを右クリックして［並列合流追加］を選択します。作成した並列合流を右ク
リックして［連結線］｜［連結線挿入ダイアログ］を選択、または右クリックして［連
結線］｜［合流に連結線追加］を選択します。 
 

2－3－8 連結線 
連結線はステップとトランジション間など要素間を結ぶ線のことで、工程の流れを表
します。 
 

 

 

連結線 
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■ ジャンプ（ループ） 

トランジションから指定ステップへ実行をジャンプさせる機能です。 
ジャンプとループは同じ機能ですが、ジャンプの場合はジャンプ元とジャンプ先が連
結線で結ばれておらず、ループの場合は結ばれています。 

・ ジャンプ 

 

 Step2 

ジャンプエントリー

ステップ 2……ジャンプ 

…… 

 

 

・ ループ 

 

Step2 

Step1 

Trans1 

Trans2 

FALSE

FALSE

 
 

・ ジャンプはトランジションの後に矢印と共にジャンプ先のステップ番号を記述しま
す。 

・ ジャンプエントリーは、ジャンプ先のステップの直前(トランジションの後)に矢印を
記述します。 

・ ジャンプ元のステップの後のトランジションが成立するとジャンプ先のステップが
非活性状態の場合、活性状態が遷移します。 

 
● 操作方法： 

・ ジャンプの追加操作 

トランジションを右クリックして［連結線］｜［ジャンプ追加］を選択して連結線を
引き出して、ジャンプ先としたいステップに接続します。 
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■ スキップ 

スキップは、選択分岐で遷移条件のトランジション要素のみがあり、ステップ要素が
ない分岐です。 
 

 

Step3 

Step2 

Step4 

Step5 

Step6 Step7 

Step8 

Trans2 FALSE 

FALSE 

FALSE 

FALSE 

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

FALSE

Trans5 

Trans7 

Trans9 

Trans3 

Trans6 

Trans8 

Trans10 

Trans4

 
 

● 操作方法： 

・ スキップの追加操作 

選択合流を右クリックして［連結線］｜［合流に連結線追加］を選択して連結線を引
き出して、スキップさせるトランジションに接続します。 
 
 

2－3－9 SFC要素のローカル変数への自動登録について 
ステップ、アクションプログラム、トランジション、接点指定のアクション、および
サブチャートの SFC要素を作成したときに、システム変数がローカル変数テーブルに
自動的に登録されます。 
 

 



      

 

 

第3章 

オフライン操作 
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 3－1 SFCプログラムの作成 
 

3－1－1 新規プロジェクトの作成 

1. CX-Programmerを起動し、［ファイル］メニューから［新規作成］を選択します。 

2. ［PLC機種変更］ダイアログの［PLC機種］リストから、SFCプログラミング機
能が使用可能な以下の PLC機種のいずれかを選択します。 

PLC機種 CPUタイプ 

CJ2H 形 CJ2H-CPU68/67/66/65/64/68-EIP/CPU67-EIP/CPU66-EIP/ 
CPU65-EIP/CPU64-EIP 

CJ2M 形 CJ2M-CPU11/12/13/14/15/31/32/33/34/35 
CS1G-H 形 CS1G-CPU45H/44H/43H/42H 
CS1H-H 形 CS1H-CPU67H/66H/65H/64H/63H 
CS1D-H 形 CS1D-CPU68HA/67HA 
CS1D-S 形 CS1D-CPU67SA/44SA 
CJ1G-H 形 CJ1G-CPU45H/44H/43H/42H 
CJ1H-H 形 CJ1H-CPU67H/66H/65H/67-R/66-R/65-R/64-R 
CJ1M 形 CJ1M-CPU23/22/21/13/12/11 

3. ［設定］ボタンを押して CPUタイプを選択します｡ 
上記以外の設定は、CX-Programmerオペレーションマニュアル（SBCA-337）を
参照してください。 

 

3－1－2 SFCプログラムの新規作成（挿入） 
プロジェクトに SFCプログラムを作成する場合、以下の操作を実行します。 

1 プロジェクトワークスペース上の［プログラム］アイテムを右クリックし、ポップ
アップメニューから［プログラム挿入］｜［SFC］を選択します。 

 
2. プロジェクトワークスペースに SFCプログラムが挿入されると、ワークスペース
の右側に SFCエディタが表示されます。 

注： ラダー、STもプログラムを作成することができます。プロジェクトワークスペース上の
［プログラム］アイテムを右クリックし、ポップアップメニューから［プログラム挿入］
｜［ラダー］または［プログラム挿入］｜［ST］を選択します。 
ラダーについては、CX-Programmerオペレーションマニュアル（SBCA-337）を参照し
てください。 
STについては、CX-Programmer オペレーションマニュアル ファンクションブロック
編/ストラクチャードテキスト編（SBCA-338）を参照してください。 

注： 新規プロジェクトを作成したとき、SFCプログラムを初期プログラムに設定することが
できます。［ツール］｜［オプション］の［PLCタブ］にて設定します。 
詳細は、1-3-6項「SFCプログラミング機能固有の環境設定」を参照してください。 
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SFCエディタには、初期状態としてイニシャルステップ、トランジション、ステップ
の 3種類の SFC要素が登録されています。 

 

 
 

3－1－3 SFCプログラムのタスクへの割り付け 
プロジェクトに挿入した SFCプログラムは、実行単位としてのタスクに割り付ける必
要があります。 
タスクに割り付けられていないプログラムは、プロジェクトワークスペース上のプロ
グラムアイコンにチェックマークがついています。 
 
注： 以下のプログラムのタスクへの割り付け操作は、プログラム内容作成後でもかまいませ

ん。ただし、ユーザプログラムとして PLCへ転送する前には必ず割り付けてください。 
 
タスクに割り付けるには、以下の操作を実行します。 
 
1. プロジェクトワークスペース上から、挿入した SFCプログラムアイテムを右クリ
ックし、ポップアップメニューから［プロパティ］を選択します。 
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2. 表示された［プログラムのプロパティ］ダイアログの［一般］タブ｜［タスク種別］
リストから、タスクを選択します。 
プログラム名称を設定する場合は、ここで［名称］テキストボックスにプログラム
名称を入力します。 

 

 
 
3. クローズボタンで［プログラムのプロパティ］ダイアログを閉じます。 

 
 
4. プログラムがタスクに割り付けられると、プログラムツリー内の SFCプログラム
アイテムのアイコンからチェックマークの表示が消えます。また、プログラム名の
（ ）内の表示は、割り付けられたタスクを示しています。 
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 3－2 SFCチャートの編集 
 
ここでは、SFCエディタを使い、SFCの各要素を連結して SFCチャートを作成する
操作について説明します。 
 

3－2－1 SFCプログラムの初期要素 
プロジェクトワークスペースに SFCプログラムを新規作成したとき、SFCエディタ
には以下の SFC要素が自動生成されます。 
 

 
イニシャルステップ 

トランジション 

ステップ 

トランジション条件 

 
 

● イニシャルステップ 
このプログラムが実行されたとき、最初に活性状態となるステップです。二重線の枠
で示されます。 
デフォルトでは［Step1］という名称となっていますが、変更可能です。 
詳細は、1-3-6項「SFCプログラミング機能固有の環境設定」を参照してください。 

● トランジション 
活性中のステップから次のステップに遷移するための条件（トランジション条件）を
トランジションの右側に、以下のいずれかの方法で設定します。 

・ 接点（ブール型変数または実アドレス）の入力 

・ ST式（「FALSE」以外）の入力 

・ トランジションプログラム名（ラダーまたは ST）の入力 

デフォルトでは、ST式の「FALSE」（非成立）となっています。 
● ステップ 

1工程の処理内容を記憶しているボックスです。一重線の枠で示されます。 
デフォルトでは、［Step2］という名称となっていますが、変更可能です。 
詳細は、1-3-6項「SFCプログラミング機能固有の環境設定」を参照してください。 
活性状態になったときに実行される処理内容をアクションブロックの「アクション」
として複数追加できます。追加できるアクションに制限はありません。 
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3－2－2 トランジションの編集（入力） 
トランジション条件としてブール型変数や ST式を直接入力します。 
また、トランジションプログラムを使用する場合は、トランジションプログラムの名
称を入力します。 
1. 条件を入力するトランジションをダブルクリックするか、右クリックしてポップア
ップメニューから［トランジション条件の編集］を選択します。 

 

 
デフォルトの「FALSE」（ST式）の表示が入力できる状態になります。 

2. ブール型変数（例：a）、ST式（例：a=b）、またはトランジションプログラムの
名称を入力します。 

 

■ トランジションプログラムを作成し、トランジションとして指定する 

あらかじめトランジションプログラムを作成し、トランジション条件として設定する
ことができます。 
トランジションプログラムは、ラダーまたは STで作成することができます。 
1. プロジェクトワークスペース上の［トランジションプログラム］フォルダを右クリ
ックし、ポップアップメニューから［トランジションプログラムの挿入］｜［ラダ
ー］または［ST］を選択します。 

 

 
 
［トランジションプログラム］フォルダの下にラダー、または STのトランジショ
ンプログラムのアイテムが登録されます。 
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2. プロジェクトワークスペース上のラダーまたは STのトランジションプログラムア
イテムをダブルクリックするか、右クリックしてポップアップメニューから［開く］
を選択します。 

 

 
ラダー、または STのトランジションプログラムの編集ウィンドウが開き、プログ
ラムを作成できます。 
ラダー、または STの編集操作については、CX-Programmerオペレーションマニ
ュアル（SBCA-337）を参照してください。 

3. トランジション条件にトランジションプログラム名を入力します。 
 

● トランジションにトランジションプログラムの名前を指定する 
トランジションプログラムは、トランジションにトランジションプログラムの名称を
入力することで、トランジション条件として設定されます。 
このためトランジションプログラムの名称をわかりやすい名称に変更することができ
ます。 
1. プロジェクトワークスペース上の［トランジションプログラム］フォルダを右クリ
ックし、ポップアップメニューから［プロパティ］を選択します。 

 

 
［トランジションプログラムのプロパティ］ダイアログが表示されます。 

2. ［一般］タブの［名称］にトランジションプログラムの名称を入力します。 
3. クローズボタンで［トランジションプログラムのプロパティ］ダイアログを閉じます。 
4. トランジション条件に変更後のトランジションプログラム名を入力します。 
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3－2－3 ステップ（またはイニシャルステップ）へのアクションの追加 
ステップ（またはイニシャルステップ）を右クリックし、ポップアップメニューから
［アクション追加］を選択し、以下のいずれかを選択します。 

・ ブール型変数（接点のブール型変数または実アドレス） 

・ ラダープログラム 

・ STプログラム 

・ 登録済みアクション 

 

■ ブール型変数のアクションブロックを追加する 

SFCチャートの各ステップにアクションブロックを挿入します。 
ここではブール型変数（接点）のアクションブロックを挿入します。 
1. ステップを選択し、右クリックしてポップアップメニューから［アクション追加］
｜［ブール型変数］を選択します。 
 

注： 同じ操作で、1つのステップに複数のアクションブロックを挿入することができます。ア
クションブロックが複数ある場合、上のアクションブロックから順にプログラムが実行
されます。 

 

 
ステップの右側にアクションブロックが挿入されます。 

2. アクションブロックの右側をダブルクリックし、表示される［...］をクリックします。
以下の［変数選択］ダイアログが表示されます。 

 
3. ［変数選択］ダイアログで、表示されたリストから変数を選択し、［OK］をクリ
ックします。 

注： リストに表示される変数は、あらかじめ変数テーブルに登録済みのものです。リストに
変数が存在しない場合は、［名称］に変数名を入力し、［OK］をクリックします。変数
の作成を促すメッセージが表示されます。[はい]を選択すると、変数が変数テーブルに追
加されます。 
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■ ラダープログラムのアクションブロックを新規に追加し、ラダープログラム
を編集する 

SFCチャートの各ステップにアクションブロックを挿入します。 
アクションブロックは、ラダープログラム、STプログラム、ブール型変数／実アドレ
スのいずれかを挿入できます。ここではラダープログラムのアクションブロックを挿
入します。 
1. ステップを選択し、右クリックしてポップアップメニューから［アクション追加］
｜［ラダープログラム］を選択します。 
 

注： 同じ操作で、1つのステップに複数のアクションブロックを挿入することができます。 
 

 

 
2. ステップの右側にアクションブロックが挿入されます。 
アクションブロックが挿入されると、プログラムビューはラダープログラムの編集
ウィンドウになります。また、プロジェクトワークスペース上にラダープログラム
のアイテムが表示されます。（アイコンの表示によって、ラダープログラムである
ことがわかります。） 

3. プログラムビューにて、ラダーのアクションプログラムを編集します。 
ラダーの編集操作は、CX-Programmer と同様です。CX-Programmerオペレーシ
ョンマニュアル（SBCA-337）を参照してください。 

 

■ STプログラムのアクションブロックを新規に追加し、STプログラムを編集
する 

SFCチャートの各ステップにアクションブロックを挿入します。 
アクションブロックは、ラダープログラム、STプログラム、ブール型変数／実アドレ
スのいずれかを挿入できます。ここでは STプログラムのアクションブロックを挿入
します。 
1. ステップを選択し、右クリックしてポップアップメニューから［アクション追加］
｜［STプログラム］を選択します。 

注： 同じ操作で、1つステップに複数のアクションブロックを挿入することができます。 
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2. ステップの右側にアクションブロックが挿入されます。 
アクションブロックが挿入されると、プログラムビューは、STプログラムの編集
ウィンドウになります。また、プロジェクトワークスペース上に STプログラムの
アイテムが表示されます。アイコンの種類によって、STプログラムであることが
わかります。 

3. プログラムビューにて、STのアクションプログラムを編集します。 
STの編集操作は、CX-Programmerと同様です。CX-Programmerオペレーショ
ンマニュアル ファンクションブロック／ストラクチャードテキスト編
（SBCA-338）を参照してください。 

 

■ あらかじめアクションプログラムを作成し、登録済みプログラムとして指定
する 

あらかじめアクションプログラムを作成し、登録済みアクションとして SFCチャート
のアクションブロックに設定できます。 
 

● アクションプログラムの新規作成 
ラダー、または STのアクションプログラムを新規に作成します。 
1. プロジェクトワークスペース上の［アクションプログラム］フォルダを選択し、右
クリックしてポップアップメニューから［アクションプログラム挿入］｜［ラダー］
または［ST］を選択します。 
 

 

 
［アクションプログラムブロック］フォルダの下にラダー、または STのアクショ
ンプログラムのアイテムが登録されます。 

2. ラダー、または STのアクションプログラムをダブルクリック、または右クリック
してポップアップメニューから［開く］を選択します。 
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ラダー、または STのアクションプログラムの編集ウィンドウが開き、プログラム
を作成できます。 
ラダー、または STの編集操作については、CX-Programmerオペレーションマニ
ュアル（No.SBCA-337）を参照してください。 

3. ステップを右クリックし、ポップアップメニューから［アクション追加］｜［登録
済みアクション］を選択します。 

4. 追加されたアクションブロックを右クリックし、ポップアップメニューから［アク
ションを変更］を選択します。 

5. コンボリストから、アクションプログラムを選択します。 

 

 
 

■ AQ（アクションクォリファイア）を設定する 

アクションブロックの AQを設定します。11種類の AQから、必ず 1つを設定する必
要があります。AQの初期値は、「Ｎ」です。 
アクションブロックは、1つのステップに対して複数挿入することができます。1つの
ステップに複数のアクションブロックがある場合は、個別に設定します。 
1. アクションブロックの AQをダブルクリックして、コンボリストから設定する AQ
を選択します。 
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AQの動作仕様については、2-2-3項「アクションブロック」を参照してください。 
 

● ステップタイマのタイマ単位を設定する 
ステップタイマは、ステップが活性状態になったとき作動を開始し、AQに D,L,DS
を設定した場合、これらのアクションの時間制御はステップタイマの現在値にしたが
って実行されます。 
このステップタイマの単位を秒、または 100ミリ秒のいずれかを設定できます。 
1. ステップを、右クリックし、ポップアップメニューから［タイマ単位変更］｜［秒］
または［100ミリ秒］を選択します。 
 

 

 

 

● AQ（アクションクォリファイア）のタイマ値を設定する 
AQに D、L、DS、SD、SLを設定した場合、タイマ値を設定します。 
ここで設定したタイマ値とステップタイマが同じなったとき、AQの設定にしたがっ
て制御されます。 
1. アクションブロックを右クリックし、ポップアップメニューから［アクションクォ
リファイアタイマ設定値変更］を選択します。 
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2. タイマ値を入力します。 
[秒]の設定では、0-65535の範囲で入力します。 
[100ミリ秒]の設定では、0-6553.5の範囲で入力します。 

 
注： AQのタイマ値の単位は、ステップタイマで設定します。ステップを、右クリックし、ポ

ップアップメニューから［タイマ単位変更］｜［秒］または［100ミリ秒］を選択します。 
 

● アクションブロックを非表示にする 
SFCチャートのアクションブロックの表示/非表示を切り替えることができます。 
1. アクションブロックが表示されている場合、SFCエディタの背景を右クリックし、
ポップアップメニューから［すべてのアクションブロックを隠す］を選択します。 

 

 

 
 

SFCチャート上のすべてのアクションブロックが非表示になります。ステップの
右側にはステップに含まれるアクションブロックの数が表示されます。 

  
アクションブロックが非表示のとき、このアクションブロックの数をクリックする
とスピンボックスが表示され、数値を切り替えるとプログラムビューのアクション
プログラムの表示が切り替わります。 
 

● アクションブロックを表示する 
SFCチャートのアクションブロックの表示/非表示を切り替えることができます。 
1 アクションブロックが表示されていない場合、SFCエディタの背景を右クリック
し、ポップアップメニューから［すべてのアクションブロックを表示］を選択し
ます。 



3－2 SFCチャートの編集 
3－2－4 トランジションの追加 

3-14 

3 

オ
フ
ラ
イ
ン
操
作 

 

 
注：個々のステップについて、アクションブロックの表示/非表示を切り替えることができます。 
アクションブロックが表示された状態で、ステップを右クリックし、ポップアップメニュ
ーから[アクションブロックを表示]をクリックします。非表示のアクションブロックを表示
するには、ステップを右クリックし、ポップアップメニューから[アクションブロックを表
示]をクリックします。 

複数のアクションを登録したとき、アクションの実行順序は、ワークスペース上のア
クションプログラムのツリー上から下の順序で実行されます。 
 

3－2－4 トランジションの追加 
ステップ（またはサブチャートステップ）の後に、トランジションを追加します。 
1 ステップ（またはサブチャートステップ）を右クリックし、ポップアップメニュー
から［トランジション追加］を選択します。 
 

 

 
 

■ トランジションとステップを同時に追加 

ステップ（またはサブチャートステップ）の後に、トランジションとステップを同時
に追加します。 
1 ステップ（またはサブチャートステップ）を右クリックし、ポップアップメニュー
から［トランジションとステップ追加］を選択します。 
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3－2－5 ステップの追加 
トランジションの後に、ステップを追加します。 
1 トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［ステップ追加］を選
択します。 

 

 

■ ステップとトランジションを同時に追加 

トランジションの後に、ステップとトランジションを同時に追加します。 
1 トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［ステップとトランジ
ション追加］を選択します。 
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3－2－6 ステップ/トランジション直前への挿入 

■ ステップの前にステップとトランジションを挿入 

ステップ（またはサブチャートステップ）の前に、ステップとトランジションを挿入
します。 
1 ステップ（またはサブチャートステップ）を右クリックし、ポップアップメニュー
から［ステップとトランジション挿入］を選択します。 

 

 

■ トランジションの前にトランジションとステップを挿入 

トランジションの前に、トランジションとステップを挿入します。 
1 トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［トランジションとス
テップ挿入］を選択します。 

 

 
 

3－2－7 選択分岐/合流の作成 

■ 選択分岐を作成する 

● 2つのトランジションを追加するとき 
ステップ（またはサブチャートステップ）の後に、選択分岐を追加します。 
1 ステップ（またはサブチャートステップ）を右クリックしてポップアップメニュー
から［選択分岐追加］を選択します。 
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選択分岐とその後に 2つのトランジションが追加されます。 

 
選択分岐された各 SFCチャートは、選択合流するために各 SFC要素を追加し、トラ
ンジションが終端になるようにします。 
 

● さらにトランジションを追加するとき 
選択分岐の分岐を追加します。 
1 作成した選択分岐を右クリックし、ポップアップメニューから［選択分岐を追加］
を選択します。 

 

 
選択分岐にトランジションが 1つ追加されます。 

 
選択分岐された各 SFCチャートは、選択合流するために各 SFC要素を追加し、トラ
ンジションが終端になるようにします。 
 

■ 選択合流を作成する 

選択分岐によって分岐している SFCチャートをまとめる選択合流を追加します。 
選択合流を追加するため、選択分岐されている各 SFCチャートの終端要素は、トラン
ジションになっている必要があります。 
1. 選択分岐されているトランジションの 1つを右クリックし、ポップアップメニュー
から［選択合流追加］を選択します。 
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選択合流とその後にステップが追加されます。 
 

2. 作成した選択合流を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［連結
線挿入ダイアログ］を選択します。 

 

 
 ［連結線追加］ダイアログが表示されます。 

3. ［連結線追加］ダイアログで、合流させるトランジションが選択されていることを
確認し、［OK］をクリックします。 
結合されていないトランジションが、選択合流に結合されます。 
 

注： 選択合流を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［合流に連結線追加］
を選択して、引き出した線をマウス操作でトランジションに接続することもできます。 

注：選択分岐の横線を右クリックして［実行順序（左から右）］を選択することで、実行順が 1
からの数値で表示されます。数値をダブルクリックして値を変更することで、実行順を
任意に指定可能です。 
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3－2－8 並列分岐/合流の作成 

■ 並列分岐を作成する 

● 2つのステップを追加するとき 
トランジションの後に、並列分岐を追加します。 
1 トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［並列分岐追加］を選
択します。 

 

 
 
並列分岐とその後に 2つのステップが追加されます。 
 

並列分岐された各 SFCチャートは、並列合流するために各 SFC要素を追加し、ステ
ップ（またはサブチャートステップ）が終端になるようにします。 
 

● さらにステップを追加するとき 
並列分岐の分岐を追加します。 
1 作成した並列分岐を右クリックし、ポップアップメニューから［並列分岐を追加］
を選択します。 

 

 
並列分岐にステップが 1つ追加されます。 
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■ 並列合流を作成する 

並列分岐によって分岐している SFCチャートをまとめる並列合流を追加します。 
並列合流を追加するため、並列分岐されている各 SFCチャートの最後の要素がステッ
プ（またはサブチャートステップ）になっている必要があります。 
1. 選択分岐されているステップ（またはサブチャートステップ）の 1つを右クリック
し、ポップアップメニューから［並列合流追加］を選択します。 

 

 
並列合流とその後にトランジションが追加されます。 

2. 並列合流を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［連結線挿入ダ
イアログ］を選択します。 

 

 
 ［連結線挿入］ダイアログが表示されます。 
 

3. ［連結線挿入］ダイアログで、合流させるトランジションが選択されていることを
確認し、［OK］をクリックします。 
結合されていないステップ（またはサブチャートステップ）が並列合流に結合され
ます。 
 

注：並列合流を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［合流に連結線追加］
を選択して、引き出した線をマウス操作でステップに接続することもできます。 
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3－2－9 サブチャートの追加 

■ サブチャートステップの追加と新規サブチャートプログラムの作成 

トランジションの後に、サブチャートステップを追加します。サブチャートプログラ
ムは、あとで作成します。 
1. トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［サブチャートステッ
プ追加］｜［新規サブチャート］を選択します。 

 

 
サブチャートステップが追加されると、プログラムビューに初期状態の SFCサブ
チャートが表示されます。また、プロジェクトワークスペース上の［サブチャート］
フォルダ内にサブチャートプログラムが表示されます。 

 

 

 

2. サブチャートを編集します。 
サブチャートの初期状態は、エントリーステップ、トランジション、ステップの３
つです。 
SFCチャートの編集と同様に、各 SFC要素を追加、連結して編集を行います。 
最初の SFC要素がエントリーステップ、最後がリターンステップになっている必
要があります。 
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■ 新規サブチャートプログラムの作成と登録済みサブチャートステップの追加 

あらかじめサブチャートプログラムを作成し、登録済みサブチャートとして、サブチ
ャートステップを SFCチャートに追加します。 
1. プロジェクトワークスペース上の［サブチャート］フォルダを右クリックし、ポッ
プアップメニューから［サブチャート挿入］を選択します。 

 

 
［サブチャート］フォルダの下にサブチャートプログラムが登録されます。 

2. 新しく登録されたサブチャートプログラムをダブルクリックするか、右クリックし
てポップアップメニューから［開く］を選択します。 

 

 
サブチャートの編集ウィンドウが開き、サブチャートを編集します。 
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3. プロジェクトワークスペース上の SFCプログラムをダブルクリックするか、右ク
リックしてポップアップメニューから［開く］を選択します。 

4. トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［サブチャートステッ
プ追加］｜［登録済みサブチャート］を選択します。 
 

 

 
5. サブチャートステップをダブルクリックし、コンボリストからサブチャートプログ
ラムを選択します。 
プロジェクトワークスペース上の［サブチャート］フォルダに登録されたサブチャ
ートプログラムから選択します。 
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3－2－10 ジャンプ（またはループ）でイニシャルステップへ連結 
SFCチャートの終端のトランジションから、任意のステップへ連結します。 
1. 終端のトランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［連
結線追加］を選択します。 

注： トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［ジャンプ追
加］を選択して、連結線を引き出して、マウス操作でジャンプ先としたいステップに接
続することもできます。 

 

 

 
［連結線追加］ダイアログが表示されます。 

2. ［連結線追加］ダイアログで、連結するステップ要素を選択します。 
3. ［ジャンプとして連結する］のチェックボックスをチェックして、［OK］をクリ
ックします。 

 
注： ループで連結する場合は、［ジャンプとして連結する］チェックボックスのチェックを

はずします。 
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■ ループをジャンプに変更する 

ループによる連結をジャンプの連結に変更します。 
1 ループ連結のトランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］
｜［ジャンプに変更］を選択します。 
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3－2－11 独立した（切りはなされた）SFC要素の編集 
SFCエディタ上に独立した SFC要素を挿入し、あとで連結して SFCチャートを作成
できます。 
1. SFCエディタ上の SFC要素がどれも選択されていない状態で、SFCエディタ背景
を右クリックし、ポップアップメニューから挿入する要素を選択します。 

2. 各 SFC要素を連結する順序にマウスでドラッグして配置します。 
3. 各 SFC要素を連結線で連結します。 
 

■ マウス操作により SFC要素を連結する 

SFCエディタ上の独立した SFC要素を連結します。 
選択したSFC要素から連結線を引き出し、マウスで連結先のSFC要素を選択します。 
連結先の SFC要素が連結可能な要素の場合、マウスポインタの表示が連結表示になり
クリックすると連結されます。 

 

 
 

● ステップの入力側に、切りはなされたトランジションの出力側を接続 
ステップの入力側と切りはなされたトランジションの出力側を連結します。 
1. ステップを右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［ステップへの
連結追加］を選択します。 

2. 連結するトランジションの出力側にマウスポインタを合わせクリックします。 
 

● ステップの出力側に、切りはなされたトランジションの入力側を接続 
ステップの出力側と切りはなされたトランジションの入力側を連結します。 
1. ステップを右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［ステップから
連結追加］を選択します。 

2. 連結するトランジションの入力側にマウスポインタを合わせクリックします。 
 

● トランジションの入力側に、切りはなされたステップの出力側を接続 
トランジションの入力側と切りはなされたステップの出力側を連結します。 
連結線は、トランジションの入力側、ステップの出力側に連結します。 
1. トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［トラン
ジションへの連結追加］を選択します。 

2. 連結するステップの出力側にマウスポインタを合わせクリックします。 
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● トランジションの出力側に、切りはなされたステップの入力側を接続 
トランジションの出力側と切りはなされたステップの入力側を連結します。 
1. トランジションを右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］｜［トラン
ジションから連結追加］を選択します。 

2. 連結するステップの入力側にマウスポインタを合わせクリックします。 
 

● 選択分岐の入力側に切りはなされたステップの出力側、または並列分岐の入力側
に切りはなされたトランジションの出力側を接続 
選択分岐と切りはなされたステップ、または並列分岐と切りはなされたトランジショ
ンを連結します。 
1. 選択分岐、または並列分岐を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］

｜［分岐に連結線追加］を選択します。 

2. 選択分岐の場合はステップの出力側、並列分岐の場合はトランジションの出力側に

マウスポインタを合わせクリックします。 
 

● 選択分岐の出力側に切りはなされたトランジションの入力側、並列分岐の出力側
に切りはなされたステップの入力側を接続 
選択分岐と切りはなされたトランジション、または並列分岐と切りはなされたステッ
プを連結します。 
1. 選択分岐、または並列分岐を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］

｜［分岐から連結線追加］を選択します。 

2. 選択分岐の場合はトランジションの入力側、並列分岐の場合はステップの入力側に
マウスポインタを合わせクリックします。 

 
● 選択合流の入力側に切りはなされたトランジションの出力側、並列合流の入力側
に切りはなされたステップの出力側を接続 
選択合流と切りはなされたトランジション、または並列合流と切りはなされたステッ
プを連結します。 
1. 選択合流、または並列合流を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］
｜［合流に連結線追加］を選択します。 

2. 選択合流の場合はトランジションの出力側、並列合流の場合はステップの出力側に
マウスポインタを合わせクリックします。 

 
● 選択合流の出力側に切りはなされたステップの入力側、並列合流の出力側に切り
はなされたトランジションの入力側を接続 
選択合流と切りはなされたステップ、または並列合流と切りはなされたトランジショ
ンを連結します。 
1. 選択合流、または並列合流を右クリックし、ポップアップメニューから［連結線］
｜［合流から連結線追加］を選択します。 

2. 選択合流の場合はステップの入力側、並列合流の場合はトランジションの入力側に
マウスポインタを合わせクリックします。 
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3－2－12 SFCチャートを整列する 
SFCエディタ上の SFC要素を整列します。 
 
注： 複雑な形状の SFCチャートは、意図した状態に整列できない場合があります。そのよう

な場合は、［編集］｜［元に戻す］で整列前の状態に戻してから、手動でレイアウトを
調整してください。 

 
● SFCチャート全体を整列する 

SFCエディタの背景を右クリックし、ポップアップメニューから［すべて整列］を選
択します。 
SFCチャート全体が整列されます。 
 

● SFCチャートを部分的に整列する 
SFCチャート上の 1つの SFC要素を右クリックし、ポップアップメニューから［こ
の位置より下側を整列］を選択します。 
選択対象の SFC要素に続く SFC要素が整列されます。 
 
 

3－2－13 ステップの種類を変更する 
● ノーマルステップをイニシャルステップに変更する 
イニシャルステップに変更したいステップを右クリックし、ポップアップメニューか
ら［ステップの種類変更］｜［イニシャル］を選択します。 

 

● イニシャルステップをノーマルステップに変更する 
ノーマルステップに変更したいイニシャルステップを右クリックし、ポップアップメ
ニューから［ステップの種類変更］｜［ノーマル］を選択します。 
 

● ノーマルステップをエントリーステップに変更する 
サブチャート内の変更したいステップを右クリックし、ポップアップメニューから［ス
テップの種類変更］｜［エントリー］を選択します。 
 

● ノーマルステップをリターンステップに変更する 
サブチャート内の変更したいステップを右クリックし、ポップアップメニューから［ス
テップの種類変更］｜［リターン］を選択します。 

 

 



3－3 SFCチャートの検索/置換 
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 3－3 SFCチャートの検索/置換 
 

3－3－1 SFCチャートの検索 
検索機能によって、SFCチャート上の文字列を検索できます。 
検索された文字列はその文字列を含む SFC要素を選択した状態で表示します。 
検索対象は、以下の文字列です。 

・ ステップ名称 

・ トランジション名称 

・ アクションブロックのアクションプログラム名称 

・ アクションブロックのブール型変数名 

・ サブチャート名称 

・ トランジション条件の変数名 

・ トランジション条件の ST条件式 

・ トランジション条件のトランジションプログラム名 

 
1 ［編集］メニューの［検索］を選択します。 
［SFCエディタ内の検索］ダイアログが表示されます。 

 

 
 
2 ［対象］コンボボックスに検索したい文字列を入力します。 
必要に応じて［完全に同一な対象のみ］または［大文字と小文字を区別］の検索
オプションをチェックします。 

3 ［次を検索］をクリックします。 
検索文字列を含む SFC要素が選択された状態で表示されます。 

 

3－3－2 SFCチャートの置換 
検索機能によって、SFCチャート上の文字列を置換できます。 
検索対象は、以下の文字列です。 

・ ステップ名称 

・ トランジション名称 

・ トランジション条件の変数名 

・ トランジション条件の ST条件式 

・ トランジション条件のトランジションプログラム名 

・ アクションブロックのブール型変数名 
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1 ［編集］メニューの［置換］を選択します。 
［SFCエディタ内の置換］ダイアログが表示されます。 

 

 
 
2 ［対象］コンボボックスに検索したい文字列、［置換］コンボボックスに置換した
い文字列を入力します。 
必要に応じて［完全に同一な対象のみ］または［大文字と小文字を区別］の検索
オプションをチェックします。 

3 ［次を検索］をクリックし、検索対象を確認して［置換］をクリックします。 
一括で置換する場合は、［すべて置換］をクリックします。 

 

3－3－3 クロスリファレンスレポート 
プログラムで使用されているアドレスの一覧を表示します。 
また、アドレスが SFCチャートのどの SFC要素に対応しているかを確認できます。 
 
注： クロスリファレンスレポート機能については、CX-Programmerオペレーションマニュア

ル（No.SBCA-337）を参照してください。 
 

1 ［表示］メニューの［クロスリファレンスレポート］を選択します。 
［クロスリファレンスレポート］ウィンドウが表示されます。 

2 ［レポート種別］コンボボックス、および［エリア種別］コンボボックスでレポー
トの作成条件を設定します。 

3 ［レポート作成］をクリックします。 
 
 

3－3－4 クロスリファレンスポップアップ 
SFCチャートの選択された SFC要素、または変数などに使用されているアドレスか
ら同じアドレスを使用している SFC要素、または変数を表示します。 
 
注： クロスリファレンスポップアップ機能については、CX-Programmerオペレーションマニ

ュアル（No.SBCA-337）を参照してください。 
 
1 ［表示］｜［ウィンドウ］｜［クロスリファレンスポップアップ］メニューを選択
します。 
［クロスリファレンスポップアップ］ウィンドウが表示されます。 

2 SFCチャート上の SFC要素、または変数を選択します。 
［クロスリファレンスポップアップ］ウィンドウの［アドレス］に選択対象のア
ドレスが表示されます。 

3 ［検索実行］をクリックします。 
 



3－4 オフラインプログラムチェック 
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 3－4 オフラインプログラムチェック 
 

3－4－1 SFCプログラムのプログラムチェック 
SFCプログラムをチェックします。 
1 プロジェクトワークスペース上の SFCプログラムを右クリックし、ポップアップ
メニューから［コンパイル（プログラムチェック）］を選択します。 

 

 
 
アウトプットウィンドウの［コンパイル（プログラムチェック）］タブにプログラ
ムのチェック結果が表示されます。 
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3－4－2 プログラム全体チェック 
SFCプログラム、およびアクションプログラムで使用しているラダープログラムやST
プログラムなどを含めたプログラム全体をチェックします。 
1 ［PLC］メニューの［全プログラムコンパイル（チェック）］を選択します。 

 

 
アウトプットウィンドウの［コンパイル（プログラムチェック）］タブの表示にプ
ログラムのチェック結果が表示されます。 



3－5 その他 
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 3－5 その他 
 

3－5－1 配列変数について 
CX-Programmerでは配列変数を使用することができます。 
配列変数は、同じデータ型である複数個のデータの集まりを扱うことができます。配
列変数の個々の値を指定するには、添字付き変数名で記述します。 
 

● 記述例：変数名［添字］ 
配列変数の添字は、配列変数の含まれる複数個データの何番目の値であるかを指定し
ます。 

 
例：bflag[5]  （数値による指定） 
例：bflag[a]  （変数による指定） 
例：bflag[a+b]  （変数と四則演算による指定） 

 

・ CJ2 CPUユニット以外を使用するときは、SFCプログラム、ラダープログラム、お
よび SFCプログラム内のアクションプログラム、トランジションプログラムのラダ
ープログラムでは、数値のみの添字の指定になります。変数による添字の指定はでき
ません。 

・ STプログラムでは、数値、変数のどちらも添字の指定ができます。 

・ CJ2シリーズ CPUを使用する場合は、ラダープログラムで数値、変数のどちらも添
字の指定ができます。 

 
注： 配列変数については、CX-Programmerオペレーションマニュアル（No.SBCA-337）お

よび CX-Programmerオペレーションマニュアル ファンクションブロック編/ストラク
チャードテキスト編（No.SBCA-338）を参照してください。 

 

■ 配列変数の挿入 

1. プロジェクトワークスペース上の［変数テーブル］アイテムを右クリックし、ポッ
プアップメニューから［変数挿入］を選択します。 

 

 



3－5 その他 
3－5－2 印刷 
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2. 表示された［新規変数］ダイアログで変数を設定し、［詳細］をクリックします。 

 

 

 

3. 表示された［詳細設定］ダイアログの［配列変数］のチェックボックスをチェック
して配列の数を入力し、［OK］をクリックします。 

 

 
 

4. 表示された［新規変数］ダイアログで［OK］をクリックします。配列変数が［変
数テーブル］アイテムに挿入されます。 

3－5－2 印刷 
 
SFCビューの表示イメージや、SFCチャートに属するプログラム、サブチャートを
I/Oコメント付きで印刷することができます。 
詳しくは、CX-Programmerオペレーションマニュアル（SBCA-337）を参照してく
ださい。 
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 4－1 PLCと接続する 
 
PLCとパソコンを接続する方法について説明します。 
 

4－1－1 オンライン接続する 
SFCエディタを表示しているときに、オンラインへ切り替えます。 
1. ［PLC］メニューから［オンライン接続］を選択します。 
確認のメッセージが表示されます。 

 

 

 
2. ［はい］をクリックします。 
オンライン状態になり、オンラインの SFCエディタが表示されます（SFCエディ
タがグレイ表示され、オンライン接続されていることを示します）。 

 

 

 

4－1－2 オフラインに切り替える 

1 ［PLC］メニューから［オンライン接続］を選択します。 
オフライン状態になります。 

 

 



4－2 パソコンから PLCにプログラムを転送する 
4－1－2 オフラインに切り替える 
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 4－2 パソコンから PLCにプログラムを
転送する 

 
CX-Programmer から SFCプログラムを PLCへ転送する方法について説明します。 
プログラムを作成後、CX-Programmerを実機 PLCとオンライン接続し、実機 PLC
へプログラムを転送します。 
 
1. ［PLC］メニューから［転送］｜［転送［パソコン→PLC］］を選択します。［転
送オプション［パソコン→PLC］］ダイアログが表示されます。(*1) 

 

 
 

2. 転送する項目を選択します。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。転送が開始されます。 
 
*1: ［PLC］メニューから［部分転送］｜［タスク転送［パソコン→PLC］］を選択すること
で、タスク単位でプログラムを転送することができます。 
ただし、SFCプログラムを割り付けたタスクは部分転送できません。 

 
注： SFCプログラムや STプログラムをタスクに割り付けて PLCに転送した場合、

CX-Programmer Ver.7.0以前ではそのプログラムを読み出すことはできません。 
 
プログラムの転送の詳細については、CX-Programmerオペレーションマニュアル
（SBCA-337）を参照してください。 
 

 
 

他ノードへプログラムを転送するときや、I/Oメモリを変更する 

操作をするときは、変更先ノードの安全を確認してから行って 

ください。 

 

けがをする恐れがあります。 

 



4－2 パソコンから PLCにプログラムを転送する 
4－1－2 オフラインに切り替える 
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お願い ・設備に影響がないことを確認してから、PLC 本体の動作モードを切り替えてくだ
さい。 

・作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してく
ださい。プログラムを転送する前に、必ずプログラムチェックを行ってください。

・プログラム転送で転送方向を間違えると、大切なプログラムが消去されます。実
行前に、必ず、転送方向を確認してください。 

 



4－3 PLCからパソコンにプログラムを転送する 
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 4－3 PLCからパソコンにプログラムを
転送する 

 
PLCから CX-Programmer へ SFCプログラムを転送する方法について説明します。 
 
1. ［PLC］メニューから［転送］｜［転送［PLC→パソコン］］を選択します。［転
送オプション［PLC→パソコン］］ダイアログが表示されます。(*1) 
 

 

 
 

2. 転送する項目を選択します。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。転送が開始されます。 
 
*1: ［PLC］メニューから［部分転送］｜［タスク転送［PLC→パソコン］］を選択すること
で、タスク単位でプログラムを転送することができます。 
ただし、SFCプログラムや STプログラムを割り付けたタスクは部分転送できません。 

 
プログラムの転送の詳細については、CX-Programmerオペレーションマニュアル
（SBCA-337）を参照してください。 



4－4 プログラムを照合する 
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 4－4 プログラムを照合する 
 

CX-Programmer プロジェクトの SFCプログラムと PLC内の SFCプログラムを比
較し、違いを確認する方法について説明します。 
 
1. ［PLC］メニューから［転送］｜［照合［パソコン－PLC］］を選択します。［照
合オプション］ダイアログが表示されます。(*1) 
 

 

 
 

2. 転送する項目を選択します。 
3. ［OK］ボタンをクリックします。照合が開始され、照合結果が表示されます。 

 

 
4. プログラムの詳細な比較結果を表示するには、比較したい箇所にカーソルを移動さ
せて［詳細表示］をクリック、または該当箇所をダブルクリックします。(*2) 

 
*1: ［PLC］メニューから［部分転送］｜［タスク照合［パソコン－PLC］］を選択すること
で、タスク単位でプログラムを照合することができます。 
ただし、SFCプログラムや STプログラムを割り付けたタスクは部分転送できません。 

*2: SFCプログラムでは、照合結果の一致/不一致のみを見ることができます。 
 
プログラムの照合の詳細については、CX-Programmerオペレーションマニュアル
（SBCA-337）を参照してください。 

 



4－5 モニタリングする 
4－5－1 モニタリングを開始する 
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 4－5 モニタリングする 
 
PLCの状態やプログラムをモニタする際に行う基本操作について説明します。プログ
ラムをデバッグする際の操作については、第 5章を参照してください。 
 

4－5－1 モニタリングを開始する 

1. 前述のオンライン接続を実行します。  
2. プロジェクトワークスペースからモニタするプログラムを選択することで、そのプ
ログラムをモニタリングできます。 
 

■ 動作モードの切替 

PLCの動作モードを変更するときは、次のようにモードを選択します。 
プログラムモード： ［PLC］｜［動作モード］｜［プログラム］ 
モニタモード：   ［PLC］｜［動作モード］｜［モニタ］ 
運転モード：   ［PLC］｜［動作モード］｜［運転］ 

 
動作モードによる機能の違いは次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 

4－5－2 SFCエディタのモニタリング 
 
1. 前述のオンライン接続を実行します。 
次に示すような、SFCエディタでのモニタ画面が表示されます。(*1) (*2) (*3) (*4) 

 

 

 

動作モード名 プログラムの実行 オンラインエディッ
ト 

プログラム × ○ 
モニタ ○ ○ 
運転 ○ × 



4－5 モニタリングする 
4－5－2 SFCエディタのモニタリング 
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2. モニタリングを終了させる場合は、［PLC］メニューから［モニタ］｜［モニタリ
ング］を選択してください。 
 

*1: PLCの動作状況に従い、活性状態のステップ要素と実行中のアクション要素は黄緑色で表
示されます。なお、表示色は［ツール］｜［オプション］｜［表示］で変更できます。 

*2: 動作モードが「モニタ」または「運転」モードのときは、PLCの動作状況に従い、現在値
が変わります（現在値モニタ）。 

*3: ステップが非活性状態でも、S系アクションクォリファイア（S、SL、SD）のアクション
の活性状態がわかります。 

 

 
 
*4: アクションブロックが非表示のときでも、ステップが非活性状態のときの S系アクション

クォリファイア（S、SL、SD）のアクションの活性状態がわかります。 
 

 

 
 

■ 活性状態のステップをモニタリングする 

活性状態のステップを自動的に画面に表示できます。 
 
1 前述のオンライン接続を実行します。 
2 ［ツール］メニューから［オプション］｜［SFC］を選択してください。 
 



4－5 モニタリングする 
4－5－2 SFCエディタのモニタリング 

4-9 

4 

オ
ン
ラ
イ
ン
操
作 

 
 
3 ［自動的に活性中ステップを画面表示する］のチェックボックスをチェックして、
［OK］をクリックします。画面に表示している SFCエディタの遷移状態にした
がって、活性状態のステップがスクロールによって自動的に表示されます。 

 

 

 
 



4－5 モニタリングする 
4－5－3 アクション/トランジションプログラムのモニタリング 
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4－5－3 アクション/トランジションプログラムのモニタリング 
 
アクションとトランジションのラダープログラムをモニタリングできます。 
STプログラムはモニタリングできません。 
 

■ ラダープログラムの実行状態をモニタリングする 

1. オンライン接続中に、プロジェクトワークスペース上からモニタするアクション、
またはトランジションをダブルクリックし、編集ウィンドウを表示します。(*1) 
 

 

 
 

2. アクションブロックが非表示のとき、SFCチャートダイアグラム内のアクション
ブロックの数をクリックするとスピンボックスが表示されます。スピンボックスの
数値を切り替えると、プログラムビューのアクションプログラムの表示が切り替わ
ります。 

 

 

 
 
詳細は、3-2-3項「ステップ（またはイニシャルステップ）へのアクションの追加」を参照して
ください。 

 



      

 

第5章 

デバッグ操作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5－1 オンラインエディット 
5－1－1 SFCチャートのオンラインエディット 
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 5－1 オンラインエディット 
 
PLC（CPUユニット）が運転中（モニタモード）の場合でも、SFCプログラムの内
容を変更することができます。 
これにより、24時間稼動など、運転を停止できない装置においても、SFCプログラム
自体のデバッグ/変更が可能となります。 
 

5－1－1 SFCチャートのオンラインエディット 
 
PLCが運転モード以外のときに、SFCチャートをオンラインエディットできます 
 

■ オンラインエディットを開始する 

1. モニタリングを開始します。 
2. プロジェクトワークスペース上から、編集する SFCプログラムを選択して SFCエ
ディタに表示させます。 
 

 

 
 



5－1 オンラインエディット 
5－1－1 SFCチャートのオンラインエディット 
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3. ［プログラム］｜［オンラインエディット］｜［開始］を選択します。SFCプロ
グラムが編集可能な状態になります。 

 

 
 

4. SFCプログラムの編集を開始してください。編集操作については、オフラインの
場合と同じです。 

注：オンラインエディット時にはいくつかの注意点があります。後述の「オンラインエディッ
トにおける制限事項」を参照してください。 

 

■ 変更を転送する 

1. 編集終了後、［プログラム］｜［オンラインエディット］｜［変更を転送］を選択
します。以下の［変更を転送］ダイアログが表示されます。 

 

 
 

2. 転送モードを選択し、［OK］をクリックします。編集した SFCプログラムが PLC
に転送されます。 
転送モードの詳細は、後述の「●転送モードについて」、「●転送モードの使い分
けについて」を参照してください。 



5－1 オンラインエディット 
5－1－1 SFCチャートのオンラインエディット 
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3. 転送終了後、SFCプログラムは自動的に編集不可能な状態に戻ります。追加で編
集作業を行う場合は、再度オンラインエディットの開始から始めてください。 

 
● 転送モードについて 

・ 標準モード 

SFCプログラムの SFCソースコードとオブジェクトコードをともに PLC（CPUユニ
ット）に転送します。 
「標準モード」では、転送するデータ量により、転送に時間がかかることがあります。
その間は次の編集および転送操作を行うことができません。 

・ クイックモード 

SFCプログラムのオブジェクトコードのみを PLC（CPUユニット）に転送します。
SFCソースコードは転送しません。 
「クイックモード」では、オブジェクトコードのみを転送するため、「標準モード」
より高速で転送が可能です。 
「クイックモード」でオブジェクトコードを転送した後は、①「SFCソース転送」を
実行するとき、または②オフラインに切り替えるときに、SFCプログラムの SFCソ
ースコードを PLC（CPUユニット）に転送します。変更を転送後、オフライン状態
に切り替えるまで、画面下に、「SFCソースコードが転送されていないこと」を示す
黄色のマークが表示されます。SFCソースコード転送終了後、黄色のマークが消えま
す。 
 

● 転送モードの使い分けについて 
基本的に、頻繁に連続してオンラインエディットをするとき以外は、「標準モード」
で転送をしてください。転送に時間がかかるときは、できるだけ PLCとの通信速度を
上げて、転送処理を行ってください。 
それでも転送時間がかかりすぎて、デバッグに支障がある場合（デバッグ時に頻繁に
連続してオンラインエディットをするときなど）は、例外的に、以下の「クイックモ
ード（SFCソースコードの転送なし）の制約」を十分ご理解いただいた上で、「クイ
ックモード」で転送してくさい。 
 

使用上の

注意 

 

SFCプログラムの SFCソースコードを転送していない状態では、CX-Programmerは、

SFCチャートダイアグラムを含めた正しいプログラムを次にアップロードすることが

できません。 

したがって、オンラインエディット時に「クイックモード」で SFCプログラムの変更

内容を転送した後、オフラインに切り替える前＝SFCソースコード転送終了前）に、

万一パソコン（CX-Programmer）のダウン、または PLC本体の電源断が発生した場合、

CX-Programmerがプログラムをアップロードできない状態に陥る可能性がありますの

で、ご注意ください。 
 
このような場合、以下に示す操作によって、SFCソースコードを再度転送することが
できる場合があります。 



5－1 オンラインエディット 
5－1－1 SFCチャートのオンラインエディット 
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● バックアッププロジェクトからソースコードを転送する方法 

1. CX-Programmerを起動します。 
2. SFCソースコードの転送を以前クイックモードで行い、転送に失敗したプロジェ
クトがある場合は、次のようなメッセージが表示されます。 

  
3. [OK]ボタンをクリックすると、以前クイックモードで転送を行ったバックアッププ
ロジェクトが起動します。 

4. 以前クイックモードで転送した PLCへオンライン接続します。次のようなメッセ
ージが表示されます。 

 
5. [はい]ボタンをクリックします。運転モード以外の場合、プロジェクトと PLC間で
プログラムの照合を行い、照合が一致したら SFCソースコードの転送を行います。
運転モードの場合は、動作モードを運転モード以外に変更してから、メニューより
SFCソースコードの転送を行ってください。 

 
● 手動で SFCソースコードを転送する方法 

1. CX-Programmerを起動し、SFCソースコードを転送するプロジェクトファイルを
開きます。 

2. 以前クイック転送を実行した PLCにオンライン接続します。CX-Programmerの
ステータスバーに、[ソース不一致]と表示され、黄色点滅します。 

3. ［プログラム］｜［オンラインエディット］｜［SFC/STソース転送］を選択しま
す。STソースコードの転送ダイアログボックスが表示されます。 

4. ［OK］ボタンをクリックします。 
パソコン内に自動的にバックアップされていたSFCソースコードと、実機PLC内のオブ
ジェクトコードを照合し、一致した場合、SFCソースコードの転送を行うことができます。 

参考 

 

通常、CX-Programmerはプログラム転送前に、プログラムコード（SFCソースコード）

を CPUユニットが実行可能なコード（オブジェクトコード）に変換（コンパイル）し

て、その両方を転送します。 

なお、CPUユニットは、プログラムの SFCソースコードおよびオブジェクトコードを

ユーザメモリおよび内蔵フラッシュメモリに保存します。この両方のコードが保存さ

れている場合のみ、CX-Programmerは CPUユニットからの転送操作によって、転送

したプログラムを復元することができます。 

  

■ キャンセル 

1 編集した SFCプログラムの内容を破棄する場合は、［プログラム］｜［オンライ
ンエディット］｜［取消］を選択します。編集した SFCプログラムは PLCに転
送されず、編集前の状態に戻ります。 
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■ CPUユニット動作への影響 

「モニタ」モードのときに（CPUユニットが運転中に）、オンラインエディットを行うと、 
1）CPUユニットのプログラムを書き替えたときに、CPUユニットのサイクルタイム
が、複数サイクルにわたって延びます。 

2）オンラインエディット完了後に、実行結果を内蔵フラッシュメモリにバックアップ
するため、さらにサイクルタイムが延びます（この間、CPUユニット前面の BKUP 
LEDが点灯し、CX-Programmerでは進行状況が表示されます）。 

 
オンラインエディットによるサイクルタイムの最大延び時間は、以下のとおりです。 
 

サイクルタイムの最大延び時間 
1）オンラインエディット中 2）バックアップ中 

最大 12ms サイクルタイムの 4% 
 

使用上の

注意 

 

「モニタ」モードでオンラインエディットによるプログラム書き換え時にサイクルタ

イムが延び、その結果 PLCシステム設定で設定した「サイクルタイム監視時間」を超

えることがないようにしてください。もし超えた場合、「サイクルタイムオーバー」

エラーとなり、CPUユニットの運転が停止します。再度運転する場合、「プログラム」

モードにした後、再び「運転」または「モニタ」モードに戻してください。 

 

■ オンラインエディットにおける制限事項 

オンラインエディットにおける制限事項は以下のとおりです。 

・ CJ2 CPUユニットを除く CS/CJシリーズでは、オンラインエディット可能な SFCプ
ログラム（アクションプログラム、トラジションプログラム）のサイズは４Kステッ
プまでです。 

・ CJ2 CPUユニットを除く CS/CJシリーズでは、1回のオンラインエディットで変更
できる増減サイズは、0.5Kステップです。 

・ オンラインエディット後、CPUユニットが内蔵フラッシュメモリへのバックアップを
完了するまで（CPUユニット前面の BKUP LEDが点灯から消灯に変わるまで）、PLC

本体の電源を OFFにしないでください。 

バックアップ完了前に（CPUユニット前面の BKUP LEDが点灯中に）PLC本体の電
源を OFFにすると、バックアップが行われず、プログラムはオンラインエディット
前の状態に戻ります。 

・ オンラインエディットでファンクションブロックを変更することはできません。 

また、オンラインエディットでファンクションブロック定義およびファンクションブ
ロックインスタンスを追加/削除することはできません。 

・ オンラインエディットで追加したステップやトランジションに割り当てられるアド
レスは、オンラインエディット完了後に初期化されます。 

・ SFCチャートに、アクションプログラムまたはトランジションプログラムを新規追加
する場合は、次のように 2回に分けてオンラインエディットを行ってください。 

１）1回目のオンラインエディットで、SFCプログラムに、アクションプログラムま
たはトランジションプログラムを新規追加し、PLCへ変更を転送する。 

２）2回目のオンラインエディットで、SFCチャートに、１）で追加したアクション
プログラムまたはトランジションプログラムを追加し、PLCに SFCチャートを
転送する。 
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・ サブチャートのオンラインエディットはできません。 

 

■ オンラインエディット時の注意事項 

・ ステップが状態遷移した同サイクルでオンラインエディットによる SFCチャートの
変更が実行された場合、非活性になったステップの P0アクションやファイナルスキ
ャンは実行されません。また、活性化したステップの P、P1アクションも実行され
ません。 

 

5－1－2 アクション/トランジションのオンラインエディット 
PLCが運転モード以外のときに、アクションとトランジションのラダープログラムお
よび STプログラムをオンラインエディットできます。 
 
注： アクション/トランジションをオンラインエディットしているときは、SFCチャート全体
を編集することはできません。 

 

■ オンラインエディットを開始する 

1. モニタリングを開始します。 
2. プロジェクトワークスペース上から、編集するアクション、またはトランジション
をダブルクリックし、編集ウィンドウを表示します。 

3. ［プログラム］｜［オンラインエディット］｜［開始］を選択します。プログラム
が編集可能な状態になります。 

 
注： オンラインエディット中は、1つのアクションまたはトランジションのみを編集できます。 
 

 

 
 
4. プログラムの編集を開始してください。編集操作については、オフラインの場合と
同じです。(*1) (*2) 

*1: ラダープログラムの編集は、プログラムビューで行ってください。 
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*2: ラダープログラムの編集については、CX-Programmer オペレーションマニュアル
（SBCA-337）を参照してください。 

 

■ 変更を転送する 

1. 編集終了後、［プログラム］｜［オンラインエディット］｜［変更を転送］を選択
します。以下の［変更を転送］ダイアログが表示されます。 
 

 

 
 

2. 転送モードを選択し、［OK］をクリックします。編集したラダーまたは STプロ
グラムが PLCに転送されます。 

3. 転送終了後、ラダーまたは STプログラムは自動的に編集不可能な状態に戻ります。
追加で編集作業を行う場合は、再度オンラインエディットの開始から始めてください。 
 

■ キャンセル 

1. 編集したラダーまたは STプログラムの内容を破棄する場合は、［プログラム］｜
［オンラインエディット］｜［取消］を選択します。編集したラダーまたは STプ
ログラムは PLCに転送されず、編集前の状態に戻ります。 



5－1 オンラインエディット 
5－1－3 アクション/トランジションの追加 

5-9 

5 

デ
バ
ッ
グ
操
作 

 

5－1－3 アクション/トランジションの追加 
新しいアクション/トランジションのオンラインエディットを行う場合は、以下の操作
でアクション/トランジションを追加してから、5-1-1項「SFCチャートのオンライン
エディット」の手順で、追加したアクション/トランジションのオンラインエディット
を行ってください。 
 
1. プロジェクトワークスペース上から追加する SFC要素のフォルダを選択します。
アクションの場合は［アクションプログラム］、トランジションの場合は［トラン
ジションプログラム］を選択します。 

 

 

 
 
2. フォルダを選択した状態で、［プログラム］｜［オンラインエディット］｜［開始］
を選択します。 

 

 

 
選択した SFC要素を追加できる状態になります。 

 
注： アクション/トランジションをオンラインエディットしているときは、SFCチャート全体
を編集することはできません。 
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3. SFCチャートのオンラインエディットで、追加した SFC要素を使用してプログラ
ムできます。 
SFC要素を追加したときは、SFCチャートのオンラインエディットを行う前に変
更内容を PLCに転送する必要があります。 
詳細は、5-1-1項「SFCチャートのオンラインエディット」を参照してください。 

 
注： オンラインエディット中は、1つのアクションまたはトランジションのみを編集できます。 
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 5－2 強制セット/リセット 
 

5－2－1 トランジションの強制セット/リセット 
PLCが運転モード以外のときに、トランジションを強制セット/リセットすることによ
り、強制的にステップの状態を遷移させたり、遷移を止めたりすることができます。 
強制セットでトランジションフラグが ON状態となり、強制リセットで OFF状態と
なります。 
設定した ONまたは OFFの状態は、強制解除するか、再度、強制セット/リセットの
操作を行うまで保持されます。外部入力やプログラムの処理結果でも変更されません。 
 

■ トランジションを強制セット/リセットする 

1. SFCエディタから、強制セット/リセットするトランジションを選択し、右クリッ
クします。 

2. ポップアップメニューから［強制セット/リセット］｜［セット］または［強制セ
ット/リセット］｜［リセット］を選択します。選択したトランジションが強制セ
ット/リセットされます。 
 

 

 
 
このとき、トランジションには以下のように強制セット/リセットされたことを示
す記号が表示されます。 
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■ トランジションの強制状態を解除する 

1. SFCエディタで、強制セット/リセット状態を解除するトランジションを選択し、
右クリックします。 

2. ポップアップメニューから［強制セット/リセット］｜［キャンセル］を選択しま
す。選択したトランジションの強制セット/リセット状態が解除されます。 

 

■ すべての強制状態を解除する 

1. ［PLC］メニューから［強制セット/リセット］｜［すべて解除］を選択します。
トランジションを含むすべての I/Oメモリの強制セット/リセットが解除されます。 

 

使用上の

注意 

 

ステップが状態遷移した際に、活性化したステップの後続のトランジションフラグが

強制セットされていた場合、そのステップは直ちに状態遷移が行われ、アクションは

実行されません。トランジションフラグの強制セットは直前のステップの状態を強制

的に遷移させるとき以外は必ず強制セットの状態をキャンセルしておいてください。

 

5－2－2 ステップの強制セット/リセット 
 
PLCが運転モード以外のときに、ステップを強制セット/リセットすることにより、強
制的にステップを活性状態/非活性状態にできます。 
強制セットでステップが活性状態となり、強制リセットで非活性状態となります。 
設定した活性または非活性状態は、強制解除するか、再度、強制セット/リセットの操
作を行うまで保持されます。外部入力やプログラムの処理結果でも変更されません。 
ステップを強制セットすると、そのステップに割り当てられたアクションは活性状態
になります。ステップを強制リセットすると、そのステップに割り当てられたアクシ
ョンは非活性状態になります。 
 
注： 各アクションクォリファイアの動作は、ステップが通常の動作で活性状態になったときと
同様です。 

 

■ ステップを強制セット/リセットする 

1. SFCエディタ上から、強制セット/リセットするステップを選択し、右クリックし
ます。 

2. ポップアップメニューから［強制セット/リセット］｜［セット］または［強制セ
ット/リセット］｜［リセット］を選択します。選択したステップが強制セット/リ
セットされます。 
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このとき、ステップには以下のように強制セット/リセットされたことを示す記号
が表示されます。 
 

 
 

■ ステップの強制状態を解除する 

1. SFCエディタで、強制セット/リセット状態を解除するステップを選択し、右クリ
ックします。 

2. ポップアップメニューから［強制セット/リセット］｜［キャンセル］を選択しま
す。選択したステップの強制セット/リセット状態が解除されます。 
 

■ すべての強制状態を解除する 

1. ［PLC］メニューから［強制セット/リセット］｜［すべて解除］を選択します。
ステップを含むすべての I/Oメモリの強制セット/リセットが解除されます。 
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 5－3 ステップタイマの現在値変更 
 
PLCが運転モード以外のときに、SFCプログラムのステップ活性時に動作するステッ
プタイマの現在値を変更できます。 
 

■ ステップタイマの現在値を変更する 

1. SFCエディタから、ステップタイマの現在値を変更するステップを選択し、右ク
リックします。 

2. ポップアップメニューから［ステップタイマ現在値変更］を選択します。 
［ステップタイマ現在値変更］ダイアログが表示されます。 
 

 

 
 

3. ［ステップタイマ現在値変更］ダイアログで、タイマ値を任意の値（0-65535秒ま
たは 0-6553.5秒）に変更し、［OK］をクリックします。変更内容が PLCに反映
されます。 
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 5－4 シミュレータオンライン接続 
 
PLCシミュレーション機能を使用し、作成したプログラムを実機 PLCに接続するこ
となく動作を確認することができます。 

 

5－4－1 シミュレータの起動と終了 

■ シミュレータの起動 

1. CX-Programmerを起動します。 
2. 作成済みのプログラムを読込みます。 
3. ［シミュレーション］メニューから［シミュレータオンライン接続］を選択します。 
シミュレータと CX-Programmerがオンライン状態になります。続けて［転送オプ
ション［パソコン→PLC］］ダイアログボックスが表示されます。 

4. ［OK］ボタンをクリックすると、シミュレータにプログラムが転送されます。 
データ送信を完了すると、［転送完了］と表示されます。 

5. ［OK］ボタンをクリックすると、オンライン接続は完了です。 
6. ［PLC］メニューから[動作モード]｜[モニタ]を選択し、モニタモードにします。 

 
■ シミュレータの終了 

1. ［シミュレーション］メニューから［シミュレータオンライン接続］を選択します。 
シミュレータと CX-Programmerがオフライン状態になります。 

2. [シミュレーション]メニュー｜［シミュレータ終了］を選択します。 
シミュレータが終了します。 

 
■ 制限事項 

SFCチャート、アクションラダー/ST、トランジションラダー/ST、サブチャートでは、
ステップ実行、ブレークポイントなどのシミュレータのデバッグ機能は使用できませ
ん。 
また、シミュレータ使用時にオンラインエディットはできません。 
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付録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
SFC関連の命令仕様を記述します。 
仕様の見方については、CS/CJ/NSJシリーズ コマンドリファレンスマニュアル
（SBCA-351）を参照してください。 
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付－1－1 ステップ活性化命令 SA／ステップ非活性化命令 SE 

付-2 

付 

付
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付－1 ステップ制御命令の仕様 
 

ステップ制御命令は、SFCプログラムのステップ・サブチャートの活性状態を制御します。 
以下の 2つの命令があります。 
命令名称 ニモニック 概要 
ステップ活性化命令 SA 指定のステップ・サブチャートを活性化状態にし、アクションの実行を開始させます。
ステップ非活性化命令 SE 指定のステップ・サブチャートを非活性状態にし、アクションの実行を停止させます。

ステップ制御命令による状態の遷移は以下となります。 

 
活性状態 

非活性状態 

SA 

アクション実行あり 

N Action1 Step ● 

N Action1 Step 

アクション実行なし 

SE 

 
注：「●」はステップの活性状態を表しています。 

例 1：Step2にある Action1から Step4を活性状態にすることができます。 
 

SA 

Step4.X 
N Action1 

Step1 

Step2 ● 

Step4 Step5 

Step3 

活性化 

 

 
例 2：サブチャートステップを指定すると、サブチャートを活性化させることもできます。 
 

SA 

Step3.X 
N Action1 

Step1 

Step2 ● 

Step4 Step5 

Step3 活性化 

 

 
ステップ制御命令（SA/SE）の使用用途については、2-3-1項「ステップ」を参照してください。 
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付－1－1 ステップ活性化命令 SA／ステップ非活性化命令 SE 

SA命令 

概要 
SFC チャートで使用している非活性状態のステップ
を活性化します。 
 

シンボル 

SA 

D 
 

D：ステップフラグ 

機能の説明 
Dで指定したステップを活性化させます。 

 
活性状態 

非活性状態 

SA 

アクション実行あり 

N Action1 Step ● 

N Action1 Step 

アクション実行なし  

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 SA 

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 @SA 

都度リフレッシュ指定 なし 

 

SE命令 

概要 
SFC チャートで使用している活性状態のステップを
非活性化します。 
 

シンボル 

SE 

D 
 

D：ステップフラグ 

機能の説明 
Dで指定したステップを非活性化させます。 

 
活性状態

非活性状態

アクション実行あり 

N Action1 Step ● 

N Action1 Step 

アクション実行なし 

SE 

 

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 SE 

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 @SE 

都度リフレッシュ指定 なし 

使用制限 
SA／SE共通 

 
領域 

ファンク
ションブ
ロック定
義内 

ブロック
プログラ
ム領域 

工程歩進
プログラ
ム領域 

サブルー
チンプロ
グラム領
域 

割 込 タ
ス ク プ
ロ グ ラ
ム領域 

使用 可 可 可 可 可 

コンディションフラグの動き 
名称 ラベル 内容 

エラーフラグ P_ER OFF 

注： 
・ステップフラグは「[ステップ名].X」で指定します。詳細は 2-3-1項「ステップ」を参照してください。 
・サブチャート内のステップを指定することはできません。 
・本命令はプログラミングコンソール(プロコン)で入力・表示できません。「?」と表示されます。 

 



付－1 ステップ制御命令の仕様 
付－1－1 ステップ活性化命令 SA／ステップ非活性化命令 SE 
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動作説明 
（例） 
接点 W0.0 を ON すると、Step4 を活性化します。 

 

SA 

Step4.X 
N Action1 

Step1 

Step2 ● 

Step4 Step5 

Step3 

活性化 

W0.0 

 
接点 W0.1 を ON すると、Step3(サブチャートステップ)を活性化します。 

 

SA 

Step3.X 
N Action1 

Step1 

Step2 ● 

Step4 Step5 

Step3 活性化 

W0.1 



付－1 ステップ制御命令の仕様 
付－1－2 ステップタイマ現在値読出命令 TSR／ステップタイマ現在値変更命

令 TSW 

付-5 
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付－1－2 ステップタイマ現在値読出命令 TSR／ステップタイマ現在値
変更命令 TSW 

TSR命令 

概要 
ステップタイマの現在値を読み出します。 

シンボル 

TSR 

S 

D 
 

S：ステップタイマ 
D：ステップタイマ現在値格納先 CH番号 

機能の説明 
S で指定したステップのステップタイマの現在値を
Dに格納します。 

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 TSR 

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 @TSR 

都度リフレッシュ指定 なし 

使用制限 
 
領域 

ファンク
ションブ
ロック定
義内 

ブロック
プログラ
ム領域 

工程歩進
プログラ
ム領域 

サブルー
チンプロ
グラム領
域 

割 込 タ
ス ク プ
ロ グ ラ
ム領域 

使用 可 可 可 可 可 

データ内容 
エリア S D 

CIO（入出力リレー
など） 

 0000～6143 

内部補助リレー  W000～W511 
保持リレー ステップタイマ H000～H511 
特殊補助リレー  A448～A959 
データメモリ  D00000～D32767 
拡張データメモリ  E00000～E32767 

En_00000～
En_32767 
（n=0～C） 

定数  #0000～#FFFF 
（BINデータ） 

コンディションフラグの動き 
名称 ラベル 内容 

エラーフラグ P_ER OFF 

注： 
・ステップタイマは「[ステップ名].T」で指定します。
詳細は 2-3-1項「ステップ」を参照してください。 
・本命令の使用用途については、2-3-1 項「ステップ」
を参照してください。 
・本命令はプログラミングコンソール(プロコン)で入
力・表示できません。「?」と表示されます。 

 

TSW命令 

概要 
ステップタイマの現在値を変更します。 

シンボル 

TSW 

S 

D 
 

S：ステップタイマ変更値格納先 CH番号 
D：ステップタイマ 

機能の説明 
D で指定したステップのステップタイマの値を S で
指定した値に変更します。 

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 TSW 

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 @TSW 

都度リフレッシュ指定 なし 

使用制限 
 

領域 
ファンク
ションブ
ロック定
義内 

ブロック
プログラ
ム領域 

工程歩進
プログラ
ム領域 

サブルー
チンプロ
グラム領
域 

割 込 タ
ス ク プ
ロ グ ラ
ム領域 

使用 可 可 可 可 可 

データ内容 
エリア S D 

CIO（入出力リレー
など） 

0000～6142  

内部補助リレー W000～W510  
保持リレー H000～H510 ステップタイマ 
特殊補助リレー A448～A958  
データメモリ D00000～D32766  
拡張データメモリ E00000～E32766 

En_00000～
En_32766 
（n=0～C） 

 

定数 &0～65535  

コンディションフラグの動き 
名称 ラベル 内容 

エラーフラグ P_ER OFF 

注： 
・ステップタイマは「[ステップ名].T」で指定します。
詳細は 2-3-1項「ステップ」を参照してください。 
・本命令の使用用途については、2-3-1 項「ステップ」
を参照してください。 
・本命令はプログラミングコンソール(プロコン)で入
力・表示できません。「?」と表示されます。 

 



付－1 ステップ制御命令の仕様 
付－1－2 ステップタイマ現在値読出命令 TSR／ステップタイマ現在値変更命令 TSW 
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動作説明 
（例） 
接点 W0.0 を ON すると、Step2 のステップタイマ現在値を 100 に変更します。 

 

TSW 

&100 

Step2.T 

W0.0 

N Action1 

Step1 

Step2 ● 

Step4 Step5 

Step3 

「●」活性状態のステップを表しています。 
 

 
 

 
  



付－2 SFCタスク制御命令の仕様 
付－2－1 SFCタスク実行命令 SFCON／SFCタスク終了命令 SFCOFF 
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付－2 SFCタスク制御命令の仕様 
 

SFCタスク制御命令を用いて以下のような制御をすることができます。 
・SFCタスクの実行を終了する(SFCOFF) 
・SFCタスクの実行を一時停止し、出力をリセットする(SFCPR) 
・SFCタスクの実行を一時停止し、出力を保持する(SFCPRN) 
・終了/一時停止した SFCタスクの実行を再開する(SFCON) 
 

SFC実行終了 
SFCOFF 

実行している SFCタスクを終了させます。 
SFCOFFで終了すると実行中のアクションの出力状態はすべて保持して、
処理を終了します。 
SFCON命令で実行を再開した場合、イニシャルステップから処理を開始
します。 

SFC タスク停止(リセッ
トあり) 
  SFCPR 

実行している SFCタスクを一時停止させます。 
SFCPR で終了すると実行中のタスク内の出力をすべてリセットして、処
理を一時停止します。 
本命令使用時に、リセット対象となるコイルを他のタスクで使用している

場合はご注意ください。 
SFCON命令で実行を再開した場合、前回停止したステップの活性状態か
ら処理を再開します。 
停止したステップのステップタイマは停止中もカウントし続けています。

SFC タスク停止(リセッ
トなし) 
  SFCPRN 

実行している SFCタスクを一時停止させます。 
SFCPRNで終了すると実行中のアクションの出力状態はすべて保持して、
処理を一時停止します。 
SFCON命令で実行を再開した場合、前回停止したステップの活性状態か
ら処理を再開します。 
停止したステップのステップタイマは停止中もカウントし続けています。

SFC実行開始 
SFCON 

SFCタスク制御命令によって終了あるいは一時停止されている SFCタス
クの実行を再開します。 

 
 

起動中 

終了 

SFCOFF 

SFC タスク 

SFCON 

起動中 

出力状態は保持 

イニシャルステップから開始 

起動中 

停止 

SFCPR

SFC タスク

SFCON

起動中 

出力状態はリセット 

停止前の状態から開始 

起動中 

停止 

SFCPRN 

SFC タスク 

SFCON 

起動中 

出力状態は保持 

停止前の状態から開始 

 
 



付－2 SFCタスク制御命令の仕様 
付－2－1 SFCタスク実行命令 SFCON／SFCタスク終了命令 SFCOFF 
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付
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付－2－1 SFCタスク実行命令 SFCON／SFCタスク終了命令 SFCOFF 

SFCON命令 

概要 
SFC タスク制御命令によって終了あるいは一時停止
されている SFCタスクの実行を再開します。 
 
 

シンボル 
SFCON 

N N：SFC タスク No. 

  
オペランドの説明 
サイクル実行タスクで CJ2の場合；N：&0～128（サ
イクル実行タスク No.0～128に対応） 
サイクル実行タスクで CJ2以外の場合；N：&0～31
（サイクル実行タスク No.0～31に対応） 
追加タスクの場合；N：&8000～8255（割込タスク
No.0～255に対応） 

機能の説明 
Nで指定した SFCタスクを起動します。 
終了状態の SFCタスクを起動した場合は、イニシャ
ルステップから実行を開始します。 
一時停止状態の SFCタスクを起動した場合は、停止
前の状態から実行を再開します。 

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 SFCON 

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 なし 

都度リフレッシュ指定 なし 

SFCOFF命令 

概要 
SFC プログラムが実行している状態を終了させます。
このとき、出力はすべて保持された状態で終了しま
す。終了した SFCタスクの実行を開始するとイニシ
ャルステップから処理が開始されます｡ 

シンボル 

SFCOFF

N N：SFC タスク No. 
 

オペランドの説明 
サイクル実行タスクで CJ2の場合；N：&0～128（サ
イクル実行タスク No.0～128に対応） 
サイクル実行タスクで CJ2以外の場合；N：&0～31
（サイクル実行タスク No.0～31に対応） 
追加タスクの場合；N：&8000～8255（割込タスク
No.0～255に対応） 
 

機能の説明 
Nで指定した SFCタスクを終了します。 
このとき、出力はすべて保持されています。 
SFCON命令によって実行を再開した場合、イニシャ
ルステップから実行を開始します。 
 

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 SFCOFF

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 なし 

都度リフレッシュ指定 なし 

使用制限 
SFCON／SFCOFF共通 

 
領域 

ファンク
ションブ
ロック定
義内 

ブロック
プログラ
ム領域 

工程歩進
プログラ
ム領域 

サブルー
チンプロ
グラム領
域 

割 込 タ
ス ク プ
ロ グ ラ
ム領域 

使用 可 可 可 可 可 

データ内容 
SFCON／SFCOFF共通 
タスク名称 オペラン

ド 
0~128（CJ2の場合） &0～&128サイクル実行タスク 
0~31（CJ2以外の場合） &0～&31 

追加タスク 0(割込タスク 0) &8000 
追加タスク 1(割込タスク 1) &8001 
…. … 
追加タスク 255(割込タスク 255) &8255 

コンディションフラグの動き 
名称 ラベル 内容 

エラーフラグ P_ER OFF 

 



付－2 SFCタスク制御命令の仕様 
付－2－1 SFCタスク実行命令 SFCON／SFCタスク終了命令 SFCOFF 
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付
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注： 
・SFC のタスク番号は、下図のようにプロジェクト
ワークスペースの SFCプログラムの右に表示され
ている番号をご指定下さい。 

 
 
また、下図のように割込みタスクに SFCプログラム
を作成し、追加タスクとしてご使用いただくことも
可能です。 
追加タスク機能に関しては CS/CJ シリーズ ユーザ
ーズマニュアル プログラミング編（No.SBCA-313）
をご参照ください。 
 

 
 
この場合の SFCタスク番号の指定は上記データ内容
表のように指定してください。 
上記｢追加タスク 1(割込タスク 1)｣の場合は、以下の
ようになります。 
 SFCON 

割込みタスク 01 

→&8001 

&8001 

 
・自 SFCタスクに対して本命令を使用することはで
きません。例えばサイクル実行タスク 0(タスク番
号 0)のプログラム上で 本命令がタスク番号 0を指
定することはできません。 

・本命令はプログラミングコンソール(プロコン)で入
力・表示できません。「?」と表示されます。 



付－2 SFCタスク制御命令の仕様 
付－2－2 SFCタスク停止命令（リセットあり） SFCPR／SFCタスク停止命令（リセットなし） 
SFCPRN 
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付－2－2 SFCタスク停止命令（リセットあり） SFCPR／SFCタスク停
止命令（リセットなし） SFCPRN

SFCPR命令 

概要 
SFC プログラムが実行している状態を一時停止させ
ます。このとき、出力をすべてリセットして停止し
ます。一時停止した SFCタスクの実行を開始すると、
前回停止したステップの活性状態から実行を再開し
ます。 

シンボル 
SFCPR 

N N：SFC タスク No. 

 
 
オペランドの説明 
サイクル実行タスクで CJ2の場合；N：&0～128（サ
イクル実行タスク No.0～128に対応） 
サイクル実行タスクで CJ2以外の場合；N：&0～31
（サイクル実行タスク No.0～31に対応） 
追加タスクの場合；N：&8000～8255（割込タスク
No.0～255に対応） 

機能の説明 
Nで指定した SFCタスクを一時停止します。 
このとき、停止した SFCタスクの出力はすべてリセ
ットされます。 
SFCON命令によって実行を再開した場合、前回停止
したときのステップの活性状態から実行を開始しま
す。 
 

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 SFCPR 

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 なし 

都度リフレッシュ指定 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SFCPRN命令 

概要 
SFC プログラムが実行している状態を一時停止させ
ます。このとき、出力はすべて保持された状態で停
止します。一時停止した SFCタスクの実行を開始す
ると、前回停止したステップの活性状態から実行を
再開します｡ 

シンボル 

SFCPRN

N N：SFC タスク No. 
 

オペランドの説明 
サイクル実行タスクで CJ2の場合；N：&0～128（サ
イクル実行タスク No.0～128に対応） 
サイクル実行タスクで CJ2以外の場合；N：&0～31
（サイクル実行タスク No.0～31に対応） 
追加タスクの場合；N：&8000～8255（割込タスク
No.0～255に対応） 

機能の説明 
Nで指定した SFCタスクを一時停止します。 
このとき、停止した SFCタスクの出力はすべて保持
されます。 
SFCON命令によって実行を再開した場合、前回停止
したときのステップの活性状態から実行を開始しま
す。 

実行条件／都度リフレッシュ指定 
ON時毎サイクル実行 SFCPRN

実行条件 
立ち上がり 1サイクル実行 なし 

都度リフレッシュ指定 なし 

使用制限 
SFCPR／SFCPRN共通 

 
領域 

ファンク
ションブ
ロック定
義内 

ブロック
プログラ
ム領域 

工程歩進
プログラ
ム領域 

サブルー
チンプロ
グラム領
域 

割 込 タ
ス ク プ
ロ グ ラ
ム領域 

使用 可 可 可 可 可 

データ内容 
SFCPR／SFCPRN共通 
タスク名称 オペランド 

0~128（CJ2の場合） &0～&128 サイクル実行タスク
0~31（CJ2以外の場合） &0～&31 

追加タスク 0(割込タスク 0) &8000 
追加タスク 1(割込タスク 1) &8001 
…. … 
追加タスク 255(割込タスク 255) &8255 

コンディションフラグの動き 
名称 ラベル 内容 



付－2 SFCタスク制御命令の仕様 
付－2－2 SFCタスク停止命令（リセットあり） SFCPR／SFCタスク停止命令

（リセットなし） SFCPRN 
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エラーフラグ P_ER OFF 

 
注： 
SFC のタスク番号は、下図のようにプロジェクトワ
ークスペースの SFCプログラムの右に表示されてい
る番号をご指定下さい。 

 
また、下図のように割込みタスクに SFCプログラム
を作成し、追加タスクとしてご使用いただくことも
可能です。 
追加タスク機能に関しては CJ2 CPU ユニットユ
ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル  ソ フ ト ウ ェ ア 編
（SBCA-350）および CS/CJシリーズユーザーズ
マニュアル プログラミング編（SBCA-313）をご
参照ください。 

 
 
この場合の SFCタスク番号の指定は上記データ内容
表のように指定してください。 
上記｢追加タスク 1(割込タスク 1)｣の場合は、以下の
ようになります。 
 

 SFCPR 

割込みタスク 01 

→&8001 

&8001 

 
・自 SFCタスクに対して本命令を使用することはで
きません。例えばサイクル実行タスク 0(タスク番
号 0)のプログラム上で 本命令がタスク番号 0を指
定することはできません。 

・本命令はプログラミングコンソール(プロコン)で入
力・表示できません。「?」と表示されます。 

 

SFCPR命令使用時の注意点 
・SFCPR 命令は、停止中のSFCタスクに対して
実行しないようにしてください。（＊1） 
停止中のSFCタスクにSFCPR 命令を実行して

しまった場合、そのSFCタスクにSFCON 命令
を実行しても、出力がリセットされ、タスクも
起動しません。 
そのような場合、もう1度SFCON 命令を同じタ
スクに対して実行すれば、SFCタスクは起動し
ます。 

＊1：停止中のSFCタスクにSFCPR命令を実行しな
いようにするには、タスクが実行中かどうか、
タスクフラグを用いて確認してください。（た
だし、追加タスクでSFC プログラムを使用して
いる場合は、タスクフラグが使用できません。） 

 
・ステップが状態遷移した同サイクルで SFCPRが実
行された場合、SFCPRにより出力がリセットされ
るので、非活性になったステップの P0アクション
やファイナルスキャンは実行されません。 

・ステップが状態遷移した同サイクルで SFCPRが実
行された場合、その後の SFCONで SFCタスクの
実行を開始しても、活性化したステップの P、P1
アクションは実行されません。 

 

SFCPR/SFCPRN命令使用時の注意点 
・SFCPR/SFCPRN による一時停止の場合にも、内
部的にステップタイマは更新されます。ただし、

停止中は表示は更新されませんので、ご注意くだ

さい。 
・SFCPR/SFCPRN 使用時にはステップタイマが正
しく動作しない場合がありますので注意してくだ

さい。 
 
 
 
 



付－3 SFCプログラムのサイズと実行時間 
付－3－1 SFCプログラムのオブジェクトコードのサイズ 
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付－3 SFCプログラムのサイズと実行時
間 

 
SFCプログラムのオブジェクトコードのサイズと実行時間の確認方法を説明します。 
 

付－3－1 SFCプログラムのオブジェクトコードのサイズ 
SFCプログラム部分のプログラム容量は、CX-Programmerを用いて確認することが
できます。 
プロジェクトワークスペース上にある SFCプログラムを右クリックし、プロパティを
参照します。 
ここに表示されるサイズは、SFCチャートのサイズです。アクションプログラムやト
ランジションプログラムのサイズは含みません。 

 

 
 
プログラム容量は、概ね以下のように計算できます。 

要   素 プログラムサイズ（step） 
タスク 60 ～ 90 
ステップ 10 ～ 20 

ブール型 4 ～ 40 アクション 
ラダー／STプログラム 9 ～ 60 
ブール型 7 ～ 20 
ラダー／STプログラム 10 ～ 30 

トランジション 

ST式 内容により異なる 
サブチャート 15 ～ 30 

注. 各サイズは、分岐／合流の方法や AQの種類によって異なります。 
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■ SFCプログラムサイズ例 

下記のような SFCプログラムのサイズは、約 370stepとなります。 
ただし、アクションおよびトランジションプログラムサイズは含みません。 

 
 

Step2 Step3 

Step4 

Step5 Step6 

Step7 

Trans1 bFlag1 

bFlag3 

bFlag2

bFlag4Trans3 

Trans2

Trans4

Transition1 Trans5 

bFlag6 Trans7 

Step1 

P0 Action1 

D  1s bAction1 L  1s bAction2 

N Action2 

S Action3 

N Action4 

bFlag5 Trans6 

N Action5 

Trans7 

R Action3 

Step1 

 
 

付－3－2  全 SFC プログラムの使用数 
全 SFCプログラムでのアクションプログラム/トランジションプログラム/サブチャー
トの合計使用数は、以下の[メモリ表示]ダイアログボックスに表示されます。 
 
1. ［表示］メニューから［メモリ表示］を選択します。 
例：CJ2H-CPU68 

 
 [FBソースメモリ]： 
使用数 ：作成したファンクションブロック定義数または 

 SFCプログラムでのアクションプログラム 
 /トランジションプログラム/サブチャートの使用数 
注：SFCプログラムを作成している場合は、（SFC： ）
  として、そのうちの SFCでの使用数が表示されます。
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付－3－3 SFCプログラムの実行時間の計算 
SFCプログラム部分の実行時間は、CPUユニットの形式やステップの活性状態、ア
クションの AQ種別、ファンクションブロック/SFCアドレス割付にて指定したエリア
などによって異なります。 
以下の値を目安としてください。[単位:μ秒] 

PLCの種類 要   素 要素の
状態 CJ2H CJ2M CJ1-R CJ1H CJ1G CJ1M 

タスク  0.3～10 0.7～15 0.4～15 0.4～15 0.7～15 0.9～20 
活性 5～10 5～8 7～12 7～12 7～12 10～17 ステップ 
非活性 0.2 0.4 0.3 0.3 0.4 0.5 
実行 0.1～12 0.2～9 0.1～12 0.1～12 0.2～13 0.2～18 ブール型 
非実行 0.1～0.7 0.2～1.3 0.1～0.7 0.1～0.7 0.2～1.3 0.2～1.6 
実行 0.4～13 1.6～10 0.7～13 0.4～13 1.6～14 1.7～20 

アクショ
ン 

ラダー／ 
STプログラム 非実行 0.3～1 0.5～1.8 0.2～0.8 0.3～1 0.5～2 0.6～2.5 

実行 0.3 0.4 0.2 0.3 0.4 0.6 ブール型 
非実行 0.2 0.3 0.1 0.2 0.3 0.4 
実行 0.6 1.2 0.5 0.6 1.3 1.6 

トランジ
ション 

ラダー／ 
STプログラム 非実行 0.2 0.3 0.1 0.2 0.3 0.4 

実行 0.6 1.3 0.6 0.7 1.3 1.7 サブチャート 
非実行 0.3 0.6 0.3 0.3 0.6 0.8 

 
PLCの種類 要   素 要素の

状態 CS1D-HA CS1D-SA

タスク  0.7～23 0.5～22 
活性 5～8 5～8 ステップ 
非活性 0.3 0.3 
実行 0.1～8 0.1～8 ブール型 
非実行 0.1～0.6 0.1～0.6 
実行 1～9 1～9 

アクショ
ン 

ラダー／ 
STプログラム 非実行 0.4～1 0.4～1 

実行 0.5 0.4 ブール型 
非実行 0.1 0.1 
実行 0.9 0.8 

トランジ
ション 

ラダー／ 
STプログラム 非実行 0.1 0.1 

実行 0.5 0.4 サブチャート 
非実行 0.3 0.3 

 



付－3 SFCプログラムのサイズと実行時間 
付－3－3 SFCプログラムの実行時間の計算 

付-15 

付 

付
録 

■ SFCプログラム実行時の例 

下記 SFCプログラムで CJ2H-CPU68-EIPを使用し、「Step1」が活性中の場合、SFC
プログラム部分の実行時間は約 13μ秒になります。ただし、アクションおよびトラン
ジションプログラムの実行時間は含みません。 

 

 

Step2 Step3 

Step4 

Step5 Step6 

Step7 

Trans1 bFlag1 

bFlag3 

bFlag2

bFlag4Trans3 

Trans2

Trans4

Transition1 Trans5 

bFlag6 Trans7 

Step1 

P0 Action1 

D  1s bAction1 L  1s bAction2 

N Action2 

S Action3 

N Action4 

bFlag5 Trans6 

N Action5 

Trans7 

R Action3 

Step1 
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